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要約  

Ⅰ . 背 景 と 目 的  

 母 乳 育 児 は 、 乳 児 に と っ て 最 適 な 栄 養 方 法 で あ る と 同 時 に 、 母 親 の 健 康 維 持 や 疾

病 予 防 に も 寄 与 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 母 児 の 愛 着 形 成 や 疾 患 リ ス ク 低 減 な ど 多

様 な 意 義 が 報 告 さ れ て い る 。WHO で は 、生 後 6 か 月 間 の 母 乳 単 独 育 児 、お よ び 最 大

2 年 間 以 上 の 母 乳 継 続 を 推 奨 し て お り 、 母 乳 育 児 は 現 代 の 育 児 課 題 の 解 決 策 と し て

も 期 待 さ れ て い る 。 し か し 、 日 本 に お い て は 妊 娠 中 に 母 親 が 希 望 し た 授 乳 方 法 を 出

産 後 に 実 現 で き る 女 性 は 半 数 に 満 た な い 。  

母 乳 育 児 を 断 念 す る 主 因 の 一 つ と し て 、 乳 頭 損 傷 が 挙 げ ら れ る 。 乳 頭 損 傷 は 、 不

適 切 な 授 乳 姿 勢 、 母 親 の 乳 頭 形 態 の 個 体 差 、 及 び 新 生 児 の 吸 啜 力 の 個 人 差 な ど に よ

る 物 理 的 刺 激 に よ っ て 生 じ 、母 親 の 80〜 90％ が 経 験 す る と さ れ る 。乳 頭 損 傷 は 産 後

1 か 月 以 内 に 高 頻 度 で 発 生 し 、授 乳 時 の 疼 痛 や 心 理 的 ス ト レ ス 、乳 腺 炎 や 産 後 う つ の

リ ス ク 増 加 に 関 与 す る と 報 告 さ れ て い る 。  

乳 頭 損 傷 の 予 防 や 対 処 法 と し て は 、 授 乳 姿 勢 の 指 導 、 ラ ノ リ ン や 搾 母 乳 の 塗 布 、

伝 統 的 な 軟 膏 の 使 用 な ど が 国 内 外 で 導 入 さ れ て き た 。 し か し 、 複 数 の 方 法 の う ち 有

効 性 が 明 確 に 示 さ れ て い る 介 入 は 少 な く 、 評 価 基 準 や 定 義 が 統 一 さ れ て い な い こ と

が 課 題 と さ れ て い た 。 こ の 課 題 に 対 応 す る た め 、 私 は 博 士 後 期 課 程 入 学 前 の 研 究 と

し て 、授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 変 化 を 発 赤 、腫 脹 、痂 皮 、水 疱 、離 開 、紫 斑 、皮 膚 剥 離

の 7 種 類 に 分 類 し 、 こ れ ら の 所 見 を 統 合 し た 乳 頭 損 傷 を 観 察 ツ ー ル “seven signs of 

nipple trauma associated with breastfeeding”を 提 案 し た 。 さ ら に 、 授 乳 期 の 乳 頭 損

傷 の 経 日 的 変 化 に 着 目 し 、 損 傷 の 発 生 か ら 回 復 に 至 る 過 程 を 整 理 し た 経 日 的 変 化 モ

デ ル 「 授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 変 化 過 程 」 を 作 成 し た 。  

本 博 士 論 文 で は 、 乳 頭 損 傷 の あ る 母 親 が 母 乳 育 児 を 継 続 す る た め の 支 援 を 探 求 す

る こ と を 目 的 と し た 。 そ の た め に 、 以 下 の 研 究 を 段 階 的 に 実 施 し た 。 各 研 究 の 目 的

は 以 下 の と お り で あ る 。  

研 究 １ ： 授 乳 中 の 乳 頭 損 傷 治 療 に お け る 保 湿 の 有 効 性 を 検 討 す る 。  

研 究 ２ ： 産 褥 早 期 の 乳 頭 損 傷 に お け る 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 効 果 を 検 討 す る 。  

研 究 ３ ： Deep Learning を 用 い た 乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム を 開 発 す る 。  

研 究 ４ ： 研 究 ３ で 開 発 し た 乳 頭 損 傷 の 評 価 シ ス テ ム の 効 果 を 検 証 す る 。  

Ⅱ . 研 究 の 要 旨  

研 究 １ で は 、 授 乳 中 の 乳 頭 損 傷 お よ び 乳 頭 痛 に 対 す る 保 湿 の 有 効 性 を 明 ら か に す

る た め 、24 件 の 文 献 を 対 象 に シ ス テ マ テ ィ ッ ク レ ビ ュ ー を 行 っ た 。対 象 に は ラ ノ リ

ン 、 母 乳 、 オ リ ー ブ オ イ ル 、 ハ イ ド ロ ゲ ル パ ッ ド な ど 多 様 な 保 湿 方 法 が 含 ま れ た 。

解 析 の 結 果 、 研 究 の 質 に は ば ら つ き が あ る も の の 、 保 湿 に よ る 疼 痛 軽 減 や 損 傷 治 癒

促 進 の 一 定 の 効 果 が 示 唆 さ れ た 。 特 に 、 授 乳 直 後 の 痛 み の 軽 減 や 損 傷 部 位 の 早 期 回

復 に 関 し て 改 善 傾 向 が 認 め ら れ た 。 し か し 、 文 献 ご と に 比 較 条 件 や 介 入 方 法 が 異 な

る た め 、 最 適 な 保 湿 方 法 の 特 定 に は さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ る こ と も 明 ら か と な っ

た 。  

研 究 ２ で は 、産 ９ 褥 入 院 中 の 授 乳 婦 を 対 象 に 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 有 効 性 を 検 討 し た 。
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介 入 群 47 名 と 対 照 群 50 名 を 比 較 し 、 乳 頭 損 傷 の 重 症 度 、 疼 痛 ス コ ア 、 及 び 安 全 性

を 評 価 し た 。 結 果 と し て 、 介 入 群 で は 損 傷 の 悪 化 が 抑 制 さ れ 、 疼 痛 ス コ ア も 有 意 に

低 下 し た 。 有 害 事 象 は 報 告 さ れ ず 、 安 全 性 が 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。 こ れ ら の 結 果

は 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 が 産 褥 早 期 に お け る 乳 頭 損 傷 の 重 症 化 予 防 に 有 効 で あ る こ と を

示 唆 す る 。 ま た 、 母 親 の 使 用 感 に 関 す る 観 察 結 果 か ら 、 臨 床 で の 応 用 可 能 性 も 示 唆

さ れ た 。  

研 究 ３ で は 、乳 頭 損 傷 評 価 の 客 観 性 向 上 を 目 的 に 、物 体 検 出（ YOLO）と 画 像 分 類

（ ResNet） を 組 み 合 わ せ た 深 層 学 習 モ デ ル を 開 発 し た 。 753 枚 の 乳 頭 画 像 を 用 い て

モ デ ル を 構 築 し 、正 答 率 は 80％ を 超 え 、感 度 ・ 特 異 度 も 臨 床 応 用 に 耐 え う る 水 準 で

あ っ た 。 こ れ に よ り 、 従 来 の 主 観 的 評 価 に 依 存 せ ず 、 乳 頭 損 傷 を 標 準 化 さ れ た 方 法

で 評 価 可 能 と な り 、 母 乳 育 児 支 援 者 の 教 育 や 臨 床 判 断 補 助 へ の 応 用 が 期 待 さ れ た 。

さ ら に 、 モ デ ル に よ る 評 価 は 経 時 的 変 化 の モ ニ タ リ ン グ に も 活 用 可 能 で あ り 、 乳 頭

損 傷 の 悪 化 ・ 改 善 の 早 期 発 見 に 寄 与 で き る と 考 え ら れ た 。  

研 究 ４ で は 、 研 究 ３ で 開 発 し た 深 層 学 習 シ ス テ ム を 臨 床 に 導 入 し 、 妊 娠 後 期 か ら

産 後 ま で の 母 親 を 対 象 に 縦 断 調 査 を 行 っ た 。 シ ス テ ム は 安 定 し て 稼 働 し 、 運 用 上 の

大 き な 支 障 は 認 め ら れ な か っ た 。 分 析 の 結 果 、 介 入 群 で は 従 来 支 援 群 よ り 授 乳 満 足

度 が 高 く 、 母 乳 育 児 継 続 を 支 え る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 一 方 で 、 画 像 収 集 環 境 の 標

準 化 、 機 器 操 作 性 な ど 、 臨 床 応 用 に 向 け た 課 題 も 明 ら か と な っ た 。 こ れ に よ り 、 AI

を 活 用 し た 評 価 と 従 来 支 援 の 統 合 的 活 用 の 有 効 性 が 示 さ れ た 。  

Ⅲ . 結 論  

本 博 士 論 文 で は 、 乳 頭 損 傷 の あ る 母 親 が 母 乳 育 児 を 継 続 す る た め の 支 援 を 探 求 し

た 。 そ の 過 程 で 、 乳 頭 損 傷 の 正 確 な 評 価 と 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 対 処 法 を 統 合 し 、 科

学 技 術 と 専 門 ケ ア を 融 合 さ せ た 包 括 的 な 支 援 の 重 要 性 が 明 ら か と な っ た 。 今 後 は 、

臨 床 現 場 で の 助 産 師 に よ る 実 践 的 ケ ア 、 母 親 と 向 き 合 い な が ら 臨 床 の 場 で 進 め る 助

産 師 に よ る 母 乳 育 児 研 究 、AI を 活 用 し た 画 像 解 析 や 支 援 シ ス テ ム の 開 発 、さ ら に 技

術 導 入 を 支 え る セ キ ュ リ テ ィ 研 究 な ど 、各 領 域 の 取 り 組 み が 連 携・融 合 す る こ と で 、

母 親 が 安 心 し て 母 乳 育 児 を 継 続 で き る 体 制 の 構 築 と 社 会 実 装 が 期 待 さ れ る 。   
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第１章．序論  

 

１ ． 本 邦 の 出 生 と 母 乳 育 児 を 取 り 巻 く 現 状  

1973 年 以 降 、 日 本 の 出 生 数 の 減 少 と と も に 少 子 化 が 進 行 し て い る 。 母 乳 育 児 は 、

母 児 の 愛 着 形 成 や 疾 患 リ ス ク の 減 少 等 の 多 様 な 意 義 が 報 告 さ れ 、 現 代 の 育 児 に お け

る 課 題（ 例：産 後 う つ や 児 童 虐 待 ）の 解 決 策 と し て 期 待 さ れ て い る (Odem et al., 2013)。

そ の た め 、WHO で は 、生 後 ６ か 月 間 は 母 乳 の み に よ る 育 児 を す る こ と と 、適 切 な 補

完 食 品 を 使 用 し て 最 大 ２ 年 間 以 上 母 乳 育 児 を 続 け る こ と を 推 奨 し て い る 。  

一 方 、 本 邦 で の 平 成 27 年 の 厚 生 労 働 省 の 調 査 で は 、 妊 娠 中 93.4%の 母 親 が 母 乳

で 育 て た い と 考 え て い た も の の 、 出 生 1 か 月 児 の 母 乳 栄 養 率 は 51.3%で あ り 、 約 半

数 の 女 性 が 妊 娠 中 に 望 ん だ 授 乳 方 法 を 実 現 で き て い な い 現 状 が あ る 。  

 

２ ． 授 乳 に よ っ て 生 じ る 乳 頭 損 傷  

 母 親 が 母 乳 育 児 を 断 念 す る 理 由 の 一 つ に 、 乳 頭 損 傷 が あ る （ Gianni et al.2019）。

乳 頭 損 傷 は 、不 適 切 な 授 乳 姿 勢 や 母 親 の 乳 頭 形 態 異 常 、平 均 -85.8mmHg に 及 ぶ と い

わ れ る 新 生 児 の 吸 啜 の 個 性 な ど を 誘 因 と す る 乳 頭 皮 膚 へ の 物 理 的 な 刺 激 に よ り 発 生

し 、 母 親 の 80-90%が 経 験 す る と さ れ て い る （ Azin et al.2018）。  

乳 頭 損 傷 は 産 後 1 か 月 以 内 に 頻 繁 に 発 生 し 、 授 乳 の た び に 痛 み を 引 き 起 こ し 、 乳

腺 炎 や 産 後 う つ の リ ス ク 要 因 と な る（ Douglas、 2022）。特 に 、産 後 3 週 間 以 内 は 母

乳 育 児 を や め る リ ス ク が 高 く 、 乳 頭 痛 が 続 く 場 合 は 介 入 が 必 要 だ と さ れ る （ Hauck 

LY et al.2011）。  

 

３ ． 乳 頭 損 傷 の 予 防 や 対 処 方 法  

 乳 頭 損 傷 の 予 防 や 対 処 方 法 と し て 、 母 親 に 正 し い 授 乳 姿 勢 を 伝 え る こ と や 、 搾 母

乳 や ラ ノ リ ン 、 伝 統 的 な 軟 膏 の 塗 布 な ど 、 国 内 外 で 様 々 な 方 法 が 取 り 入 れ ら れ て き

た (Douglas et al., 2018; Niazi et al., 2018)。 し か し 、 複 数 存 在 す る 方 法 の う ち 、 他

の 対 処 法 に 比 べ て 有 効 で あ る 方 法 は 提 案 さ れ て お ら ず (Niazi et al., 2018)、ど の 方 法

が 最 も 効 果 的 で あ る か は 明 ら か に な っ て い な い 。 そ の 背 景 要 因 と し て 、 乳 頭 損 傷 の

定 義 や 分 類 、 評 価 方 法 に コ ン セ ン サ ス が 得 ら れ て い な い こ と が 指 摘 さ れ 、 観 察 者 に

よ る 評 価 の 違 い が 課 題 と な っ て い る  （ Cirico et al. 2017）。  

 

４ ． 乳 頭 損 傷 の 分 類 と 定 義 お よ び 経 日 的 変 化 モ デ ル  

 乳 頭 損 傷 は 母 乳 育 児 中 の 母 親 に と っ て 授 乳 継 続 に 影 響 を 与 え る 重 要 な 問 題 で あ る

が 、従 来 、そ の 分 類 や 評 価 基 準 は 明 確 で な か っ た 。私 は 、こ の 課 題 に 対 応 す る た め 、

博 士 後 期 課 程 入 学 前 の 研 究 と し て 、授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 変 化 を 発 赤 、腫 脹 、痂 皮 、

水 疱 、 離 開 、 紫 斑 、 皮 膚 剥 離 の 7 種 類 に 分 類 し （ Nakamura M, et al. 2018）、 こ れ ら

の 所 見 を 統 合 し た 乳 頭 損 傷 の 観 察 ツ ー ル “seven signs of nipple trauma associated 

with breastfeeding”（ Nakamura M, et al. 2022） を 提 案 し た 。 さ ら に 、 授 乳 期 の 乳 頭

損 傷 の 経 日 的 変 化 に 着 目 し 、 損 傷 の 発 生 か ら 回 復 に 至 る 過 程 を 整 理 し た 経 日 的 変 化
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モ デ ル 「 授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 変 化 過 程 」 を 作 成 し た （ 中 村 ら , 2019）。 こ れ ら の 提

案 に 至 る 過 程 と し て 実 施 し た 研 究 に つ い て 以 下 に 示 す 。  

 

（ １ ） 乳 頭 損 傷 の 分 類  

 乳 頭 損 傷 を 科 学 的 に 分 類 す る こ と を 目 的 に 、 前 向 き 観 察 研 究 を 実 施 し た 。 研 究 対

象 は 、 A 市 の 産 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク で 出 産 し 産 褥 入 院 中 の 20 歳 以 上 の 日 本 人 女 性 50

名 で あ っ た 。 入 院 期 間 中 、 乳 頭 部 を 正 面 か ら デ ジ タ ル カ メ ラ で 撮 影 し 、 画 像 補 正 用

カ ラ ー チ ャ ー ト を 併 用 し て 色 調 と サ イ ズ を 標 準 化 し た 。併 せ て 、母 親 の 乳 頭 痛 を「 授

乳 時 以 外 」「 授 乳 開 始 直 後 」「 授 乳 中 」の ３ 時 点 で Numerical Rating Scale（ NRS）に

よ り 評 価 し 、 母 児 背 景 お よ び 授 乳 関 連 情 報 を 診 療 録 か ら 収 集 し た 。 さ ら に 、 助 産 師

が 乳 頭 の 随 伴 症 状 を 観 察 し 、 得 ら れ た 画 像 お よ び 情 報 を 統 合 的 に 分 析 し た 。  

 解 析 に は Photoshop を 用 い て 画 像 の 色 調 ・ サ イ ズ を 統 一 し た 上 で 、 盛 山 （ 2004）

の ビ ジ ュ ア ル 調 査 法 を 参 考 に 視 覚 的 比 較 分 析 を 行 っ た 。 761 枚 の 画 像 デ ー タ の 分 析

か ら 、授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 変 化 と し て【 発 赤 】【 腫 脹 】【 痂 皮 】【 水 疱 】【 離 開 】【 紫

斑 】【 皮 膚 剥 離 】の ７ 種 類 が 特 定 さ れ た 。さ ら に 、乳 頭 先 端 に 出 現 す る 所 見 は 、① 真

皮 ま で 損 傷 が 及 ぶ【 痂 皮 】【 水 疱 】、② 表 皮 ま で の 変 化 で あ る【 発 赤 】【 腫 脹 】、③ 見 過

ご さ れ や す い 小 変 化 で あ る【 紫 斑 】【 皮 膚 剥 離 】に 分 類 で き る こ と が 明 ら か に な っ た 。

１ つ の 乳 頭 内 で 複 数 所 見 が 併 存 す る 場 合 も 多 く 、 こ れ ら の 複 合 的 出 現 が 損 傷 の 悪 化

に 関 与 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 こ れ ら の 結 果 を も と に 、 皮 膚 科 領 域 の 定 義 を 参 考 に 各 所 見 の 特 徴 を 明 示 し 、 代 表

症 例 画 像 と と も に 整 理 し た 「 乳 頭 損 傷 の 所 見 の 種 類 と 特 徴 」 を 作 成 し た 。 続 い て 、

こ の 資 料 の 信 頼 性 を 検 討 す る た め 、 臨 床 助 産 師 ８ 名 を 対 象 と し た 評 定 者 一 致 の 分 析

を 行 っ た 。そ の 結 果 、所 見 別 の 単 純 一 致 率 は 66〜 92％ 、ケ ン ド ー ル の 一 致 係 数 W は

0.46〜 0.85 で あ り 、Landis and Koch（ 1977）の 基 準 に お け る「 中 等 度 〜 ほ ぼ 完 全 な

一 致 」に 該 当 し た 。評 定 者 内 信 頼 性 で も κ 係 数 0.54〜 1.00 を 示 し 、「 乳 頭 損 傷 の 所 見

の 種 類 と 特 徴 」 の 信 頼 性 が 確 認 さ れ た 。  

こ れ ら の 研 究 に よ り 、 授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 変 化 は ７ 種 類 に 分 類 さ れ る こ と が 特

定 さ れ 、信 頼 性 が 確 認 さ れ た 。こ れ ら を 統 合 し 、Nipple Skin Trauma in Breastfeeding 

Women During Postpartum Week One と し て 報 告 し た （ Nakamura M, et al. 2018）。  
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右 図 は 上 記 論 文 か ら 引 用 し た 図 で あ る 。 各 所 見 の 英 語 表 記 と 日 本 語 の 対 応 は 以 下

の 通 り で あ る 。  

Erythema:発 赤  

Swelling： 腫 脹  

Blistering： 水 疱  

Scabbing： 痂 皮  

Fissure： 離 開  

Purpura： 紫 斑  

Peeling： 皮 膚 剥 離  

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 乳 頭 損 傷 の 経 日 的 変 化 モ デ ル （ 中 村 ら . 2019）  

 乳 頭 損 傷 は 、 発 症 か ら 回 復 に 至 る ま で に 多 様 な 経 過 を た ど る こ と が 臨 床 現 場 で 経

験 的 に 知 ら れ て い た が 、 そ の メ カ ニ ズ ム に つ い て 病 理 学 的 （ 組 織 学 的 ） な 根 拠 は 明

確 で は な く 、 経 日 的 な 変 化 過 程 を 体 系 的 に 明 ら か に し た 研 究 は な か っ た 。 そ こ で 、

私 た ち は 、先 行 研 究（ Nakamura et al., 2018）で 分 類 さ れ た 7 種 類 の 乳 頭 損 傷 所 見 を

も と に 、 乳 頭 損 傷 の 出 現 か ら 回 復 に 至 る ま で の 変 化 を 臨 床 的 な 観 察 研 究 を 通 し て 縦

断 的 に 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て 研 究 を 行 っ た 。  

 本 研 究 で は 、先 行 研 究 で 作 成 し た「 乳 頭 損 傷 の 所 見 の 種 類 と 特 徴 」を 用 い て 、A 市

の 産 科 ク リ ニ ッ ク に て 出 産 し た 母 親 50 名 か ら 得 ら れ た 乳 頭 部 の 画 像 デ ー タ （ 合 計

761 枚 ） を 再 分 析 し た 。 画 像 は 産 褥 1 週 以 内 に デ ジ タ ル カ メ ラ を 用 い て 撮 影 さ れ 、

時 系 列 的 に 並 べ て 観 察 す る こ と で 、 乳 頭 組 織 の 変 化 を 経 日 的 に 追 跡 し た 。 分 析 に 際

し て は 、Photoshop で 色 調 と サ イ ズ を 統 一 し 、ビ ジ ュ ア ル 調 査 法（ 盛 山 , 2004）を 参

考 に 視 覚 的 に 比 較 ・ 統 合 を 行 っ た 。  

 そ の 結 果 、 乳 頭 損 傷 は 単 一 の 所 見 と し て 出 現 す る の で は な く 、 複 数 の 所 見 が 重 複

し て 生 じ る 場 合 が 多 い こ と 、 ま た 損 傷 の 進 行 や 回 復 に 伴 っ て 所 見 が 移 行 す る こ と が

確 認 さ れ た 。 具 体 的 に は 、 授 乳 初 期 に 【 発 赤 】 や 【 腫 脹 】 な ど の 炎 症 性 変 化 が 先 行

し 、そ の 後 に【 水 疱 】や【 痂 皮 】と い っ た 真 皮 層 ま で の 損 傷 へ と 悪 化 す る 場 合 が あ る

こ と が 明 ら か と な っ た 。一 方 、回 復 過 程 で は【 痂 皮 】の 縮 小 や 脱 落 、【 発 赤 】や【 腫

脹 】 の 軽 減 と い っ た 変 化 が 観 察 さ れ 、 組 織 修 復 に 向 か う 一 連 の 経 時 的 変 化 が 確 認 さ

れ た 。  

 ま た 、 分 析 の 結 果 、 損 傷 の 悪 化 お よ び 改 善 を 示 す ３ つ の 主 要 な サ イ ン が 特 定 さ れ

た 。す な わ ち 、① 痂 皮 や 水 疱 の 発 生・消 失 、② 発 赤 や 腫 脹 の 増 強・軽 減 、③ 重 複 所 見

の 増 加・減 少 で あ る 。こ れ ら の 所 見 を 統 合 的 に 捉 え る こ と で 、乳 頭 損 傷 が「 悪 化 」か

ら 「 回 復 」 へ と 移 行 す る ダ イ ナ ミ ク ス を 説 明 す る モ デ ル と し て 「 授 乳 に 伴 う 乳 頭 組

織 の 変 化 過 程 」（ 下 図 ）を 提 案 し「 授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 変 化 過 程 」と し て 報 告 し た
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（ 中 村 ら , 2019）。  

 

（ ３ ） 乳 頭 損 傷 の 定 義  

乳 頭 損 傷 の 臨 床 評 価 に は 、 所 見 の 分 類 だ け で な く 、 各 所 見 の 明 確 な 定 義 が 不 可 欠

で あ る 。 し か し 、 従 来 の 臨 床 現 場 で は 、 乳 頭 損 傷 の 各 所 見 が 曖 昧 に 使 用 さ れ る こ と

が 多 く 、 研 究 間 の 比 較 や 評 価 の 標 準 化 が 困 難 で あ っ た 。 こ う し た 課 題 に 対 応 す る た

め 、 私 た ち は 先 行 研 究 （ Nakamura et al., 2018） で 特 定 し た 乳 頭 損 傷 の 7 所 見 （ 発

赤 、腫 脹 、痂 皮 、水 疱 、離 開 、紫 斑 、皮 膚 剥 離 ）に つ い て 、専 門 家 の 合 意 に 基 づ い た

定 義 を 検 討 す る 研 究 を 行 っ た 。  

本 研 究 で は 、 デ ル フ ァ イ 法 を 用 い た 3 段 階 の 調 査 を 実 施 し た 。 第 1 次 調 査 で は 、

母 乳 育 児 や 皮 膚 ・ 美 容 形 成 の 専 門 家 に 代 表 症 例 画 像 を 提 示 し 、 半 構 造 化 面 接 を 通 じ

て 各 所 見 の 特 徴 に 関 す る 意 見 を 収 集 し た 。 第 2 次 お よ び 第 3 次 調 査 で は 、 ア ド バ ン

ス 助 産 師 の 認 証 を 受 け た 助 産 所 勤 務 の 助 産 師 を 対 象 に 、 郵 送 に よ る 質 問 紙 調 査 を 実

施 し た 。各 所 見 に 対 す る 合 意 は 、5 件 法 に よ る 評 価 で 、中 央 値 が 2.0 以 下 、四 分 位 範

囲 が 1.0 以 下 、か つ「 か な り 同 意 す る 」「 同 意 す る 」の 合 計 が 全 体 の 51％ 以 上 で あ る

こ と を 基 準 と し た 。  

42 名 の 専 門 家 か ら 得 ら れ た 回 答 を 分 析 し た 結 果 、発 赤 は 8 項 目 、腫 脹 は 10 項 目 、

痂 皮 は 9 項 目 、 水 疱 は 7 項 目 、 離 開 は 7 項 目 、 紫 斑 は 4 項 目 、 皮 膚 剥 離 は 3 項 目 の

計 48 項 目 が コ ン セ ン サ ス を 得 た 。こ れ に よ り 、乳 頭 損 傷 の 各 所 見 が 専 門 家 間 で 共 通

理 解 さ れ た 定 義 と し て 確 立 さ れ た 。  
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上 記 の 定 義 を 代 表 的 な 症 例 画 像 と 統 合 し 、 乳 頭 損 傷 の 観 察 ツ ー ル で あ る 「 授 乳 に

伴 う 乳 頭 組 織 の ７ 所 見：seven signs of nipple trauma associated with breastfeeding 」

（ 下 図 ） を 提 案 し た 。 こ れ ら を 、 An Evaluation of the Signs of Nipple Trauma 

Associated With Breastfeeding: A Delphi Study と し て 報 告 し た （ Nakamura M, et al. 

2018）。  

 

こ れ ら の 研 究 を 通 じ て 、 授 乳 期 の 乳 頭 損 傷 の 分 類 ・ 定 義 ・ 経 日 的 変 化 が 体 系 的 に

整 理 さ れ 、臨 床 で の 評 価 や 今 後 の 介 入 研 究 、AI を 用 い た 客 観 的 評 価 シ ス テ ム 構 築 の

基 盤 が 確 立 さ れ た 。  
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５ ． 本 研 究 で 用 い る 用 語 の 定 義  

本 研 究 に お い て 、 乳 頭 損 傷 の 評 価 お よ び 分 析 に 用 い る 用 語 は 、 わ れ わ れ が 提 案 し

た 「 授 乳 に 伴 う 乳 頭 組 織 の 7 所 見 （ seven signs of nipple trauma associated with 

breastfeeding）」Nakamura ら（ 2022）に 準 拠 す る 。具 体 的 に は 、発 赤（ Erythema）、

腫 脹（ Swelling）、痂 皮（ Scabbing）、水 疱（ Blistering）、離 開（ Fissure）、紫 斑（ Purpura）、

皮 膚 剥 離（ Peeling）の 7 つ の 所 見 を 指 す 。こ れ ら の 所 見 は 、授 乳 に よ っ て 乳 頭 組 織

に 生 じ る 変 化 を 網 羅 的 に 捉 え た も の で あ り 、 各 所 見 の 定 義 や 評 価 基 準 は 専 門 家 の 合

意 に 基 づ い て 確 立 さ れ て い る 。  

さ ら に 、 本 研 究 で は 「 乳 頭 損 傷 」 と い う 用 語 を 、 上 記 7 所 見 を 包 含 す る 広 義 の 概

念 と し て 用 い る 。 す な わ ち 、 乳 頭 損 傷 と は 授 乳 に 伴 い 乳 頭 に 生 じ る 組 織 の 異 常 や 損

傷 を 総 称 す る 概 念 で あ り 、 単 一 の 所 見 の み な ら ず 、 複 数 の 所 見 が 同 時 に 生 じ る 場 合

も 含 め て 評 価 す る 。 こ れ に よ り 、 本 研 究 で は 乳 頭 損 傷 の 発 生 ・ 経 過 ・ 重 症 度 を 一 貫

し て 把 握 で き る 基 盤 を 確 保 し て い る 。  

 

６ ． 本 博 士 論 文 の 構 成  

 産 褥 期 の 母 親 は 、 出 産 後 の 入 院 期 間 を 経 て 自 宅 で 育 児 を 始 め る が 、 こ の 時 期 は 乳

頭 損 傷 が 好 発 し 、 母 乳 育 児 の 確 立 に と っ て 非 常 に 重 要 で あ る 。 し か し 、 授 乳 期 の 母

親 は「 安 静 」が 重 視 さ れ る た め 、気 軽 に 支 援 を 受 け に く い 場 合 も あ る 。し た が っ て 、

乳 頭 損 傷 の あ る 母 親 が 快 適 で 満 足 の い く 授 乳 を 経 験 し 、 母 乳 育 児 を 早 期 に 断 念 す る

こ と な く 継 続 で き る よ う 支 援 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

本 博 士 論 文 で は 、 乳 頭 損 傷 の あ る 母 親 が 母 乳 育 児 を 継 続 す る た め の 支 援 を 探 求 す

る こ と を 目 的 と し た 。 そ の た め に 下 記 の 研 究 を 段 階 的 に 進 め て い っ た 。 各 研 究 の 目

的 は 下 記 の と お り で あ る 。  

 

研 究 １ ： 授 乳 中 の 乳 頭 損 傷 治 療 に お け る 保 湿 の 有 効 性 を 検 討 す る 。  

研 究 ２ ： 産 褥 早 期 の 乳 頭 損 傷 に お け る 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 効 果 を 検 討 す る 。  

研 究 ３ ： Deep Learning を 用 い た 乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム を 開 発 す る 。  

研 究 ４ ： 研 究 ３ で 開 発 し た 乳 頭 損 傷 の 評 価 シ ス テ ム の 効 果 を 検 証 す る 。  
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第２章．研究１  

 

乳頭損傷と乳頭痛の治療における保湿の有効性：  

システマティックレビュー  

 

１ ． 背 景  

 湿 潤 環 境 下 療 法（ moist wound healing）の 概 念 は 1960 年 代 に 導 入 さ れ 、創 傷 ケ ア

領 域 に お い て 標 準 的 な 手 法 と な っ て い る 。 創 傷 環 境 内 の 最 適 な 湿 度 レ ベ ル を 維 持 す

る こ と で 治 癒 を 促 進 す る こ と を 目 的 と し (Field et al., 1994; Nuutila et al., 2021)、 創

傷 や 熱 傷 、 褥 瘡 、 そ の 他 の 皮 膚 潰 瘍 な ど 、 幅 広 い 創 傷 治 療 に 活 用 さ れ て い る 。  

 乳 頭 損 傷 に お い て も 、 ABM Clinical Protocol #26(2016)に お い て 、 母 乳 育 児 に 伴

う 持 続 的 な 乳 頭 の 痛 み に 対 す る 治 療 と し て 、「 要 因 と 考 え ら れ る 因 子 を 除 く 」、「 軟 膏

の 局 所 塗 布 」に 並 び 、「 保 湿 す る 」が 挙 げ ら れ 、搾 母 乳 や ラ ノ リ ン の 塗 布 、ハ イ ド ロ

ゲ ル の 貼 付 な ど 、 保 湿 の 要 素 を も つ 複 数 の 対 処 法 が 実 践 的 に 活 用 さ れ て い る 。 し か

し 、 乳 頭 損 傷 対 処 に お け る 保 湿 の 有 効 性 に 特 化 し た 研 究 は な い 。  

 

２ .研 究 目 的  

 本 研 究 の 目 的 は 、 授 乳 中 の 乳 頭 損 傷 治 療 に お け る 保 湿 の 有 効 性 を 検 討 す る こ と で

あ る 。  

 

３ .研 究 方 法  

（ １ ） 研 究 デ ザ イ ン  

PRISMA-P と Preferred Reporting Items for Systematic Review and Meta-Analysis 

(PRISMA) 2020 Statement (Page et al., 2021)に 従 っ た 系 統 的 な シ ス テ マ テ ィ ッ ク

レ ビ ュ ー を 行 っ た 。 研 究 プ ロ ト コ ル は PROSPERO （ International prospective 

register of systematic reviews）に 登 録 し た（ 登 録 番 号：CRD42023481761、Nakamura 

et al., 2023）。  

（ ２ ） 適 格 基 準  

 授 乳 中 の 乳 頭 損 傷 治 療 に 関 す る 実 験 研 究 を 対 象 と し た 。 ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 と 非

ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 を 対 象 と し 、 英 語 ま た は 日 本 語 で 書 か れ た 文 献 に 限 定 し た 。 文

献 に お け る 研 究 対 象 者 は 、 乳 頭 外 傷 や 乳 頭 痛 の あ る 授 乳 中 の 女 性 と し 、 細 菌 ま た は

真 菌 感 染 症 の 薬 物 療 法 に 関 す る 研 究 は 除 外 し た 。  

（ ３ ） 検 索 方 法 と 文 献 選 択  

対 象 文 献 の 選 択 プ ロ セ ス を 図 １ に 示 す 。 実 験 研 究 の 数 が 限 ら れ て い る た め 、 収 載

発 行 年 は 指 定 せ ず 、 2023 年 11 月 29 日 に 最 終 的 な 検 索 を 実 施 し た 。 デ ー タ ベ ー ス

は 、PubMed、CINAHL、Cochrane Library、Web of Science、CiNii Research、医 中

誌 Web、 お よ び 灰 色 文 献 を 検 索 し た 。 さ ら に 、 取 得 し た レ ビ ュ ー 文 献 お よ び 参 考 文

献 リ ス ト を ス ク リ ー ニ ン グ し て 、 追 加 の 関 連 研 究 を 特 定 し た 。 PubMed の 検 索 式 を

表 1 に 示 す 。 抽 出 さ れ た 文 献 は 、 重 複 を 除 外 し 、 タ イ ト ル と 抄 録 に よ る ス ク リ ー ニ
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ン グ を 行 っ た 。 タ イ ト ル と 抄 録 に お い て 適 格 基 準 を 満 た し た 文 献 は 、 全 文 の ス ク リ

ー ニ ン グ を 行 い 、 対 象 文 献 を 抽 出 し た 。  
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表 1. PubMed の 検 索 式  

#  Search syntax  

1  Nipples[mh] OR nipple*[tiab]  

2  injur*[tiab] OR injuries[Subheading] OR trauma*[tiab] OR wound*[tiab] OR 

breakage*[tiab] OR crack*[tiab] OR fissure*[tiab] OR Pain[Mesh:NoExp] OR 

pain*[tiab] OR sore*[tiab]  

3  #1 AND #2 

4  therap*[tiab] OR therapy[Subheading] OR treat*[tiab] OR heal*[tiab] OR 

care[tiab] OR cure[tiab] OR management[tiab] OR reduc*[tiab ] OR repair*[tiab] 

OR improv*[tiab] OR Skin Care[mh] OR Pain Management[mh] OR Wound 

Healing[mh]  

5  #3 AND #4 

6  "Randomized Controlled Trial"[pt] OR "Controlled Clinical Trial"[pt] OR 

"Pragmatic Clinical Trial"[pt] OR "Equivalence Trial"[pt] OR "Clinical Trial, Phase 

III"[pt] OR "Randomized Controlled Trials as Topic"[mh] OR "Controlled Clinical 

Trials as Topic"[mh] OR "Random Allocation"[mh] OR "Double -Blind 

Method"[mh] OR "Single-Blind Method"[mh] OR Placebos[Mesh:NoExp] OR 

"Control Groups"[mh] OR (random*[tiab] OR sham[tiab] OR placebo*[tiab]) OR 

((singl*[tiab] OR doubl*[tiab]) AND (blind*[tiab] OR dumm*[tiab] OR 

mask*[tiab])) OR ((tripl*[tiab] OR trebl*[tiab]) AND (blind*[tiab] OR 

dumm*[tiab] OR mask*[tiab])) OR (control*[tiab] AND (study[tiab] OR 

studies[tiab] OR trial*[tiab] OR group*[tiab])) OR (Nonrandom*[tiab] OR "non 

random*"[tiab] OR "non-random*"[tiab] OR "quasi-random*"[tiab] OR 

quasirandom*[tiab]) OR allocated[tiab] OR (("open label"[tiab] OR "open -

label"[tiab]) AND (study[tiab] OR studies[tiab] OR trial*[tiab])) OR 

((equivalence[tiab] OR superiority[tiab] OR "non -inferiority"[tiab] OR 

noninferiority[tiab]) AND (study[tiab] OR studies[tiab] OR trial*[tiab])) OR 

("pragmatic study"[tiab] OR "pragmatic studies"[tiab]) OR ((pragmatic[tiab] OR 

practical[tiab]) AND trial*[tiab]) OR ((quasiexperimental[tiab] OR "quasi -

experimental"[tiab]) AND (study[tiab] OR stud ies[tiab] OR trial*[tiab])) OR 

(phase[ti] AND (III[ti] OR 3[ti]) AND (study[ti] OR studies[ti] OR trial*[ti])) OR 

(phase[ot] AND (III[ot] OR 3[ot]) AND (study[ot] OR studies[ot] OR trial*[ot]))  

7  #5 AND #6 

 

（ ４ ） デ ー タ 抽 出  

人 口 統 計 の 詳 細 、 研 究 方 法 、 発 表 年 、 対 象 者 の 特 徴 、 お よ び 結 果 （ 乳 頭 損 傷 の 評

価 、痛 み の 改 善 、測 定 方 法 、対 処 法 、対 処 法 に 対 す る 女 性 の 満 足 度 、有 害 事 象 、お よ

び 授 乳 関 連 デ ー タ ） に 関 す る デ ー タ を 抽 出 し た 。 主 要 ア ウ ト カ ム は 乳 頭 外 傷 と 乳 頭

痛 と し 、 他 の ア ウ ト カ ム は 副 次 的 ア ウ ト カ ム と し て 検 討 し た 。 デ ー タ は ２ 人 の 独 立

し た レ ビ ュ ア ー が PICOS の 情 報 を 含 む 標 準 化 さ れ た フ ォ ー ム を 使 用 し て 抽 出 し 、意

見 の 不 一 致 が あ っ た 場 合 は 、 第 三 の レ ビ ュ ア ー が 仲 裁 し て 討 議 し た 。  

（ ５ ） 質 の 評 価  

The Joanna Briggs Institute's (JBI) Appraisal Checklist Tools を 用 い て 、 抽 出 文 献

の 質 を 評 価 し た 。 ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 に は 13 項 目 の JBI Appraisal Checklist was 

used for randomized controlled trials、非 ラ ン ダ ム 化 試 験 に は 9 項 目 の JBI Appraisal 

Checklist for quasi-experimental を 使 用 し た 。「 Yes」 に 該 当 す る 項 目 が 全 体 の 29%

以 下 で あ る 文 献 は 対 象 文 献 か ら 除 外 し 、 30%か ら 49%で あ る 文 献 は 「 高 リ ス ク 」、

50%か ら 69%の 文 献 は「 中 リ ス ク 」、70%以 上 の 文 献 は「 低 リ ス ク 」と し て 判 定 し た 。
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質 の 評 価 は ２ 人 の 独 立 し た レ ビ ュ ア ー が 実 施 し 、 意 見 の 相 違 は 、 議 論 と 合 意 を 通 じ

て 解 決 し た 。  

（ ６ ） デ ー タ 分 析  

 介 入 の 種 類 は 、Junker et al.（ 2013）に よ る 創 傷 微 小 環 境 の 定 義 に 基 づ き 、保 湿 の

程 度 に 応 じ て「 高 保 湿 」「 中 保 湿 」「 乾 燥 」の ３ つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 し た 。本 研 究 に

お い て 「 高 保 湿 」 は 、 ハ イ ド ロ ジ ェ ル が ク リ ー ム よ り も 創 傷 部 位 に 密 着 し 、 保 湿 力

が 高 い こ と を 考 慮 し（ Stan et al., 2021）、乳 頭 を 物 理 的 か つ 継 続 的 に 覆 う 対 処 法 と 定

義 し た 。「 高 保 湿 」に 該 当 す る 具 体 的 な 介 入 方 法 に は 、ニ ッ プ ル シ ー ル ド 、ポ リ エ チ

レ ン フ ィ ル ム ド レ ッ シ ン グ 、シ ル バ ー キ ャ ッ プ（ 銀 製 乳 頭 保 護 器 ）、ハ イ ド ロ ジ ェ ル

ド レ ッ シ ン グ が 含 ま れ た 。 ラ ノ リ ン や コ コ ナ ッ ツ オ イ ル の よ う な オ イ ル を 塗 布 す る

介 入 や 、 テ ィ ー バ ッ グ な ど を 乳 頭 に 一 時 的 に 貼 付 す る 方 法 は 「 中 保 湿 」 と 位 置 付 け

た 。ま た 、母 乳 を 乳 頭 に 塗 布 す る 方 法 は「 乾 燥 」に 分 類 し た 。母 乳 に も 保 湿 効 果 が あ

る と さ れ て い る が 、 母 乳 は 自 然 な 授 乳 に よ っ て 意 図 せ ず に 乳 頭 に 付 着 す る た め 、 特

別 な 介 入 と は み な さ な か っ た 。  

内 部 の 方 法 論 的 一 貫 性 は 、 研 究 目 的 、 研 究 デ ザ イ ン 、 お よ び 各 研 究 の 測 定 方 法 と

分 析 方 法 を 抽 出 お よ び 検 討 す る こ と に よ っ て 評 価 し た 。 今 回 の シ ス テ マ テ ィ ッ ク レ

ビ ュ ー で は 、 研 究 間 の 類 似 性 の 欠 如 の た め 、 結 果 の 統 計 的 統 合 は 行 わ な か っ た 。  

デ ー タ 管 理 に つ い て は EndNote を 使 用 し て 初 期 管 理 を 行 っ た 。 デ ー タ の 抽 出 は

Microsoft Excel の 標 準 化 し た デ ー タ 抽 出 フ ォ ー ム を 使 用 し て 行 っ た 。 す べ て の プ ロ

セ ス は 2 人 の レ ビ ュ ア ー が 独 立 し て 実 施 し 、そ の 後 、第 三 の レ ビ ュ ア ー が 監 督 し た 。  

 

４ .結 果  

（ １ ） 対 象 文 献 の 概 要  (表 ２ ) 

 対 象 文 献 の 概 要 を 表 ２ に 示 す 。 As’adi et al. (2017a, 2017b)は １ つ の 調 査 が ２ 件 の

論 文 に 掲 載 さ れ て い た た め 、１ つ の 論 文 と し て 評 価 し た 。24 件 の 文 献 の う ち 、11 件

が ア ジ ア で 実 施 さ れ 、そ の う ち 10 件（ 41.6%）が イ ラ ン で 行 わ れ て い た 。ヨ ー ロ ッ

パ で は ド イ ツ 、リ ト ア ニ ア 、イ タ リ ア 、ボ ス ニ ア・ヘ ル ツ ェ ゴ ビ ナ 、ト ル コ で 各 １ 件

の 合 計 ５ 件（ 20.8%）が 報 告 さ れ て い た 。ブ ラ ジ ル で は ２ 件（ 8.3%）、ア メ リ カ 合 衆

国 で は ３ 件（ 12.5%）、カ ナ ダ で は １ 件（ 4.1%）が 実 施 さ れ 、２ 件（ 8.3%）は 明 確 な

実 施 国 が 記 載 さ れ て い な か っ た 。出 版 年 に つ い て は 、2000 年 以 前 に 出 版 さ れ た 文 献

が ４ 件（ 16.6%）、2000 年 か ら 2009 年 ま で の 文 献 が ３ 件（ 12.5%）、2010 年 か ら 2019

年 ま で の 文 献 が 9 件（ 37.5%）、2020 年 以 降 が ８ 件（ 33.3%）で あ っ た 。研 究 デ ザ イ

ン は 、21 件（ 87.5%）が ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験（ RCT）で あ り 、３ 件（ 12.5%）が 準 実

験 的 研 究 で あ っ た 。 デ ー タ は 出 産 施 設 と 退 院 後 の 自 宅 で 収 集 さ れ た 。  
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表 2. 対象文献の概要  

文献 

番号 
著者（出版日） 

地域（データ収

集年） 
研究目的 研究デザイン サンプル数 

1 Abdoli et al. (2020)  
イラン 

（記載なし） 

To investigate the effect of the topical form of 

Achillea millefoliumon on nipple fissures in 

breastfeeding women referring to the 

comprehensive health centers of Hamadan, Iran. 

ランダム化比較試

験 

Total: 80 

Achillea millefolium tea 

bags: 40  

Breast milk: 40 

2 
Abobaker et al. 

(2021) 

サウジアラビ

ア 

（記載なし） 

To evaluate the effect of non-pharmaceutical 

approaches using breast milk, mint bags, and 

cabbage leaves on the treatment of traumatic 

nipples for lactating mothers. 

準実験的研究 

Total: 150 

Breast milk: 50 

Mint tea bag: 50 

Cabbage leaves: 50 

3 
Abou-Dakn et al. 

(2011) 

ドイツ 

(2005–2007) 

To evaluate the efficacy of specific-grade highly 

purified anhydrous (HPA) lanolin versus 

expressed breastmilk (EBM) for treating painful 

and damaged nipples associated with 

breastfeeding in a prospective controlled clinical 

trial evaluating 84 lactating mothers. 

準実験的研究 
Total: 84 

HPA lanolin: 45 

Breast milk: 39 

4 
Alikamali et al. 

(2023) 

イラン 

(2020) 

To evaluate the effect of Virgin coconut oil (VCO) 

and breast milk on nipple fissures in primiparous 

mothers.  

ランダム化比較試

験 

Total: 106 

Virgin coconut oil：53 

Breast mil：53 

5 
As'adi et al. (2017a, 

2017b) 

イラン 

(2015) 

To evaluate the effect of saqez (Pistacia atlantica) 

ointment on the improvement of nipple fissures in 

breastfeeding women. 

ランダム化比較試

験 

Total: 100 

Saqez ointment group: 50 

Control group: 50 

6 
Bahar et al. et al. 

(2018) 

イラン 

 (2016-2017) 

To compare the effects of mint tea bags, mint 
cream, and breast milk on the healing of cracked 

nipples during lactation. 

ランダム化比較試

験 

Total: 216 

Mint tea: 72 

Mint cream: 72 

Breast milk: 72 
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7 Brent et al. (1998) 

アメリカ合衆

国 

（記載なし） 

To compare the safety and efficacy of a hydrogel 

moist wound dressing (Elasto-gel, Southwest 

Technologies Inc, Baltimore, Md) with the use of 

breast shells and lanolin cream in treating maternal 

sore nipples associated with breastfeeding. 

ランダム化比較試

験 

Total: 39 

Hydrogel wound dressing: 

20 

Breast shells and lanolin: 

19 

8 
Buchko et al. 

(1994) 

記載なし 

（記載なし） 

Examine various comfort measures and evaluate 

their effects in alleviating nipple soreness.  

ランダム化比較試

験 

Total: 73 

Teabag: 21 

Water: 18 

Breast milk: 19 

Education only: 15 

9 
Cadwell et al. 

(2004) 

ラトビア共和

国 

(2000) 

To use three different treatment protocols to 

compare healing, change in nipple pain, and 

mothers’  satisfaction with treatment for sore 

nipples. 

ランダム化比較試

験 

Total: 94 

Lanolin/shells: 31 

Glycerin gel: 33 

Education only: 30 

10 Dodd et al. (2003) 

アメリカ合衆

国 

（記載なし） 

To evaluate the use of hydrogel dressings for the 

prevention and treatment of nipple soreness in 

lactating women as compared with the common 

intervention of lanolin ointment.  

ランダム化比較試

験 

Total: 106 

Hydrogel dressings: 54 

Lanolin ointment: 52 

11 
Alamolhoda et al. 

(2020) 

イラン 

(2016-2017) 

To evaluate the effect of A. 

Vera gel in treating breast soreness in primiparous 

lactating women attending healthcare centers of 

Tehran 2016–2017. 

ランダム化比較試

験 

Total: 110 

Aloe Vera gel: 55 

Breast milk: 55 

12 
Jackson et al. 

(2017) 

カナダ  

(2011-2022) 

To evaluate the effect of lanolin on nipple pain 

among breastfeeding women with damaged 

nipples. 

ランダム化比較試

験 

Total: 186 

Lanolin: 93 

Usual postpartum care: 93 
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13 
Lavergne et al. 

(1997) 

記載なし 

（記載なし） 

To evaluate the effectiveness of water versus tea 

bag compresses in treating sore nipples during 

breastfeeding. 

ランダム化比較試

験 

Total: 65 

Tea bags: 43 

Warm water: 43 

No treatment: 44 

14 Neto et al. (2018) 
ブラジル

(2016-2018) 

To compare two different treatments—the use of 

highly purified anhydrous (HPA) lanolin and 

expressed breast milk—for women with pain and 

nipple trauma during the breastfeeding process. 

ランダム化比較試

験 

Total: 180 

HPA lanolin: 90 

Breast milk: 90 

15 
Marrazzu et al. 

(2015) 

イタリア 

(2013-2014) 

To evaluate the effectiveness of a medical topical 

treatment device named Silver Cap (Depofarma 

S.P.A., Mogliano Veneto, Treviso, Italy) for the 

treatment of nipple fissures in lactating women 

and its local tolerability, compared with the 

standard of care for nipple fissure treatment during 

breastfeeding. 

ランダム化比較試

験 

Total: 40 

Silver Cap: 20 

Education: 20 

16 
Mohammadzadeh et 

al. (2005) 

イラン 

(2001-2003) 

To compare the effect of rubbing breast milk 

versus lanolin in the treatment of symptoms of 

sore nipples. 

ランダム化比較試

験 

Total: 225 

Breast milk: 78 

Lanolin: 74 

Education: 73 

17 Nayeri et al. (2019) 
イラン 

 (2017-2018) 

To evaluate chamomile ointment's effect on the 

healing of breastfeeding mothers’ nipple sore. 

ランダム化比較試

験 

Total: 106 

Chamomile ointment 

group: 53 

Lanolin ointment group: 

53 

18 Peric et al. (2023) 

ボスニア・ヘ

ルツェゴビナ 

(2019) 

To compare the intensity of nipple pain and the 

healing of damaged nipples during the first 10 

days postpartum using either lanolin or human 

milk treatments. 

ランダム化比較試

験 

Total: 206 

Lanolin: 103 

Breast milk: 103 
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19 Pugh et al. (1996) 

アメリカ合衆

国 

 (1993-1994) 

Examined the effectiveness of three topical 

agents- USP-modified lanolin, warm water 

compresses, and expressed breast milk with air 

drying- in alleviating nipple pain and determining 

if early predictors of breastfeeding at six weeks 

could be determined.  

ランダム化比較試

験 

Total: 17 

Lanolin: 45 

Warm water: 44 

Expressed breast milk: 44 

Education only: 44 

20 Saeidi et al. (2015) 
イラン 

 (2008-2009) 

To compare the effect of lanolin ointment and aloe 

Vera gel on nipple soreness treatment. 
準実験的研究 

Total: 100 

Lanolin: 50 

Aloe Vera: 50 

21 Saglık et al. (2021) 
トルコ 

(2018-2019) 

To determine the effects of olive oil and breast 

milk on the prevention of nipple problems 

ランダム化比較試

験 

Total: 120 

Olive oil: 40 

Breast milk: 40 

No treatment: 40 

22 
Shahnazi et al. 

(2021) 

イラン 

(記載なし) 

To evaluate the effect of lanolin cream on the 

treatment of traumatic nipples. 

ランダム化比較試

験 

Total: 80 

Lanolin: 40 

Colorless and odorless,  

gelatinous substance: 40 

23 Talaee et al. (2021) 
イラン 

(記載なし) 

To compare the therapeutic effect of the 

Cicalfate® commercial cream (containing copper, 

zinc, and sucralfate) with white soft paraffin in 

treating cracked nipples. 

ランダム化比較試

験 

Total: 115 

Cicalfate® commercial 

cream: 68 

white soft paraffin: 47 

24 Vieira et al. (2017) 
ブラジル

(2011-2012) 

To compare the effect of anhydrous lanolin with 

the effect of breast milk combined with a breast 

shell for the treatment of nipple trauma and pain 

during breastfeeding. 

ランダム化比較試

験 

Total: 100 

Breast milk and breast 

shell: 50 

Lanolin: 50 
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（ ２ ） 研 究 の 質 の 評 価  (図 ２ ) 

 研 究 の 質 の 評 価 の 詳 細 を 図 ２ に 示 す 。 27 文 献 が 研 究 の 質 の 評 価 の 対 象 と な っ た 。

バ イ ア ス リ ス ク に つ い て は 、10 件（ 41.6%）が 中 リ ス ク 、7 件（ 29.1%）が 高 リ ス ク 、

7 件（ 29.1%）が 低 リ ス ク に 分 類 さ れ た 。RCT で は 全 て の 研 究 で ア ウ ト カ ム 評 価（ JBI 

for RCT の Q10） と ラ ン ダ ム 割 り 当 て （ 同 Q1） が 「 Yes」 と 評 価 さ れ た が 、 他 の 質

問 項 目 で 「 Yes」 と 評 価 さ れ た 割 合 は 約 半 数 で あ っ た 。 特 に 、 意 図 し た 治 療 （ ITT）

解 析 に 関 す る 項 目（ Q9）が「 Yes」と 評 価 さ れ た 文 献 は 5 件（ 23.8%）の み で あ っ た 。  

 

図 ２  研 究 の 質 の 評 価  

RevMan 5.4 (Review Manager 5.4, The Cochrane Collaboration) で 作 成 
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（ ３ ） 介 入 効 果 の 評 価 （ 表 ３ ）  

 介 入 効 果 の 評 価 方 法 に つ い て 表 ３ に 示 す 。 介 入 効 果 を 評 価 す る た め の 変 数 と 評 価

尺 度 は 研 究 に よ り 様 々 で あ っ た 。 創 傷 治 癒 と 乳 頭 痛 が 主 要 な ア ウ ト カ ム と し て 使 用

さ れ て お り 、 創 傷 治 癒 と 乳 頭 痛 の 両 方 を 評 価 尺 度 と し て 使 用 し た 文 献 が 18 件

（ 75.0%）、 創 傷 治 癒 の み を 使 用 し た 文 献 は 1 件 （ 4.1%）、 乳 頭 痛 の み を 使 用 し た 文

献 は ５ 件（ 20.8%）で あ っ た 。さ ら に 、一 部 の 研 究 で は 、新 生 児 の 吸 引 力 、母 親 の 快

適 さ 、 母 親 の 授 乳 能 力 や 授 乳 に 関 す る 自 己 効 力 感 、 創 傷 治 癒 、 疼 痛 な ど の 要 素 を 組

み 合 わ せ て 評 価 し て い た 。  

乳 頭 痛 の 評 価 に は 、 visual analog scale (VAS)や numeric rating scale (NRS)、  短

縮 版 McGill pain questionnaire な ど が 使 用 さ れ て い た 。 創 傷 治 癒 の 評 価 に は 、 乳 首

損 傷 の 程 度 を 表 現 す る た め の VAS に 加 え て 、 Store ス ケ ー ル や Amir ス ケ ー ル が 使

用 さ れ 、傷 の 幅 や 面 積 を 測 定 す る 研 究 も あ っ た 。ま た 、損 傷 の 種 類（ erythema, edema, 

crust, ecchymosis, peeling, blisters, and exudate） を 測 定 す る た め の 独 自 の 尺 度 も 使

用 さ れ て い た 。ま た 、Storr ス ケ ー ル の よ う に 、痛 み と 創 傷 治 癒 の 評 価 要 素 が 混 在 し

て い る 尺 度 も あ っ た 。  

（ ４ ） 保 湿 の 効 果 （ 表 ４ ）  

 各 研 究 に お け る 対 処 法 の 種 類 と 保 湿 の 程 度 に 応 じ た 分 類 を 表 ４ に 示 す 。 全 体 の 約

半 数 に あ た る 10 件（ 41.6%）の 文 献 に お い て 、よ り 高 い 保 湿 レ ベ ル の 介 入 が 保 湿 レ

ベ ル の 低 い 介 入 に 比 べ て 効 果 的 で あ る と さ れ て い た 。一 方 、３ 件（ 12.5%）の 文 献 は

保 湿 に 対 し て 否 定 的 な 結 果 を 示 し 、５ 件（ 20.8%）の 文 献 は 有 意 差 が な い と さ れ て い

た 。さ ら に 、６ 件（ 25.0%）の 文 献 は 、介 入 群 と 対 照 群 の 保 湿 の カ テ ゴ リ ー の 分 類 が

同 一 で あ っ た り 、 ３ 種 類 以 上 の 介 入 を 比 較 し て い た り し た た め 、 結 果 の 比 較 が で き

な か っ た 。  

高 保 湿 に 分 類 さ れ た ３ 件 の 文 献 の う ち 、 ２ 件 は 高 保 湿 の 介 入 が 乳 頭 損 傷 の 対 処 に

効 果 的 で あ っ た と 示 し て い た 。 し か し 、 ハ イ ド ロ ゲ ル ド レ ッ シ ン グ と ラ ノ リ ン を 比

較 し た ２ つ の 研 究 で は 、 相 反 す る 結 果 が 示 さ れ て い た 。 さ ら に 、 図 ２ に 示 さ れ て い

る よ う に 、 高 保 湿 と 分 類 さ れ た ３ 件 の 文 献 の う ち ２ 件 は 、 バ イ ア ス の リ ス ク が 高 い

と 評 価 さ れ た 文 献 で あ っ た 。
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表３.  

介入効果の評価方法 

文献 

番号 
著者（出版年） 測定変数 各変数の測定に使用された尺度 

尺 度 の 信 頼

性と妥当性 

1 Abdoli et al. (2020)  Nipple fissure intensity, pain severity 
Store scale (Nipple fissure intensity) 

Visual analog scale (Pain severity) 
記載なし 

2 
Abobaker et al. 

(2021) 
Intensity of pain and nipple trauma 

Visual analog scale (Nipple Pain) 

Nipple soreness rating scale (Nipple trauma) 
確認済 

3 
Abou-Dakn et al. 

(2011) 

Healed nipples, nipple pain, cracked nipples, breastfeeding 

duration, and the incidence of related breastfeeding complications, 

fatigue, and maternal stress 

Visual analog scale (Nipple pain) 

Nipple Trauma Score (Nipple trauma) 
確認済 

4 
Alikamali et al. 

(2023) 

Pain-caused breast fissures, the levels of nipple fissures, the 

severity of nipple fissures 

Storr scale (Severity of nipple fissure) 

Visual Analog Scale (nipple pain and the levels of 

nipple fissures) 

確認済 

5 
As'adi et al. (2017a, 

2017b) 
Severity of nipple fissure, intensity of nipple pain 

Storr scale (Severity of nipple fissure) 

Visual Analog Scale (Intensity of nipple pain) 
確認済 

6 
Bahar et al. et al. 

(2018) 

The severity of pain caused by the breast fracture and wound width 

on the nipple and areola 

Score Factor Check Scale for Fracturing (Severity 

of pain) 

Wound width on the nipple and areola: mild (1-2 

mm), medium (3–9 mm), and extreme (>10 mm) 

or yellowish 

確認済 

7 Brent et al. (1998) 

Nipple attributes (erythema, edema, crust, ecchymosis, peeling, 

blisters, and exudate), breastfeeding technique, patient self-report 

measures of breast pain 

Four-point scales (Nipple attributes) 

11-point scales (Breast pain) 
確認済 

8 
Buchko et al. 

(1994) 

Pain intensity, pain affect-unpleasantness, and strength of the 

infant's suck 

VAS (Pain intensity, pain affect-unpleasantness, 

and strength of the infant's suck 
確認済 

9 
Cadwell et al. 

(2004) 

Nipple pain, symptoms and signs of wound healing, mother's 

satisfaction with the prescribed treatment. 
Five-point verbal descriptor scale (Nipple pain) 確認済 
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10 Dodd et al. (2003) 

Pain intensity, Self-reported skin assessments of the bilateral 

breasts, nipples, and areolae comfort level, demographic variables 

such as ethnicity, skin color, hair color, general physical health, and 

physical appearance 

Numeric pain intensity scale and verbal 

descriptor scale (Pain intensity) 

1 to 5 rating scale (Self-reported skin 

assessments, comfort level) 

確認済 

11 
Alamolhoda et al. 

(2020) 

The level of nipple pain and severity of damage using the Visual 

Analog Scale and Amir Scale, including side effects and 

satisfaction with the treatment, allergies, infections, itching, 

stinging, burning, and dryness at the nipple and areola. 

Visual Analog Scale (The level of nipple pain) 

Visual Analog Scale and Amir Scale (Severity of 

damage)  

確認済 

12 
Jackson et al. 

(2017) 

Nipple pain, Breastfeeding duration and exclusivity, Breastfeeding 

self-efficacy, Maternal satisfaction  

 11-point NRS and the Short Form McGill Pain 

Questionnaire (Nipple pain intensity) 

SF-MPQ (Pain quality) 

Breastfeeding Self-Efficacy Scale -Short Form 

(Breastfeeding self-efficacy) 

確認済 

13 
Lavergne et al. 

(1997) 

Feeding frequency and duration, soreness ratings, treatment effect, 

tissue damage 

Nipple soreness rating scale (Soreness ratings) 

Four-point ratio scale (Tissue damage) 
記載なし 

14 Neto et al. (2018) 

Pain and trauma scores, maternal variables such as marital status, 

self-reported skin color, schooling, primiparity, number of prenatal 

consultations, gestational age at delivery, type of delivery, presence 

or absence of skin-to-skin contact in the 1st-hour postpartum 

present, gender of the newborn, nipple type, and type of problem 

(trauma, pain, or both)  

Numerical/verbal category scale, with a range 

from 0 to 1(Nipple pain) 

Nipple trauma score (Trauma)  

確認済 

15 
Marrazzu et al. 

(2015) 
Pain level, bleeding from the nipple, severity of nipple fissures 

11-point scale, from 0 to 10(Nipple fissure)  

A numerical rating scale based on 11 points (Pain) 

Millimeters (Severity of the nipple fissures) 

記載なし 

16 
Mohammadzadeh et 

al. (2005) 

Birth weight, Number of deliveries, Method of delivery, Symptom 

appearance time, Breastfeeding beginning time, Prior success in 

breastfeeding experience, Baby-bottle or pacifier usage, Local 

agent usage, Mother's chief complaint, Healing time, Improvement 

time 

The healing time of sore nipples 記載なし 



25 

 

17 Nayeri et al. (2019) The severity of nipple fissure, the intensity of pain 
The Storr scale (Severity of nipple fissure) 

Visual Analog Scale (VAS) (Intensity of pain) 
確認済 

18 Peric et al. (2023) Nipple pain, Nipple healing 

Short Form McGill Pain Questionnaire (Nipple 

pain) 

Self-assessment questionnaire (Nipple pain and 

damage) 

Breastfeeding Self-Efficacy Scale -Short Form 

(Breastfeeding self-efficacy) 

確認済 

19 Pugh et al. (1996) Pain intensity, pain affect, sucking strength, present pain index 
On a scale of zero to 10(pain intensity and pain 

affect) 
確認済 

20 Saeidi et al. (2015) 

Nipple soreness, Age of the mothers, BMI of the mothers, Parity of 

the mothers, Education level of the mothers, Activity level of the 

mothers, Dominant breast, Infant birth weight, Milker, or sedative 

use 

The Storr scale (Nipple soreness)  記載なし 

21 Saglık et al. (2021) 
Pain intensity, Severity of nipple/areola cracks, the breastfeeding 

capabilities of mothers 

Numeric Rating Scale (Pain intensity) 

Severity of nipple/areola cracks: None (0); Mild 

(1–2 mm); Moderate (3–9 mm); Severe (>10 mm) 

LATCH Breastfeeding Assessment Tool (the 

breastfeeding capabilities of mothers) 

確認済 

22 
Shahnazi et al. 

(2021) 

Nipple pain, trauma, midwifery information, level of pain caused 

by nipple fissure 

Nipple Soreness Rating Score (Nipple pain) 

Champion scale (Nipple trauma) 
確認済 

23 Talaee et al. (2021) 

The age of the mother, age of the baby, frequency of breastfeeding 

per day, duration of breastfeeding in one day, type of study group 

(case or control), severity of nipple cracking, duration of crack 

healing after treatment, and the rate of recovery from the disease 

after treatment 

1–5 Numerical scale (The severity of nipple 

cracking) 
記載なし 

24 Vieira et al. (2017) 
Nipple Trauma Score, Pain intensity score, Baseline 

sociodemographic data, Pregnancy and birth data, Newborn data 

Nipple Trauma Score (Nipple trauma) 

11 points numerical rating scale (Pain intensity) 
記載なし 
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表 ４.  

各研究における対処法と保湿の程度に応じた分類 

文献 

番号 
著者（出版年） 各研究の対処法と保湿の程度に応じた分類 

研究結果 

  高保湿 中保湿 低保湿 

1 Abdoli et al. (2020)   Achillea millefolium tea 

bags 
Breast milk Moderate>Low 

2 Abobaker et al. (2021)  Mint tea bag 

Cabbage leaves 
Breast milk No difference 

3 
Abou-Dakn et al. 

(2011) 
 HPA lanolin Breast milk Moderate>Low 

4 Alikamali et al. (2023)  Virgin coconut oil Breast milk Moderate>Low 

5 
As'adi et al. (2017a, 

2017b) 
 Saqez ointment Breast milk Moderate>Low 

6 
Bahar et al. et al. 

(2018) 
 Mint tea 

Mint cream 
Breast milk Low>Moderate 

7 Brent et al. (1998) Hydrogel wound dressing Breast shells and lanolin  Moderate>High 

8 Buchko et al. (1994)  Teabag 

Water 

Breast milk 

Education 

Low (Water)>Moderate=Low 

(Breast milk, education) 

9 Cadwell et al. (2004)  Lanolin/shells 

Glycerin gel 
Education No difference 

10 Dodd et al. (2003) Hydrogel dressings Lanolin ointment  High>Moderate 

11 
Alamolhoda et al. 

(2020) 
 Aloe Vera gel Breast milk Moderate>Low 

12 Jackson et al. (2017)  Lanolin Usual postpartum care No difference 
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13 Lavergne et al. (1997)  Tea bags Warm water 
Moderate>Low (Warm water) 

=Low (Warm water) 

14 Neto et al. (2018)  HPA lanolin Breast milk Moderate>Low 

15 Marrazzu et al. (2015) Silver Cap  Education High>Low 

16 
Mohammadzadeh et 

al. (2005) 
 Lanolin 

Breast milk 

Education 

Low(Breast milk)>Moderate= 

Low (Education) 

17 Nayeri et al. (2019)  Chamomile ointment 

Lanolin ointment 
 

Moderate (Chamomile 

ointment)>Moderate (Lanolin 

ointment) 

18 Peric et al. (2023)  Lanolin Breast milk No difference 

19 Pugh et al. (1996)  Lanolin 

Warm water 

Breast milk 

Education only 

No difference 

20 Saeidi et al. (2015)  Lanolin 

Aloe Vera 
 Moderate (Aloe Vera)>Moderate 

(Lanolin) 

21 Saglık et al. (2021)  Olive oil 
Breast milk 

No treatment 

Moderate (Olive oil) =Low 

(Breast milk)>Low (No treatment) 

22 Shahnazi et al. (2021)  Lanolin 
Colorless and odorless,  

gelatinous substance 
Moderate>Low 

23 Talaee et al. (2021)   Cicalfate® commercial cream 

White soft paraffin 

Moderate (Cicalfate® commercial 

cream)>Moderate (White soft 

paraffin) 

24 Vieira et al. (2017)  Lanolin Breast milk and breast shell Low>Moderate 
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（ ５ ） 介 入 方 法 、 有 害 事 象 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 期 間 （ 表 ５ ）  

介 入 方 法 、 有 害 事 象 お よ び フ ォ ロ ー ア ッ プ 期 間 の 詳 細 を 表 ５ に 示 す 。 オ イ ル 等 の

各 対 処 法 を 乳 頭 に 塗 付 す る 頻 度 は 、1 日 2 回 か ら 4 回 、8 時 間 ご と な ど 、研 究 に よ っ

て 大 き く 異 な っ た 。 ま た 、 貼 付 し 続 け る 時 間 に も 研 究 間 で 相 違 が あ っ た 。 例 え ば 、

テ ィ ー バ ッ グ の 塗 布 で は 、 乳 首 お よ び 乳 輪 に 5 分 か ら 10 分 貼 付 す る 研 究 と 15 分 間

貼 付 す る 研 究 が あ り 、 乾 燥 す る ま で 貼 付 さ せ る 研 究 も あ っ た 。 ラ ノ リ ン は 、 損 傷 部

位 に 部 分 的 に 塗 布 す る 研 究 と 、 乳 頭 と 乳 輪 全 体 に 塗 布 す る 研 究 が あ っ た 。 高 保 湿 に

分 類 さ れ た 介 入 に つ い て は 、 授 乳 時 を 除 き 継 続 的 に 使 用 さ れ て い た 。  

副 作 用 に 関 し て は 、 大 部 分 の 文 献 で 言 及 さ れ て い な い か 、 副 作 用 の 報 告 は な い と

さ れ て い た 。 し か し 、 ハ イ ド ロ ゲ ル ド レ ッ シ ン グ に よ る 皮 膚 炎 や 感 染 症 、 ラ ノ リ ン

に よ る 乳 首 ・ 乳 輪 領 域 の 感 染 お よ び 湿 潤 、 ブ レ ス ト シ ェ ル の 接 触 部 位 の 紅 斑 、 フ ィ

ル ム ド レ ッ シ ン グ に よ る 不 快 感 な ど が 報 告 さ れ て い た 。  

追 跡 期 間 は 、 7 日 間 、 10 日 間 、 2 週 間 、 12 週 間 と い っ た よ う に 、 研 究 に よ っ て 設

定 が 異 な っ て い た 。  
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表 ５.  

介入方法の詳細と有害事象、フォローアップ期間  

文献 

番号 
著者（出版年） 介入方法の詳細 有害事象 

フォローアッ

プ期間 

1 Abdoli et al. (2020)  

Intervention: Achillea millefolium tea bags: applied at least four times daily for 

14日. 

Preparation method: put the tea bags in hot water, remove after getting wet, 

extract excess water, place on the nipple and areola for 15 min, and let dry 

No description 14 日 

2 
Abobaker et al. 

(2021) 

Breast milk: Participants were instructed to paint their nipples and areola with 

expressed breast milk after each breastfeeding session. 

Mint tea bag: Participants were instructed to apply tea bags on the nipple for 

5–10 minutes after each feeding. 

Cabbage leaves: Participants were instructed to apply rinsed cabbage leaves to 

the nipple and areola for 10–15 min after being warmed at room temperature 

for 20 minutes. 

No description 
６か月 

(介入 14 日) 

3 
Abou-Dakn et al. 

(2011) 

The intervention uses highly purified anhydrous (HPA) lanolin applied to the 

nipples and areola of breastfeeding women. Participants were instructed to 

apply a pea-sized amount of HPA lanolin (approximately 0.25 g) to the nipple 

and areola and to keep this area covered with HPA lanolin at all times, including 

between feedings. 

No side effects were reported in 

either group. 

32 週間 

(介入 14 日) 

4 
Alikamali et al. 

(2023) 

Virgin coconut oil: apply 0.5 ml of Virgin coconut oil on their nipples three 

times daily after breastfeeding. 

Breast milk: Apply three to four drops of milk on their nipple and areolae after 

every breastfeeding session and let it dry. 

No description 14 日 

5 
As'adi et al. (2017a, 

2017b) 

The intervention for the control group was to apply breast milk to the nipple 

fissure and areola after each feeding. The intervention for the intervention 

group was to apply saqez ointment on the nipple fissure and areola three times 

per day, along with instructions for hygiene and breastfeeding techniques. Both 

groups were advised on general hygiene practices for nipple care. 

Saqez ointment did not have any 

significant side effect. 

1 か月 

(介入７日) 
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6 
Bahar et al. et al. 

(2018) 

Mint tea: A compressed tea bag is applied to the nipple and areola around it for 

fifteen minutes, four times a day for 14日 

Mint cream: A specially formulated cream applied to the nipple and areola 

before each breastfeeding, four times a day for 14日. 

Breast milk: Placed on the nipple and areola after each breastfeeding and 

allowed to dry four times daily for 14 日. 

No description 最短 14 日 

7 Brent et al. (1998) 

Conventional treatment: Massaging own milk onto the nipple after feeding, 

allowing the nipples to air dry, applying lanolin cream, and using breast shells. 

Experimental treatment: Massaging own milk onto the nipple after feeding. 

Applying the hydrogel dressing before each feeding (to be removed for each 

feeding) 

1 case of dermatitis and 7 of 

infection in the hydrogel dressing 

intervention group. (compared to 2 

infections in the standard care 

group) 

最大 10 日 

8 Buchko et al. (1994) No description No description ７日 

9 
Cadwell et al. 

(2004) 
No description No description 10 日 

10 Dodd et al. (2003) 

Participants in the hydrogel dressings group received two sets of 3-inch 

hydrogel dressings to apply to both breasts between feedings. In contrast, 

participants in the lanolin ointment group received a 7-gram tube of the topical 

ointment with patient instructions. 

The participants had a total of eight 

breast infections, all in the lanolin 

ointment group. 

72 日  

(介入 12 日) 

11 
Alamolhoda et al. 

(2020) 

The intervention was the application of Aloe Vera gel on the nipple and areola 

three times a day for 10 days. The Aloe Vera gel used was produced by ONC 

Co, Tehran, Iran, in 75 ml packages. 

No side effects have been reported 

with the Aloe Vera gel. 
出産後 14 日  

12 Jackson et al. (2017) 

The intervention was the application of a 40-g tube of Lansinoh® HPA® 

Lanolin accompanied by an instruction pamphlet. Participants were instructed 

to apply a pea-sized amount of lanolin to the nipple and the areola immediately 

surrounding the erectile portion of the nipple following every feed until the 

resolution of symptoms or the end of the 7-day trial period. 

No side effects were reported by 

those in the lanolin group. 

12 週間 

(介入 7 日) 

13 
Lavergne et al. 

(1997) 

The study participants' interventions were warm water compress and tea bag 

compress, applied at least four times a day from Days 1 to 5 postpartum. The 

duration of each application was 15 minutes. 

No description 5 日 
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14 Neto et al. (2018) 

HPA lanolin: application of a fine layer of HPA lanolin on the region where the 

pain was felt and there was an associated nipple trauma, waiting until it dried 

naturally before putting on the bra and washing the breasts daily with water and 

neutral soap. 

Expressed breast milk: application of a fine layer of breast milk on the region 

where the pain was felt and there was an associated nipple trauma, waiting until 

it dried naturally before putting on the bra, and washing the breasts daily with 

water and neutral soap.  

Both interventions were applied at the end of each feeding for 7 days. 

No description 7 日 

15 
Marrazzu et al. 

(2015) 

Silver Cap group: The Silver Cap group received the Silver Cap device for 

nipple fissure treatment for 15 days. Control group: received standard care of 

nipple treatment and nipple treatment with breastmilk after each breastfeeding 

for a duration of 15 days. 

None of the women reported 

significant topical or systemic 

reactions following application of 

the Silver Cap device. 

15 日 

16 
Mohammadzadeh et 

al. (2005) 

Breast milk: Rubbing hind milk on nipples at the end of each breastfeeding 

session 

lanolin: Using lanolin locally on the nipple 3 times a day and cleaning the 

nipple with a wet cloth before infant feeding 

Education: No specific intervention, but breastfeeding techniques were 

corrected 

No side effects were reported in 

either group. 
10 日 

17 Nayeri et al. (2019) 

Chamomile ointment: Chamomile ointment, 1.5%, applied 3 times a day (every 

8 hours) in the amount of one finger (1g) on the areola and nipple for 7 days.  

Lanolin ointment: Lanolin ointment is applied thrice daily (every 8 hours) with 

one finger (1g) on the areola and nipple for 7 days. 

No description 7 日 

18 Peric et al. (2023) 

Lanolin: Apply a thin layer of 100% pure lanolin after each feeding. 

Breast milk: Applied a few drops of their milk to the nipples and allow them to 

dry 

Participants in both groups were advised about the proper breastfeeding 

technique, and treatment lasted 7 days or until the symptoms and nipple damage 

subsided. 

No side effects were reported in 

either group. 
7 日 

19 Pugh et al. (1996) The interventions were applied four times a day after breastfeeding. No description 6 週間 

20 Saeidi et al. (2015) 

The interventions received by the study participants were Aloe Vera gel and 

lanolin ointment, applied three times a day for seven consecutive days after 

feeding the baby, without washing it before the next feeding. 

No description 7 日 
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21 Saglık et al. (2021) 

Breast milk: Mothers applied three to four drops of their own breast milk on 

and around both nipples after each breastfeeding session and allowed them to 

dry during the 14 days of follow-up.  

Olive oil: Mothers applied 3–4 drops of olive oil on and around both nipples 

three times a day and allowed them to dry for several minutes after each 

breastfeeding session during the 14 days of follow-up. 

No description 14 日 

22 
Shahnazi et al. 

(2021) 

The intervention was the application of lanolin cream on the nipples of 

breastfeeding mothers three times a day immediately after lactation for two 

weeks. 

No description 14 日 

23 Talaee et al. (2021) 

The intervention for the case group was the application of Cicalfate ® cream, 

which is composed of substances such as copper sulfate, magnesium stearate, 

zinc sulfate, caprylic triglyceride, glycerin, hydrogenated vegetable oil, zinc 

oxide, propylene glycol, aluminum sucrose, and it was used twice a day. 

No description 14 日 

24 Vieira et al. (2017) 

Lanolin group: Received anhydrous lanolin, applied daily after each 

breastfeeding session. 

Breast milk and breast shell group: Received breast milk combined with a 

breast shell, applied after each breastfeeding session. 

2% of the women in the anhydrous 

lanolin group developed maceration 

in the nipple-areolar area, and 10% 

of women in the breast milk/breast 

shell group developed erythema in 

the region of contact between the 

breast shell and the breast. 

10 日 
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５ ． 考 察  

（ １ ） 対 象 文 献 の 概 要  

 本 研 究 は 、 乳 頭 損 傷 の 対 処 法 と し て 、 創 部 を 保 湿 す る こ と が 有 効 で あ る か を 検 証

し た 世 界 で は じ め て の 研 究 で あ る 。 対 象 と な っ た 研 究 の 実 施 地 域 は 世 界 各 地 に 分 布

し て い た 。 こ の こ と は 、 乳 頭 損 傷 に 対 し て 保 湿 を 含 む ア プ ロ ー チ が 世 界 各 国 で 行 わ

れ て い る こ と を 示 し て い る 。た だ し 、2024 年 1 月 2 日 時 点 で 国 際 認 定 ラ ク テ ー シ ョ

ン コ ン サ ル タ ン ト （ IBCLC） の 人 数 が 世 界 第 ２ 位 で あ る オ ー ス ト ラ リ ア の 研 究 が 含

ま れ て い な い こ と と 、 イ ラ ン で 実 施 さ れ た 研 究 が 圧 倒 的 に 多 い こ と は 考 慮 す べ き 点

で あ る と 考 え る 。 乳 頭 損 傷 の 対 処 法 と し て 、 正 し い 姿 勢 と ラ ッ チ オ ン を 伝 え る 教 育

は ゴ ー ル ド ス タ ン ダ ー ド で あ り （ Wang et al., 2021）、 オ ー ス ト ラ リ ア や 米 国 、 カ ナ

ダ な ど 、IBCLC が 多 く 在 籍 す る 地 域 で は 、傷 へ の 直 接 的 な ア プ ロ ー チ よ り も 、教 育

的 な 介 入 が 優 先 さ れ て 研 究 さ れ て い る 可 能 性 が あ る 。 乳 頭 損 傷 の あ る 期 間 も 母 親 は

授 乳 を 継 続 す る 必 要 が あ り 、 創 傷 治 癒 ま で の 期 間 を 短 縮 し 、 授 乳 以 外 の 時 間 の 母 親

の 生 活 を 考 慮 し た 対 処 法 と し て 、 傷 へ の 直 接 的 な ア プ ロ ー チ を 検 討 す る こ と は 重 要

で あ る と 考 え る 。  

 ま た 、 イ ラ ン で 実 施 さ れ た 研 究 に は 、 カ モ ミ ー ル や ア ロ エ ベ ラ 、 ミ ン ト 、 ノ コ ギ

リ ソ ウ 、サ ケ ズ（ Pistacia atlantica）と い っ た 自 然 療 法 を 用 い た 介 入 が 多 か っ た 。本

研 究 で は 、 貼 付 方 法 や 基 材 の 保 湿 効 果 に 着 目 し た が 、 カ モ ミ ー ル や ア ロ エ ベ ラ な ど

の 伝 統 的 な 素 材 を 活 用 し て 行 わ れ る 対 処 法 は 多 岐 に 渡 り 、 オ イ ル や ク リ ー ム と い っ

た 基 材 だ け で は な く 、 そ れ ぞ れ の 素 材 の 保 湿 効 果 を ふ ま え た 検 証 も 必 要 で あ る 。  

（ ２ ） 保 湿 の 有 効 性  

 保 湿 の 効 果 の 観 点 で 既 存 の 研 究 を 概 観 す る と 、 中 等 度 の 保 湿 に 該 当 す る 対 処 法 が

大 多 数 を 占 め る 現 状 が 明 ら か と な っ た 。 創 傷 治 癒 の 領 域 で は 、 湿 潤 療 法 と し て 、 傷

を 持 続 的 に 密 閉 す る 治 療 が 行 わ れ て い る が（ Nuutila & Eriksson, 2021）、乳 頭 損 傷 の

領 域 に お い て は 、 オ イ ル や ゲ ル な ど の 一 時 的 な 塗 布 に よ る 保 湿 が 一 般 的 で あ る 。 こ

れ は 、 母 親 に と っ て の 煩 雑 さ を 反 映 し た 結 果 で あ る と 考 え ら れ る 。 出 産 直 後 は １ 日

数 十 回 に お よ ぶ 授 乳 毎 の 着 脱 や 、 乳 汁 分 泌 に よ る ド レ ッ シ ン グ 剤 の 自 然 剥 離 、 児 の

誤 飲 へ の 注 意 が 必 要 で あ る 。 こ れ は 、 創 部 へ の 負 荷 や 医 療 者 の 手 間 や 費 用 の 節 約 の

観 点 か ら 、 ド レ ッ シ ン グ 交 換 の 回 数 を 減 ら す 努 力 が さ れ て い る 一 般 的 な 創 傷 と 乳 頭

損 傷 の 異 な る 点 で あ り 、 特 別 な 対 応 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

一 方 で 、2 文 献（ 66.6%）に お い て 、高 保 湿 が 低 保 湿 ま た は 中 程 度 の 保 湿 よ り も 効

果 的 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 し か し 、 こ れ ら の 研 究 は バ イ ア ス の リ ス ク が 高 く 、 信

頼 性 の あ る RCT が 実 施 さ れ て い な い こ と を 考 慮 す べ き で あ る 。実 際 、ハ イ ド ロ ゲ ル

ド レ ッ シ ン グ に よ る 皮 膚 炎 や 感 染 症 、 フ ィ ル ム ド レ ッ シ ン グ に よ る 不 快 感 が 報 告 さ

れ て お り 、 高 度 な 保 湿 治 療 方 法 に よ る 有 害 事 象 の 発 生 率 が 高 い 可 能 性 が あ る 。 高 度

の 保 湿 に 該 当 す る 対 処 法 は 、 保 湿 に よ る 効 果 に 加 え 、 創 部 を 物 理 的 に 保 護 す る 機 能

も 果 た し た 可 能 性 が あ り 、 衣 服 の 摩 擦 に よ る 不 快 感 を 軽 減 す る こ と が 期 待 さ れ る 。  

ま た 、 湿 潤 環 境 を 検 討 す る に あ た り 、 水 分 の 吸 収 能 力 も 考 慮 す る 必 要 が あ る 。

Nuutila と Eriksson（ 2021）が 主 張 す る よ う に 、最 適 な 創 傷 被 覆 材 は 、湿 っ た 環 境 を

提 供 し 、最 適 な 水 蒸 気 透 過 率 (WVTR)と 吸 収 能 力 を 備 え て い る 必 要 が あ る 。本 研 究 で
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高 度 な 保 湿 に 対 応 す る フ ィ ル ム ド レ ッ シ ン グ 、 ハ イ ド ロ ゲ ル ド レ ッ シ ン グ 、 シ ル バ

ー キ ャ ッ プ は 非 吸 収 性 被 覆 材 で あ る 。低 滲 出 液 の 浅 い 創 傷 に は 低 WVTR と 吸 収 性 の

ハ イ ド ロ コ ロ イ ド が 推 奨 さ れ る が 、 母 乳 分 泌 で 湿 潤 す る 授 乳 期 の 乳 頭 に 推 奨 さ れ る

湿 潤 創 傷 被 覆 材 は 明 ら か と な っ て い な い 。 授 乳 期 の 乳 頭 と い う 特 徴 を 考 慮 し 、 湿 潤

療 法 の 見 解 に 基 づ い た 研 究 に よ り 、 最 適 な 湿 潤 創 傷 被 覆 材 の 提 案 が 望 ま れ る 。  

さ ら に 、 中 程 度 の 保 湿 は 保 湿 し な い 対 処 法 に 比 べ 支 持 さ れ る 結 果 と な っ た 。 素 材

の 多 様 性 か ら 、 普 遍 的 な 効 果 を 示 す こ と は で き な い が 、 創 部 の 保 湿 と 簡 便 性 を 両 立

さ せ る 有 用 な 対 処 法 で あ る と い え る 。 児 の 口 に 入 っ て も 健 康 上 の 問 題 の な い 素 材 を

活 用 し た 簡 便 な 対 処 法 と し て 、 今 後 も 活 用 さ れ る と 推 測 す る 。  

（ ３ ） 研 究 方 法 の 標 準 化  

現 状 で は 、 研 究 方 法 の 標 準 化 が 欠 如 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 こ れ は 、

Cervellini（ 2024）や Dennis et al.（ 2014）の 見 解 と 一 致 す る 。ま ず 、介 入 プ ロ ト コ

ル の 相 違 が あ る 。 対 処 法 と し て 使 用 さ れ る 素 材 の 多 様 性 、 塗 布 頻 度 や 期 間 、 塗 布 す

る 部 位 が 統 一 さ れ て い な い 。 さ ら に 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 期 間 の 違 い に よ り 、 エ ン ド ポ

イ ン ト を 測 定 す る ２ ３ ５ ２ ０ ２ ｂ 時 期 も 多 様 で あ る 。次 に 、評 価 方 法 の 相 違 が あ る 。

乳 頭 損 傷 の 対 処 の 効 果 は 主 に 痛 み や 傷 で 評 価 さ れ て い る 。 痛 み は 多 様 な ス ケ ー ル を

用 い な が ら も 、 母 親 の 主 観 的 な 判 断 が 反 映 さ れ て い る 一 方 、 客 観 的 な 指 標 で あ る 傷

の 状 態 の 評 価 方 法 は 、間 隔 尺 度 、実 測 、独 自 の 尺 度 、各 所 見 の 有 無 な ど 、判 定 方 法 が

多 岐 に わ た る 。 さ ら に 、 Storr ス ケ ー ル や Talaee et al.（ 2021） の よ う に 、 痛 み と 傷

を 組 み 合 わ せ た 尺 度 も 存 在 し 、 評 価 者 も 母 親 や 支 援 者 な ど 研 究 に よ っ て 異 な る 。

Camargo et al.（ 2023）は 、乳 頭 の 特 殊 性 を 考 慮 し た 乳 頭 損 傷 評 価 の 標 準 化 の 重 要 性

を 指 摘 し 、 Visual Analog Scale を 用 い た 乳 頭 痛 と Nipple Trauma Score を 用 い た 創

部 の 評 価 か ら 、 乳 頭 痛 を 重 視 す る こ と を 推 奨 し て い る 。 こ の よ う に 、 乳 頭 損 傷 の 評

価 に お い て 、 痛 み を 重 視 す る か 傷 を 重 視 す る か に は 議 論 が 巻 き 起 こ っ て い る 状 況 で

あ る 。 研 究 方 法 の 相 違 は 、 内 部 方 法 論 の 一 貫 性 を 妨 げ 、 統 計 学 要 約 を 困 難 に す る 。

施 設 の 制 約 や 倫 理 的 な 考 慮 に よ り 、 実 際 の 臨 床 研 究 で は 研 究 方 法 の 柔 軟 性 が 必 要 な

場 合 が 多 い が 、信 頼 性 の あ る RCT が 不 足 し て い る こ と は こ の 領 域 に お け る 重 要 な 課

題 で あ る 。測 定 方 法 と 評 価 基 準 の 標 準 化 は 、実 験 研 究 の 蓄 積 に と っ て 不 可 欠 で あ り 、

保 湿 効 果 の 評 価 と 乳 首 損 傷 の 予 防 ・ 管 理 に 関 す る さ ま ざ ま な 方 法 の 研 究 の 進 展 に 不

可 欠 で あ る と 考 え る 。  

（ ４ ） 研 究 の 限 界  

本 研 究 は 英 語 と 日 本 語 の 文 献 を 対 象 と し た た め 、 全 世 界 の 介 入 を 完 全 に 反 映 し て

い な い 可 能 性 が あ る 。 多 言 語 に 堪 能 な 研 究 者 と 協 力 す る か 、 翻 訳 シ ス テ ム を 使 用 す

る こ と で 、 ス ク リ ー ニ ン グ 中 に 言 語 の 違 い に よ っ て 除 外 さ れ た 文 献 を 含 む レ ビ ュ ー

を 行 う こ と が 有 益 で あ る 。 ま た 、 研 究 間 の 内 部 方 法 論 の 一 貫 性 の 欠 如 に よ り メ タ ア

ナ リ シ ス を 実 施 で き な か っ た 。 対 象 文 献 数 が 少 な い こ と や 低 品 質 の 研 究 が 含 ま れ て

い る こ と へ の 懸 念 は あ る が 、 測 定 変 数 と 評 価 基 準 に 焦 点 を 当 て た ス ク リ ー ニ ン グ は

適 切 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

６ ． 結 論  
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保 湿 は 、 乾 燥 や 母 乳 の 塗 布 と 比 較 し て 乳 頭 損 傷 の 対 処 法 と し て 有 効 で あ る 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。 し か し 、 物 理 的 か つ 継 続 的 に 乳 頭 を 保 湿 す る 介 入 は 、 厳 密 な ラ ン ダ

ム 化 比 較 試 験 の 欠 如 と 有 害 事 象 の 報 告 が あ り 、 慎 重 に 活 用 す る 必 要 が あ る 。 厳 密 な

ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 の 実 施 と 評 価 方 法 の 標 準 化 が 、 統 計 的 な 統 合 と 確 固 た る 証 拠 の

確 立 に お い て 必 須 で あ る 。   
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第３章．研究２  

 

産褥早期の乳頭損傷に対する銀製乳頭保護器の対処効果の検討  

 

１ ． 背 景  

乳 頭 損 傷 の あ る 女 性 の 57%の 乳 頭 表 面 か ら 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 が 検 出 さ れ た と の 報 告

が あ り 、 抗 菌 薬 の 内 服 が 乳 頭 痛 に 効 果 的 で 、 乳 腺 炎 の 移 行 が 少 な い こ と が 示 さ れ て

い る (Livingstone,et al. 1999)。 一 方 で 、 皮 膚 マ イ ク ロ バ イ オ ー ム に は 、 痛 み や 損 傷

が な い 場 合 に も 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 が 含 ま れ る の が 一 般 的 で あ り 、 授 乳 に 関 連 す る 乳 頭

の 損 傷 は 、 局 所 ま た は 経 口 抗 生 物 質 の 塗 布 を 必 要 と す る こ と は め っ た に な い と す る

報 告 も あ る (Douglas.2022)。  

伝 統 的 な も の も 含 め て 複 数 存 在 す る 乳 頭 損 傷 の 対 処 方 法 の ひ と つ に Silverette ®

（ 以 下 、銀 製 乳 頭 保 護 器 ）が あ る 。2010 年 頃 に イ タ リ ア で 開 発 さ れ 、授 乳 中 の 乳 頭

痛 や 乳 頭 損 傷 へ の 対 処 法 と し て イ タ リ ア で 開 発 さ れ た 純 925 ス タ ー リ ン グ シ ル バ ー

の 直 径 4.5cm 高 さ 1.6cm の 小 さ な カ ッ プ で あ る 。銀 製 乳 頭 保 護 器 は 物 理 的 に 乳 頭 を

保 護 す る だ け で は な く 、 銀 に よ る 効 果 も 期 待 で き る 。 銀 イ オ ン は 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌

の 細 菌 細 胞 の 増 殖 を 阻 害 し 、 細 菌 膜 の 透 過 性 を 破 壊 す る こ と に よ り 細 菌 を 死 滅 さ せ

る た め 、 創 傷 被 覆 材 や 人 工 骨 に 含 有 さ れ て 使 用 さ れ て い る 。 乳 頭 損 傷 に お い て は 、

母 乳 の 味 を 変 え な い 、 児 の 口 腔 内 に 入 っ て も 影 響 が な い と い っ た メ リ ッ ト が あ る 。  

先 行 研 究 で は 、 2015 年 に Marrazzu ら が イ タ リ ア で 対 象 者 20 名 の パ イ ロ ッ ト ス

タ デ ィ を 行 い 、 銀 製 の 乳 頭 保 護 器 の 使 用 が 乳 頭 症 状 の 治 癒 を 早 め る 可 能 性 を 示 唆 し

た (Marrazzu, 2015)。 さ ら に 、 2021 年 に Charehsaz ら が 生 体 内 試 験 と 体 外 試 験 を 通

じ て 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 生 体 適 合 性 と 抗 菌 効 果 を 調 査 し 、安 全 性 を 示 唆 す る と と も に 、

皮 膚 合 併 症 を 伴 わ な い 乳 頭 裂 傷 の 代 替 治 療 法 の 可 能 性 を 示 唆 し た (Charehsaz, et al.  

2022)。 2023 年 に は 、 Pilloni ら が 授 乳 前 ま た は 授 乳 中 に 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 使 用 を 開

始 し た 健 康 な 女 性 を 対 象 に イ タ リ ア で 単 群 調 査 を 行 い 、 乳 頭 痛 と 乳 頭 損 傷 形 成 の 予

防 に 有 効 で あ る 可 能 性 を 示 唆 し た (Pilloni, et al.  2023)。 銀 製 乳 頭 保 護 器 は 日 本 で も

イ ン タ ー ネ ッ ト で 購 入 可 能 で あ り 、 販 売 額 は 約 １ 万 円 （ ＄ 64） で あ り 、 日 本 で 人 工

乳 の み で 育 児 し た 場 合 の １ か 月 の 粉 ミ ル ク 代 と ほ ぼ 同 等 で あ る 。 し か し 、 イ タ リ ア

人 以 外 の 集 団 を 対 象 と し た 研 究 や 、 乳 頭 損 傷 の 対 処 方 法 と し て の 効 果 を 評 価 す る た

め の 比 較 研 究 は 存 在 し な い 。  

 

２ .研 究 目 的 ・ 意 義  

（ １ ） 研 究 目 的  

 本 研 究 の 目 的 は 、 産 褥 早 期 の 乳 頭 損 傷 に お け る 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 効 果 を 検 討 す る

こ と で あ る 。  

（ ２ ） 研 究 意 義  

乳 頭 損 傷 の 対 処 法 と し て の 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 効 果 を 検 討 す る た め の 基 礎 資 料 と な
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る 。  

 

３ .研 究 方 法  

（ １ ） 研 究 デ ザ イ ン   

非 ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 で あ り 、先 行 研 究 で 得 ら れ た 既 存 情 報 を コ ン ト ロ ー ル 群（ 以

下 、銀 不 使 用 群 ）と し て 活 用 し た 。観 察 期 間 は 、分 娩 後 な る べ く 早 い 時 点 か ら 、乳 頭

損 傷 の 完 治 日 （ 乳 頭 痛 が な く な っ た 日 、 ま た は 母 親 が 自 身 の 症 状 が 解 消 し た と 判 断

し た 日 ） の 翌 日 ま で と し た 。 た だ し 、 実 際 に は 退 院 日 に 研 究 終 了 と な る ケ ー ス が 多

か っ た 。介 入 と し て 、乳 頭 痛 や 乳 頭 損 傷 が 発 生 し た 時 点 で 銀 製 乳 頭 保 護 器 を 装 着 し 、

症 状 が 消 失 す る ま で 継 続 的 に 装 着 し た 。 銀 製 乳 頭 保 護 器 は 、 数 滴 の 母 乳 を 搾 っ た 乳

頭 に 直 接 か ぶ せ 、 授 乳 以 外 の 時 間 に 継 続 的 に 装 着 し た 。 観 察 期 間 中 に 乳 頭 症 状 が 発

生 し な か っ た 場 合 は 、 退 院 日 を も っ て 研 究 終 了 と し た 。 銀 不 使 用 群 は 通 常 ケ ア を 受

け 、 助 産 師 に よ る 抱 き 方 の 指 導 や ラ ノ リ ン や 搾 母 乳 の 塗 布 が 行 わ れ た 。  

（ ２ ） 研 究 施 設 ・ 対 象 者  

調 査 協 力 施 設 は 、 A 市 の 産 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク １ 施 設 で あ る 。 銀 不 使 用 群 の 調 査 協

力 施 設 が 閉 院 し た た め 、 同 地 域 の 同 規 模 の 産 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク で 実 施 し た 。 母 乳 育

児 支 援 の 内 容 の 違 い に よ る 乳 頭 組 織 の 変 化 へ の 影 響 を 除 外 す る 目 的 で 、 対 象 施 設 は

１ 施 設 に 限 定 し た 。  

研 究 対 象 者 は 、 産 褥 入 院 中 の 日 本 人 女 性 を 対 象 と し 、 新 生 児 に 直 接 母 乳 を 与 え る

こ と が 困 難 で あ る 場 合 （ 精 神 疾 患 に よ る 内 服 や 、 児 と の 長 期 母 子 分 離 が 予 測 さ れ る

場 合 な ど ）は 対 象 外 と し た 。銀 使 用 群 で は 、金 属 ア レ ル ギ ー が あ る 場 合 も 除 外 し た 。

な お 、 銀 使 用 群 で は 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 が 2021 年 か ら 通 常 ケ ア と し て 使 用 さ れ て い

た 。 サ ン プ ル サ イ ズ の 理 論 的 根 拠 は 、 主 要 評 価 項 目 を 痛 み が 最 大 と な る 産 褥 ４ 日 目

の 乳 頭 痛 と し（ 先 行 研 究 で の 標 準 偏 差 は 5.45）、銀 製 の 乳 頭 保 護 器 の 使 用 に よ る 軽 減

幅 を 3.0（ 産 褥 １ 日 目 、産 褥 ６ 日 目 相 当 ）と 仮 定 し た 。そ の 結 果 、算 出 さ れ た 各 群 の

必 要 サ ン プ ル 数 は 52 で あ る 。１ 人 の 研 究 対 象 者 に は ２ つ の 乳 頭 が あ る た め 、必 要 対

象 者 数 は 26 名 程 度 と な る 。 褥 婦 80%程 度 に 乳 頭 損 傷 が 発 生 す る と 仮 定 し 、 脱 落 数

等 を 考 慮 し 、 本 研 究 の 対 象 者 数 を 試 算 し た 。  

（ ３ ） 調 査 期 間   

2023 年 9 月 か ら 2024 年 3 月  

（ ４ ） 調 査 方 法  

妊 婦 健 診 時 に 包 含 条 件 に 該 当 す る 妊 婦 に 研 究 説 明 書 と 同 意 書 を 渡 し 、 文 書 同 意 を

得 た 。銀 使 用 群 に は イ ン セ ン テ ィ ブ と し て ク オ カ ー ド 2000 円 分 を 渡 し た が 、銀 不 使

用 群 へ の イ ン セ ン テ ィ ブ は な か っ た 。  

（ ５ ） 調 査 内 容  

１ ） 乳 頭 部 の 画 像 デ ー タ  

写 真 撮 影 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 の な い 研 究 専 用 の カ メ ラ を 用 い て 約 24 時 間 毎

に 行 っ た 。 画 像 は 、 カ メ ラ の 光 軸 が 乳 頭 正 面 に 対 し て 垂 直 と な る よ う に 、 乳 頭 正 面

か ら 接 写 モ ー ド に て 、 顔 が 映 ら な い よ う に 配 慮 し て 撮 影 し た 。 ま た 、 授 乳 に よ る 影

響 を 最 小 限 と す る た め 、 授 乳 直 後 は 避 け て 撮 影 し た 。  
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２ ） 質 問 紙 ま た は Google フ ォ ー ム に よ る 調 査  

 母 児 の 基 本 属 性 と 今 回 の 分 娩 に 関 す る 項 目 (産 褥 日 数 、出 産 回 数 、分 娩 方 法 、母 の

年 齢 、児 の 在 胎 週 数 、出 生 体 重 、性 別 )、授 乳 に 関 す る 項 目 (授 乳 回 数 、授 乳 歴 、乳 頭

損 傷 の 対 処 法 )に つ い て 質 問 紙 ま た は Google フ ォ ー ム を 用 い て 調 査 し た 。乳 頭 痛 は 、

産 褥 4 日 目 の 乳 頭 痛 に つ い て 、 授 乳 中 、 授 乳 開 始 直 後 、 授 乳 時 以 外 の ３ 時 点 に つ い

て 10 段 階 で 回 答 を 求 め 、 そ の 合 計 を 算 出 し た 。  

（ ６ ） 分 析 方 法  

１ ） 分 析 方 法  

 研 究 サ ン プ ル の ベ ー ス ラ イ ン に 差 が な い こ と を 確 認 す る た め に 、 母 親 の 年 齢 、 分

娩 回 数 、 児 の 出 生 体 重 等 の 背 景 情 報 等 を 比 較 し た 。 正 規 性 の 有 無 を 確 認 し た 後 、 年

齢 、出 生 体 重 は 対 応 の な い t 検 定 、出 産 回 数 、妊 娠 週 数 、授 乳 回 数 は マ ン ホ イ ッ ト ニ

ー の U 検 定 、出 産 方 法 、児 の 性 別 、人 工 乳 首 の 使 用 の 有 無 は カ イ ２ 乗 検 定 と Fisher

の 直 接 確 率 検 定 を 行 っ た 。  

次 に 、 期 間 中 に 所 見 を 認 め た 乳 頭 に お け る 最 重 症 所 見 を 比 較 し た 。 各 対 象 者 の 画

像 を 経 時 的 に 並 べ 、 最 も 重 症 な 所 見 を 示 す 日 の 画 像 を 抽 出 し 、 所 見 の 発 生 率 を カ イ

２ 乗 検 定 で 比 較 し た 。  

さ ら に 、 経 時 的 変 化 を 比 較 し た 。 各 対 象 者 の 画 像 を 経 時 的 に 並 べ 、 変 化 の 順 序 で

あ る ８ つ の パ タ ー ン と 同 じ 所 見 が 継 続 し て い る ２ つ の パ タ ー ン へ の 該 当 数 を 算 出 し

た 。 各 パ タ ー ン へ の 該 当 は 重 複 し て カ ウ ン ト し た 。 例 え ば 、 Day1 に 発 赤 、 Day2 に

痂 皮 、Day3 に 傷 な し と な っ た 場 合 、発 赤 と 痂 皮 の 両 方 に カ ウ ン ト し た 。こ れ ら の 10

パ タ ー ン に つ い て 、 カ イ ２ 乗 検 定 と Fisher の 直 接 確 率 検 定 を 行 っ た 。  

乳 頭 痛 に 関 し て は 、 産 褥 ４ 日 目 の 乳 頭 痛 を 比 較 し た 。 授 乳 中 、 授 乳 開 始 直 後 、 授

乳 時 以 外 に つ い て の 評 価（ 各 1-10 段 階 ）を 合 計 し 、正 規 性 の 確 認 後 、マ ン ホ イ ッ ト

ニ ー の U 検 定 を 行 っ た 。 ま た 、 合 計 点 が 10 以 上 の 群 と 9 以 下 の 群 に 分 け て カ イ 二

乗 検 定 を 行 っ た 。 統 計 解 析 に は SPSS statistics26 を 用 い 、 有 意 水 準 は 5%未 満 と し

た 。  

２ ） 画 像 の 分 類 基 準  

先 行 研 究 で 明 ら か と な っ た ７ 所 見 ； 発 赤 、 腫 脹 、 水 疱 、 痂 皮 、 離 開 、 紫 斑 、 皮 膚

剥 離 （ Nakamura et al. 2018） と そ の 定 義 “seven signs of nipple trauma associated 

with breastfeeding” (Nakamura M, et al. 2022） を 分 類 基 準 と し 、 傷 が な い と 判 断 さ

れ る「 傷 な し 」と 合 わ せ て ８ ク ラ ス に 分 類 し た 。本 研 究 で は 、先 行 研 究（ Nakamura 

et al., 2018） に 基 づ き 、 乳 頭 側 面 に 発 生 す る 「 離 開 」 お よ び 授 乳 に 影 響 を 与 え な い

「 紫 斑 」お よ び「 皮 膚 剥 離 」は 除 外 し た 。「 発 赤 」、「 腫 脹 」、「 痂 皮 」、「 水 疱 」に 焦 点

を 当 て 、表 皮 ま で の 損 傷 で あ る 発 赤 と 腫 脹 を「 軽 症 」、真 皮 ま で の 損 傷 で あ る 痂 皮 と

水 疱 を 「 重 症 」 と 分 類 し た 。 最 重 症 所 見 に つ い て は 、 期 間 中 に 所 見 が 認 め ら れ た 乳

頭 に 焦 点 を 当 て 、銀 群 で は 77 乳 頭 、コ ン ト ロ ー ル 群 で は 86 乳 頭 を 対 象 に 検 討 し た 。  

ま た 、期 間 中 に 所 見 を 認 め た 乳 頭 の 経 時 的 変 化 は 、先 行 研 究（ Nakamura M, et al. 

2019）に 基 づ き 、変 化 の 順 序 を 検 討 し た 。変 化 の 順 序 に は 、８ つ の パ タ ー ン が あ り 、

① 発 赤 や 腫 脹 か ら 傷 な し 、 ② 発 赤 や 腫 脹 か ら 痂 皮 、 ③ 痂 皮 か ら 傷 な し 、 ④ 痂 皮 か ら

発 赤 や 腫 脹 、 ⑤ 発 赤 や 腫 脹 か ら 水 疱 、 ⑥ 水 疱 か ら 傷 な し 、 ⑦ 水 疱 か ら 発 赤 や 腫 脹 、
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⑧ 水 疱 か ら 痂 皮 で あ っ た 。 ま た 、 同 じ 所 見 が 持 続 す る 状 態 で あ る 、 ⑨ 発 赤 や 腫 脹 が

継 続 、 ⑩ 痂 皮 や 水 疱 が 継 続 の ２ パ タ ー ン も 検 討 し た 。  

画 像 か ら の 所 見 判 断 に お け る 判 断 者 の バ イ ア ス を 排 除 す る た め に 、 助 産 師 の 資 格

を 有 す る 研 究 者 ２ 名 が 判 定 を 行 い 、 意 見 が 異 な る 場 合 に は デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し て 合

意 を 得 て 決 定 し た 。  

（ ７ ） 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 北 海 道 大 学 大 学 院 保 健 科 学 研 究 院 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た

(承 認 番 号： 23-55-1)。ま た 、研 究 協 力 施 設 の 院 長 の 承 認 、助 産 師 長 の 協 力 を 得 て 実

施 し た 。 本 研 究 へ の 参 加 は 、 決 し て 強 制 せ ず 研 究 対 象 者 の 自 由 意 志 と し 、 協 力 を 断

っ た 場 合 に も 不 利 益 が 生 じ な い こ と を 説 明 し た 。 写 真 は 個 室 等 の プ ラ イ バ シ ー に 十

分 配 慮 で き る 環 境 で 撮 影 し 、 画 像 デ ー タ は 、 USB メ モ リ に 保 存 し た 後 、 直 ち に 消 去

し た 。 写 真 は 乳 頭 、 乳 房 の み を 撮 影 し 、 個 人 が 特 定 さ れ る こ と の な い よ う に し た 。  

 

４ .結 果  

（ １ ） 研 究 対 象 者 の 概 要 (図 １ 、 表 １ 、 表 ２ ) 

サ ン プ リ ン グ の 研 究 フ ロ ー を 図 １ 、 サ ン プ ル の 特 徴 を 表 １ と 表 ２ に 示 す 。 銀 使 用

群 47 名 (94 乳 頭 )、 銀 不 使 用 群 50 名 (100 乳 頭 )を 分 析 対 象 と し た 。 両 群 の 基 本 属 性

に お い て 、 大 き な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 銀 使 用 群 で は 女 児 が 有 意 に 多 く 、 出 生 体

重 が 150g ほ ど 軽 く 、 産 褥 ４ 日 目 の 授 乳 回 数 が 1.3 回 ほ ど 有 意 に 少 な か っ た 。  
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表 １  対 象 者 の 基 本 属 性  

属 性 に 関 す

る 項 目  

銀 使 用 群 （ n=47）  銀 不 使 用 群 （ n=50）    

中 央 値  

(IQR) 

平 均  

(標 準 偏 差 ) 

中 央 値

(IQR) 

平 均  

(標 準 偏 差 ) 

検 定

統 計

量  

p 

母 親 の 年 齢

（ 歳 ）  
32(7) 31.94(5.43) 31(7) 30.3(4.70) 1.58 0.11 

出 産 回 数

（ 回 ）  
2(1-3) 1.81(0.74) 2(1-5) 1.98(0.89) 1071 0.42 

出 産 時 の 妊

娠 週 数

（ 週 ）   

39(36-41) 38.77(1.14) 38(35-41) 38.56(1.31) 1294 0.37 

児 の 出 生 体

重 （ ｇ ）  
3132(640) 3058.51(402.57) 3191(564) 3225.02(406.06) 2.02 0.04 

産 褥 ４ 日 目

の 授 乳 回 数

（ 回 ）  

8(2-15) 8.78(3.08) 10(2-20) 10.16(4.00) 3617 0.01 

 

表 ２  対 象 者 の 基 本 属 性  

属 性 に 関 す る 項 目  

銀 使 用 群

（ n=47）  

銀 不 使 用 群

（ n=50）  

  

n (%) n (%) χ2  p 

出 産 方 法 （ 経 腟 分 娩 ）  37(78.7%) 45(90.0%) 2.35 0.12 

児 の 性 別 （ 男 児 ）  19(40.4%) 32(64.0%) 5.40 0.02 

人 工 乳 首 の 使 用 （ あ り ）  39(83.0%) 46(92.0%) 1.82 0.17 

 

（ ２ ） 期 間 中 に 所 見 を 認 め た 乳 頭 に お け る 最 重 症 所 見  

観 察 期 間 中 に 所 見 を 認 め た 163 乳 頭 (84.0%)に お け る 最 重 症 所 見 に つ い て 表 ３ に

示 す 。 銀 使 用 群 で は 、 半 数 以 上 が 軽 症 で と ど ま り 、 重 症 に 至 る の は 半 数 以 下 で あ っ

た 。一 方 、銀 不 使 用 群 で は 、約 ５ 人 に ４ 人 の 割 合 で 重 症 所 見 が 発 生 し た 。ま た 、産 褥

４ 日 目 の 授 乳 回 数 が 5〜 16 回 で あ る 乳 頭 （ 銀 不 使 用 群 86 乳 頭 、 銀 使 用 群 86 乳 頭 ）

に 限 定 し 、両 群 の 授 乳 回 数 の 差 を 調 整 し た 感 度 分 析 に お い て も 同 様 の 傾 向 を 示 し た 。

（ χ 2＝ 20.5, P<0.001： 表 ４ ）  
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表 ３  期 間 中 に 所 見 を 認 め た 163 乳 頭 に お け る 最 重 症 所 見  

  
銀 使 用 群  

(n=77) 

銀 不 使 用 群  

(n=86) 
  

 n (%) n (%) χ 2 p 

軽 症  42(54.5) 13(15.1) 

26.51 <0.01 
重 症              35(45.4) 73(84.8) 

 

表 ４  期 間 中 に 所 見 を 認 め た 147 乳 頭 に お け る 最 重 症 所 見 ： 授 乳 回 数 ５ ～ １ ６ 回  

  
銀 使 用 群  

(n=75) 

銀 不 使 用 群  

(n=82) 
  

 n (%) n (%) χ 2 p 

軽 症  38(52.7) 12(16.0) 

26.51 <0.01 
重 症              34(47.2) 63(84.0) 

 

（ ３ ） 経 時 的 変 化  

所 見 の 経 時 的 変 化 を 表 ５ に 示 す 。 銀 群 は 、 軽 症 で あ る 発 赤 や 腫 脹 か ら 治 癒 に 向 か

う パ タ ー ン が 有 意 に 多 く み ら れ た 。 さ ら に 、 痂 皮 や 水 疱 の 重 症 の 状 態 が 継 続 す る 割

合 が 有 意 に 低 く 、 水 疱 か ら 痂 皮 へ の 移 行 も 有 意 に 少 な か っ た 。 こ の 結 果 の 模 式 図 を

図 ２ に 示 す 。 横 軸 は 時 間 軸 、 縦 軸 は 損 傷 の 深 さ を 示 し 、 矢 印 の 線 の 太 さ は 発 生 率 を

示 し て い る 。矢 印 の 太 さ は 発 生 率 を 示 し 、① 、② 、… は 表 ４ の パ タ ー ン １ 、パ タ ー ン

２ 、 … に 対 応 し て い る 。 ① と ② の 横 の 数 字 は 、 銀 使 用 群 お よ び 銀 不 使 用 群 に お け る

乳 頭 数 （ n(%)） と 割 合 （ n(%)） を 示 し て い る 。 ま た 、 p 値 が 付 さ れ て い る 数 字 は 、

両 群 間 に 有 意 差 が あ る こ と を 示 す 。  

 

表 ５  所 見 の 経 時 的 変 化  

 

変 化 の パ タ ー ン  

銀 使 用 群

（ n=77）  

銀 不 使 用 群

（ n=86）  

 
 

  n (%)  n (%)  χ²  p  

パ タ ー ン 1 
【 発 赤 】 and/or【 腫 脹 】 

→ 【 傷 な し 】  
26(33.7) 7(81.3) 18.53 <0.01 

パ タ ー ン  2 
【 発 赤 】 and/or【 腫 脹 】 

→ 【 痂 皮 】  
16(20.7) 27(31.3) 1.52 0.21 

パ タ ー ン  3 【 痂 皮 】  → 【 傷 な し 】  5(6.4)  5(23.2) 0.09 0.75 

パ タ ー ン  4 
【 痂 皮 】  →  【 発 赤 】  

and/or 【 腫 脹 】   
15(19.4) 20(23.2) 0.11 0.74 

パ タ ー ン  5 
【 発 赤 】 and/or 【 腫 脹 】 

→  【 水 疱 】   
5(6.4)  4(4.6)  NA 0.38 
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パ タ ー ン  6 【 水 疱 】  →  【 傷 な し 】 3(3.9)  0(0.0)  NA 0.09 

パ タ ー ン  7 
【 水 疱 】  →  【 発 赤 】  

and/or 【 腫 脹 】   
5(6.4)  1(1.1)  NA 0.06 

パ タ ー ン  8 【 水 疱 】  →  【 痂 皮 】  3(3.9)  13(15.1) NA 0.03 

パ タ ー ン  9 
【 発 赤 】 and/or【 腫 脹 】 

が 持 続  
20(25.9) 9(10.4) 7.90 <0.01 

パ タ ー ン  10 
【 痂 皮 】 and/or【 水 疱 】 

が 持 続  
5(6.4)  23(26.7) 10.18 <0.01 

      

Note.  a= Fisher の 正 確 確 率 検 定      

 

 

（ ４ ） 乳 頭 痛 と 安 全 性  

 産 褥 ４ 日 目 の 乳 頭 痛 に 関 し て 、表 ６ に 示 す 。銀 使 用 群 で は 中 央 値 9(四 分 位 範 囲 ７ )、

銀 不 使 用 群 で は 10( 四 分 位 範 囲 ７ ) で あ り 、 銀 使 用 群 で 有 意 な 減 少 が み ら れ た  

(p=0.01）。 さ ら に 、 乳 頭 痛 得 点 が 10 点 以 上 の 乳 頭 の 割 合 は 銀 使 用 群 で 40 乳 頭

（ 42.5%）、 銀 不 使 用 群 で 60 乳 頭 （ 60.0%） で あ り 、 銀 使 用 群 で 有 意 に 低 か っ た

（ p=0.03）。ま た 、銀 使 用 群 の 対 象 者 か ら 、銀 製 乳 頭 保 護 器 に 関 連 す る 有 害 事 象 の 報

告 は な か っ た 。  

 

表 ６  産 褥 ４ 日 目 の 乳 頭 痛  

銀 使 用 群 （ n=94）  銀 不 使 用 群 （ n=100）    

平 均  

(標 準 偏 差 ) 

中 央 値

（ IQR）  

平 均  

(標 準 偏 差 ) 

中 央 値

（ IQR）  

U-value 
p 

9.24 ± 5.40 9 (7)  11.06 (5.48)  10 (7)  3548 0.01 

 



 

- 43 - 

 

５ .考 察  

（ １ ） 研 究 の 概 要  

 本 研 究 に よ り 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 使 用 に よ り 、 痂 皮 や 水 疱 の 発 生 率 が 低 下 し 、 乳

頭 損 傷 の 重 症 化 を 抑 え る 効 果 が 示 唆 さ れ た 。 こ れ は Marrazzu ら （ 2015 年 ） の パ イ

ロ ッ ト ス タ デ ィ の 見 解 と 一 致 す る 。 本 研 究 で は 、 対 象 者 数 を 増 や し 、 皮 膚 の 解 剖 学

的 視 点 や 所 見 の 経 時 的 変 化 を 踏 ま え た 分 析 を 取 り 入 れ た こ と で 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 の

使 用 に 関 す る エ ビ デ ン ス を 強 化 す る 一 助 に な っ た と 考 え る 。 ま た 、 金 属 ア レ ル ギ ー

の な い ア ジ ア 人 女 性 に お い て 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 安 全 性 が 確 認 さ れ た 。 こ れ は

Charehsaz ら （ 2021） の 結 果 と 一 致 す る 。 母 親 へ の 有 害 作 用 の み な ら ず 、 児 の 口 に

入 っ て も 影 響 の な い 安 全 な 対 処 法 と し て 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 が 日 本 人 の 産 褥 早 期 の 女

性 に 安 全 に 活 用 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

（ ２ ） 銀 使 用 群 に お け る 重 症 化 を 抑 え る 要 因  

銀 使 用 群 に お け る 重 症 所 見 の 発 生 率 が 低 い 要 因 と し て 、 痂 皮 の 発 生 頻 度 が 低 い こ

と 、 ま た は 発 生 し て も そ の 持 続 期 間 が 短 い こ と が 考 え ら れ る 。 水 疱 は ま れ な 所 見 で

あ り 、 重 症 所 見 の 大 部 分 は 痂 皮 で あ る 。 湿 潤 創 環 境 は 痂 皮 形 成 を 抑 制 し 、 治 癒 を 早

め る と さ れ て い る（ Nuutila & Eriksson, 2021）。こ の こ と か ら 、乳 頭 損 損 傷 に お い て

も 同 様 に 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 保 湿 効 果 が 痂 皮 の 発 生 を 抑 制 し た と 考 え ら れ る 。 痂 皮

が あ る 場 合 、母 親 が 自 覚 す る 乳 頭 痛 が 強 い こ と が 明 ら か と な っ て お り（ Nakamura et 

al., 2018）、実 際 に 、本 研 究 の 結 果 に お い て も 産 褥 ４ 日 目 の 乳 頭 痛 は 銀 使 用 群 で 有 意

に 低 か っ た 。Douglas（ 2022）は 炎 症 の 影 響 に 脆 弱 で あ る 血 管 性 の 高 い 乳 頭 に 生 じ た

微 小 出 血 は 、 シ グ ナ ル 伝 達 経 路 と 炎 症 カ ス ケ ー ド を 引 き 起 こ し 、 母 親 の 侵 害 受 容 と

痛 み の 知 覚 を 引 き 起 こ す と し て い る 。 痂 皮 の 発 生 を 抑 え る こ と で 、 乳 頭 痛 が 軽 減 さ

れ る 可 能 性 が あ り 、 こ れ は 母 親 に と っ て 大 き な 利 益 と な る と い え る 。  

（ ３ ） 効 果 の 要 因 に 関 す る 検 討  

本 研 究 は 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 使 用 が 授 乳 期 の 乳 頭 に 対 し て 一 定 の ポ ジ テ ィ ブ な 効

果 を 示 す こ と が 示 唆 さ れ た 。 し か し 、 こ の 効 果 が 銀 自 体 に よ る も の か 、 保 湿 効 果 に

よ る も の か は 明 確 で は な く 、 両 者 の 間 に 相 乗 効 果 が 存 在 す る 可 能 性 も あ る 。    

現 在 、 最 適 な 皮 膚 創 傷 ケ ア に 関 す る 国 際 的 な コ ン セ ン サ ス は な く 、 患 者 に は 多 様

な 推 奨 事 項 が 提 供 さ れ て い る （ Nguyen et al., 2020）。 銀 は 、 表 面 的 に 感 染 し た 創 傷

の 管 理 に 広 く 使 用 で き る 広 域 ス ペ ク ト ル の 抗 菌 剤 と 考 え ら れ て い る が 、 感 染 管 理 に

お け る 有 効 性 に つ い て は 、 コ ン セ ン サ ス が 得 ら れ て い な い （ Nuutila ＆  Eriksson, 

2021）。 さ ら に 、 銀 と 母 乳 と の 相 互 作 用 に つ い て は 多 く の 不 確 実 性 が 残 さ れ て い る 。

銀 の 抗 菌 作 用 は 、 乳 頭 損 傷 を 介 し て 生 じ る 乳 腺 炎 の 予 防 に 有 効 で あ る と 考 え ら れ る

が 、 創 傷 治 癒 へ の 直 接 的 な 影 響 は 解 明 さ れ て い な い 。 母 乳 に は 分 泌 型 免 疫 グ ロ ブ リ

ン A（ SIgA） 等 に よ る 免 疫 学 的 な 防 御 機 能 が 備 わ っ て お り 、 そ の 特 殊 性 を 考 慮 し た

銀 と の 相 互 作 用 に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

保 湿 は 創 傷 治 癒 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し 、 湿 潤 創 療 法 は そ の 代 表 的 な 手 法 と

し て 広 く 用 い ら れ て い る（ Nuutila & Eriksson, 2021）。し か し 、乳 頭 お よ び 乳 頭 皮 膚

の 場 合 、 湿 潤 療 法 に つ い て は 学 術 的 に 議 論 が あ る 。 実 際 、 乳 頭 損 傷 お よ び 乳 頭 痛 の

対 処 に お い て 、 乾 燥 や 母 乳 の 塗 布 と 比 較 し て 、 保 湿 が 有 効 で あ る こ と が 示 さ れ て い
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る が （ Nakamura et al., 2025）、 そ の 有 効 性 を 裏 付 け る 厳 密 な 試 験 が 限 ら れ て お り 、

高 度 な 保 湿 に 伴 う リ ス ク も 報 告 さ れ て い る こ と か ら 、 慎 重 な 対 応 が 求 め ら れ る 。

Douglas（ 2022）は 、MASD（ Moisture Associated Skin Damage）理 論 に 基 づ き 、上

皮 の 過 剰 な 水 分 保 持 が デ ス モ ソ ー ム の 結 合 を 妨 げ る こ と で 、 機 械 的 負 荷 下 で の 損 傷

を 悪 化 さ せ 、 亀 裂 の 拡 大 に つ な が る 可 能 性 が あ る と 指 摘 し て い る 。 そ の た め 、 高 湿

環 境 は 推 奨 し て い な い 。 乳 頭 損 傷 に お い て は 、 オ イ ル や ジ ェ ル を 用 い た 一 時 的 な 保

湿 が 一 般 的 で あ る 。 ま た 、 乳 汁 に よ る 意 図 し な い 湿 潤 環 境 と 一 日 に 十 数 回 繰 り 返 さ

れ る 物 理 的 刺 激 の 影 響 を 受 け る 授 乳 期 の 乳 頭 の 特 異 性 も 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 さ ら

に 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 は よ り 高 度 な 湿 潤 環 境 を 形 成 し 、 か つ ド レ ッ シ ン グ 材 の よ う な

水 分 の 吸 収 能 力 は な い と い う 点 を 考 慮 し 、保 湿 と の 関 連 に お け る 研 究 が 必 要 で あ る 。 

さ ら に 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 は 物 理 的 な 保 護 機 能 も あ る 。 微 生 物 の 侵 入 や 衣 服 に よ る

摩 擦 を 防 ぎ 、 そ の 形 状 か ら 乳 児 が 誤 飲 す る リ ス ク も 低 い 。 こ の よ う に 、 銀 製 乳 頭 保

護 器 の ど の 要 素 が 乳 頭 損 傷 の 重 症 化 予 防 に 効 果 的 で あ る か に つ い て 、 深 く 研 究 す る

必 要 が あ る 。ま た 、 Pilloni ら（ 2023）の よ う に 、妊 娠 中 や 乳 頭 症 状 が 発 生 す る 前 か

ら の 介 入 研 究 に よ る 乳 頭 損 傷 の 発 生 予 防 効 果 の 検 証 も 必 要 で あ る 。  

（ ４ ） 強 み と 臨 床 応 用 に 関 す る 検 討  

 本 研 究 の 強 み は 、 日 本 人 を 対 象 と し た 初 め て の 介 入 研 究 で あ る こ と で あ る 。 具 体

的 に は 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 を 用 い た 場 合 の 授 乳 期 の 乳 頭 に つ い て 、 多 く の 画 像 を 使 用

し て 客 観 的 な 検 証 を 行 い 、 経 時 的 変 化 の 特 徴 を 明 ら か に し た 。 そ の 結 果 、 銀 製 乳 頭

保 護 器 が 乳 頭 損 傷 の 重 症 化 を 抑 え る 効 果 が 示 唆 さ れ た 。 日 本 に お け る 銀 製 乳 頭 保 護

器 の 実 用 化 に お い て は 、コ ス ト が 課 題 と な る 。Marrazzu ら（ 2015）の 研 究 で は 、銀

製 乳 頭 保 護 器 を 使 用 し た 群 の 69％ が 7 日 間 で 、 25％ が 15 日 間 で 自 覚 的 疼 痛 が 消 失

し た こ と が 示 さ れ た 。 そ の た め 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 に 最 も 需 要 が あ る の は 産 褥 早 期 で

あ り 、 使 用 期 間 は 長 く は な い 。 出 産 後 1 週 間 程 度 を 出 産 し た 施 設 で 過 ご す こ と が 多

い 日 本 に お い て は 、 出 産 施 設 に 複 数 個 の 銀 製 乳 頭 保 護 器 を 常 備 し 、 母 親 が レ ン タ ル

で 自 由 に 利 用 で き る 環 境 を 整 え る こ と が 、 日 本 に お け る 効 果 的 な 活 用 方 法 で あ る と

考 え る 。  

（ ５ ） 研 究 限 界 と 今 後 の 課 題  

本 研 究 の 限 界 は 、 銀 不 使 用 群 に 過 去 の デ ー タ を 活 用 し た こ と で あ る 。 こ の た め 、

母 親 の 動 機 づ け や 健 康 状 態 、 ス タ ッ フ の 介 入 な ど に 体 系 的 な 違 い が 生 じ 、 結 果 に バ

イ ア ス が か か る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 授 乳 回 数 や 個 々 の 母 親 の 乳 頭 の 形 態 な ど の 関

連 要 因 を 群 間 で 統 一 す る こ と は 内 的 妥 当 性 を 高 め る う え で 重 要 で あ る が 、 母 乳 育 児

は 母 親 お よ び 児 の 双 方 の 要 因 に 影 響 を 受 け る た め 、 臨 床 現 場 に お い て す べ て の 条 件

を 統 一 す る こ と は 困 難 で あ る 。 さ ら に 、 母 子 の 愛 着 形 成 に 関 す る 実 践 や 、 母 乳 育 児

支 援 （ 授 乳 指 導 ） の タ イ ミ ン グ は 統 一 さ れ て お ら ず 、 痛 み の 評 価 も 文 化 的 ・ 個 人 的

な 違 い の 影 響 を 受 け る 主 観 的 な も の で あ る 。 本 研 究 は 実 臨 床 に 即 し た 状 況 下 で 実 施

さ れ た 点 を 踏 ま え 、 結 果 を 解 釈 す る 必 要 が あ る 。 今 後 は 症 例 数 を 増 や す こ と で 、 授

乳 回 数 等 を 考 慮 し た 層 別 解 析 を 行 う な ど 、 よ り 厳 密 な 検 討 が 可 能 に な る と 考 え ら れ

る 。 ア ジ ア 圏 の 授 乳 婦 に つ い て 、 あ る 程 度 一 般 化 が 可 能 で あ る が 、 無 痛 分 娩 や 人 工

乳 に 対 す る ア ク セ ス な ど の 地 域 に お け る 特 徴 を 踏 ま え た 検 討 が 必 要 で あ る 。  
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６ .結 論  

産 褥 早 期 の 乳 頭 損 傷 に 対 し て 銀 製 乳 頭 保 護 器 を 用 い た 場 合 の 、 重 症 化 予 防 と 安 全

な 適 用 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 今 後 は 、 銀 製 乳 頭 保 護 器 の 効 果 の メ カ ニ ズ ム や 長 期 的

な 影 響 、 さ ら に は 地 域 差 や 母 親 の 特 性 を 考 慮 し た 研 究 が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 臨 床

現 場 で の 実 用 化 に 向 け て 、コ ス ト 面 や 使 用 期 間 な ど の 課 題 に も 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  
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第４章．研究３  

 

Deep Learning を用いた乳頭損傷評価システムの開発  
 

１ ． 背 景  

 乳 頭 損 傷 の 評 価 方 法 は コ ン セ ン サ ス に 至 っ て お ら ず 、 観 察 者 に よ り 異 な る 評 価 が

行 わ れ て い る  (Cirico et al. 2017)。 評 価 の 統 一 に む け た 先 行 研 究 に て 、 乳 頭 損 傷 は

発 赤 、腫 脹 、水 疱 、痂 疲 、離 開 、紫 斑 、皮 膚 剥 離 の ７ 所 見 に 分 類 さ れ る こ と（ Nakamura 

M, et al. 2018 ） と そ の 定 義 で あ る “seven signs of nipple trauma associated with 

breastfeeding”(Nakamura M, et al. 2022） が 示 さ れ た 。  

一 方 、近 年 、医 用 画 像 に お け る Deep learning の 応 用 が 積 極 的 に 推 進 さ れ て お り 、

医 学 の 分 野 で は 、画 像 分 類 、物 体 検 出 、セ マ ン テ ィ ッ ク セ グ メ ン テ ー シ ョ ン な ど が 、

疾 患 の 分 類 か ら 検 出 ま で 幅 広 く 応 用 さ れ て い る （ Sugimori H, et al. 2021）。 皮 膚 科

領 域 で は 、 AI を 用 い た 褥 瘡 の 組 織 分 類 や 予 後 予 測 （ Jiang, et al. 2021）、 画 像 で 皮 膚

疾 患 を 鑑 別 診 断 す る ア プ リ の 開 発 （ Liu et al. 2020） が 試 み ら れ て い る 。  

本 邦 に お い て 助 産 師 の 業 務 負 担 の 軽 減 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。AI 技 術 の 導 入 に よ り

母 乳 育 児 支 援 の 質 の 向 上 や 、業 務 の 効 率 化 が 期 待 さ れ る が 、母 乳 育 児 支 援 に AI 技 術

を 活 用 し た 研 究 報 告 は な い 。  

 

２ .研 究 目 的 ・ 意 義  

（ １ ） 研 究 目 的  

 本 研 究 の 目 的 は 、 Deep Learning を 用 い た 乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム を 開 発 す る こ と

で あ る 。  

（ ２ ） 研 究 意 義  

 Deep Learning に よ る 乳 頭 損 傷 の 類 型 的 評 価 法 を 開 発 す る た め の 基 礎 資 料 と な る 。 

 

３ .研 究 方 法  

（ １ ） 研 究 デ ザ イ ン   

既 存 の 画 像 情 報 を 用 い た 探 索 的 研 究  

（ ２ ） 研 究 対 象  

 研 究 対 象 は 、「 授 乳 に 関 連 し た 乳 頭 亀 裂 の 創 傷 治 癒 過 程 と 評 価 尺 度 の 検 証 」（ 倫 理

審 査 番 号 16-82）  (Nakamura et al. 2018） で 取 得 し た 既 存 の 乳 頭 部 画 像 で あ る 。 先

行 研 究 で 取 得 し た 753 枚 の 画 像 を 二 次 解 析 と し て 使 用 し た 。  

（ ３ ） デ ー タ 収 集  

2023 年 6 月 か ら 7 月 に 画 像 の 分 類 を 行 い 、パ イ ロ ッ ト 試 験 を 経 て 2023 年 11 月 7

日 に 最 終 的 な ト レ ー ニ ン グ が 完 了 し た 。 既 存 情 報 を 使 用 し 、 二 次 解 析 と し て 使 用 し

た た め 、 追 加 の デ ー タ 収 集 は 行 わ な か っ た 。 ま た 、 本 研 究 で は 画 像 に 基 づ く 評 価 を

採 用 し て お り 、 乳 房 の 直 接 観 察 は 行 っ て い な い 。  
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（ ４ ） 物 体 検 出 器 の 作 成  

本 研 究 で は 、 産 褥 入 院 中 の 20 歳 以 上 の 日 本 人 女 性 50 名 か ら 採 取 し た 乳 房 の 画 像

738 枚 を 分 析 に 用 い た 。 こ れ ら の 画 像 は 、 MATLAB ソ フ ト ウ ェ ア (The MathWorks, 

Inc., Natick, MA, USA)を 用 い て 任 意 に 撮 影 さ れ た 乳 房 周 囲 （ 全 体 ） の 画 像 で あ る 。

乳 頭 部 と 乳 輪 部 を 別 々 に 識 別 で き る よ う 、 乳 頭 と 乳 輪 そ れ ぞ れ に 対 し て bounding 

box を 設 定 し 、関 心 領 域 (ROI)と し た 。画 像 の 前 処 理 で は 、全 画 像 を 一 様 の 512×512

ピ ク セ ル の サ イ ズ に リ サ イ ズ し 、 元 が 長 方 形 で あ っ た 画 像 は 短 辺 を 白 色 で 埋 め て 正

方 形 に 変 換 し 、そ れ に 伴 い bounding box の 座 標 を 調 整 し た 。画 像 デ ー タ セ ッ ト は 学

習 デ ー タ と テ ス ト デ ー タ に 分 割 し 、4:1 の 比 率 で 、fold1 か ら fold5 ま で 5-fold cross 

validation を 実 施 し た 。 物 体 検 出 の た め の CNN モ デ ル は YOLOv2 ア ー キ テ ク チ ャ

に 基 づ き 、バ ッ ク ボ ー ン と し て ResNet50 を 使 用 し た 。デ ー タ 拡 張 と し て 、学 習 用 の

画 像 は -45 度 か ら +45 度 の 範 囲 で 5 度 刻 み に 回 転 さ せ て 、元 の 数 の 19 倍 に 増 や し た

（ 表 １ ）。物 体 検 出 器 の 性 能 評 価 は テ ス ト デ ー タ に 対 す る 各 ク ラ ス の 平 均 精 度（ mAP）

を 用 い て 行 っ た 。 加 え て 、 各 作 成 し た モ デ ル に お い て 、 テ ス ト デ ー タ 画 像 の 推 論 に

か か っ た 時 間 を １ 秒 当 た り の 処 理 枚 数 の 指 標 で あ る FPS と し て 算 出 し た 。  

 

表 １ . 学 習 デ ー タ と テ ス ト デ ー タ の 画 像 数 と 、 各 fold の デ ー タ 拡 張 後 の 画 像 数  

  

学 習 デ ー タ

の 画 像 数  

テ ス ト デ ー タ

の 画 像 数  

デ ー タ 拡 張 後

の 画 像 数  

fold1 590 148 22420 

fold2 594 144 22572 

fold3 593 145 22534 

fold4 587 151 22306 

fold5 591 147 22458 

 

（ ５ ） 画 像 分 類 器 の 作 成  

乳 頭 部 の 抽 出 は 、 物 体 検 出 段 階 で 定 義 さ れ た ROI か ら 行 わ れ 、 bounding box が

矩 形 で あ る 場 合 に は 長 辺 に 合 わ せ て 短 辺 側 の bounding box を 拡 大 し 、 正 方 形 の 画

像 を 得 る よ う 調 整 し た 。 分 類 基 準 は 、 Nakamura M, et al. に よ る 先 行 研 究 の 7 つ の

所 見 （ 発 赤 、 腫 脹 、 痂 皮 、 水 疱 、 離 開 、 紫 斑 、 皮 膚 剥 離 ） を 含 む “seven signs of 

nipple trauma associated with breastfeeding”と 「 傷 な し 」 の 合 計 8 ク ラ ス で あ る 。

複 数 の 所 見 が 存 在 す る 場 合 、 画 像 は 最 も 顕 著 な 1 つ の 所 見 に 基 づ い て 分 類 さ れ た 。

753 枚 の 画 像 を ク ラ ス 別 に 発 赤 133 枚 、 腫 脹 74 枚 、 離 開 75 枚 、 痂 皮 242 枚 、 水

疱 27 枚 、 紫 斑 42 枚 、 皮 膚 剝 離 15 枚 と 定 義 し 、 分 類 し た 。 デ ー タ 不 均 衡 を 解 消 す

る た め 、 表 ２ に 示 さ れ た 手 法 に 従 い 、 学 習 デ ー タ に 対 し て 画 像 の 回 転 と 反 転 を 行

い 、 枚 数 を 均 一 に し た 。 分 類 器 の 構 築 に は ResNet50 を 用 い 、 5-fold cross 

validation を 通 じ て 学 習 と 評 価 を 行 っ た 。 8 ク ラ ス を 「 傷 な し 」、「 小 変 化 」、「 軽

症 」、「 重 症 」 の 4 ク ラ ス に 再 分 類 し 、 前 述 の 8 ク ラ ス と 同 じ デ ー タ 拡 張 技 術 を 適 用

し た （ 表 ３ ）。 な お 、 8 ク ラ ス と 4 ク ラ ス の 対 応 は 、 先 行 研 究 （ Nakamura M, et al. 

2018） を も と に 、 表 皮 ま で の 損 傷 を 軽 症 、 真 皮 ま で の 損 傷 を 重 症 と し 、 8 ク ラ ス に
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お け る 「 傷 な し 」 を 4 ク ラ ス に お け る 「 傷 な し 」、「 紫 斑 」 と 「 皮 膚 剝 離 」 を 「 小 変

化 」、「 発 赤 」「 腫 脹 」「 離 開 」 を 「 軽 症 」、「 痂 皮 」「 水 疱 」 を 「 重 症 」 と し た 。 性 能

評 価 で は 、 8 ク ラ ス 分 類 お よ び 4 ク ラ ス 分 類 の 混 同 行 列 か ら Precision（ 適 合 率 ）、

Recall（ 再 現 率 ）、 Overall accuracy（ 精 度 ） を 求 め 、 ROC 曲 線 を 描 き 、 AUC を 算

出 し た 。 加 え て 、 各 作 成 し た モ デ ル に お い て 、 テ ス ト デ ー タ 画 像 の 推 論 に か か っ た

時 間 を １ 秒 当 た り の 処 理 枚 数 の 指 標 で あ る FPS と し て 算 出 し た 。  

 

表 ２  学 習 デ ー タ と テ ス ト デ ー タ の 画 像 数 と 、 8 ク ラ ス の 各 fold に お け る  

デ ー タ 拡 張 後 の 画 像 数  

  
画 像 数  

学 習  

デ ー タ  

テ ス ト

デ ー タ  

rotation 

steps 

flip 

augmentation 

デ ー タ 拡 張

後 の 画 像 数  

発 赤  133 106 27 13.3 不 適 用  2862 

腫 脹  74 59 15 7.3 不 適 用  2891 

離 開  75 60 15 7.5 不 適 用  2880 

痂 皮  242 194 48 24 不 適 用  2910 

水 疱  27 22 5 5.5 適 用  2860 

紫 斑  42 34 8 8.6 適 用  2856 

皮 膚 剥 離  15 12 3 3 適 用  2880 

傷 な し  145 116 29 14.4 不 適 用  2900 

 

表 ３  学 習 デ ー タ と テ ス ト デ ー タ の 画 像 数 と 、 4 ク ラ ス の 各 fold に お け る  

デ ー タ 拡 張 後 の 画 像 数  

  
画 像 数  

学 習  

デ ー タ  

テ ス ト

デ ー タ  

rotation 

steps 

flip 

augmentation 

デ ー タ 拡 張

後 の 画 像 数  

 傷 な し  145 116 29 6.3 不 適 用  6612 

 小 変 化  57 46 11 5 適 用  6624 

軽 症  282 226 56 12 不 適 用  6780 

重 症  269 215 54 11.6 不 適 用  6665 

 

（ ６ ） 定 義  

Precision (適 合 率 ： P)： モ デ ル が 陽 性 と 分 類 し た な か で 、 実 際 に 陽 性 で あ る 割 合 。

TP を 真 陽 性 の 数 、 FP を 偽 陽 性 の 数 と す る と 、 P = TP / (TP + FP) と 表 さ れ る 。  

Recall ( 再 現 率 ： R): 正 解 ラ ベ ル が  positive の サ ン プ ル の う ち 、 分 類 ラ ベ ル も  

positive と な っ た 割 合 。 感 度  (Sensitivity) ま た は 真 陽 性 率  (True Positive Rate, 

TTR) と 同 義 で あ り 、 FN は 偽 陰 性 と す る と 、 R = TP / (TP + FN) と 表 さ れ る 。  

Overall Accuracy (正 答 率 、 精 度 ： Acc): 全 サ ン プ ル の う ち 、 分 類 し た ク ラ ス と 正 解

ク ラ ス が 一 致 す る 数 の 割 合 。TN は 真 陰 性 、Total を 全 数 と す る と 、Acc = (TP + TN) 

/ Total と 表 さ れ る 。  

Area Under the Curve (AUC)： ROC 曲 線 で 示 さ せ る 曲 線 の 下 部 分 の 面 積 で 、 モ デ ル

の 性 能 評 価 に 活 用 で き る 。  
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（ ７ ） 倫 理 的 配 慮  

先 行 研 究 に お い て 、 画 像 の 二 次 利 用 の 可 能 性 に つ い て 口 頭 で 説 明 を 行 い 、 書 面 に

よ る 同 意 を 得 た 。 ま た 、 画 像 情 報 は 仮 名 加 工 情 報 と し て 、 ま た 個 人 関 連 情 報 を 削 除

情 報 と し て 、 別 に 保 管 し た 。 本 研 究 は 、 北 海 道 大 学 大 学 院 保 健 科 学 研 究 院 倫 理 審 査

委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た (承 認 日 ： 2023 年 5 月 30 日 、 承 認 番 号 ： 23-15)。  

 

４ .結 果  

（ １ ） 物 体 検 出 器 の 作 成  

物 体 検 出 の 結 果 と し て 、 各 fold の 乳 頭 部 と 乳 輪 部 の mAP と 平 均 お よ び FPS を 表

４ に 示 し た 。 乳 頭 部 と 乳 輪 部 と も に 高 い 精 度 で 検 出 で き た 。  

 

表 ４ . 物 体 検 出 に お け る mAP と FPS 

  乳 輪  乳 頭  FPS 

fold1 0.96 0.97 52.85 

fold2 0.91 0.91 48.39 

fold3 0.93 0.95 53.19 

fold4 0.91 0.93 50.17 

fold5 0.91 0.88 48.92 

mean 0.92 0.93 50.70 

 

（ ２ ） 画 像 分 類 器 の 作 成  

８ ク ラ ス 分 類 の 各 fold に お け る 、AUC、Precision、Recall を 表 ５ 、Overall accuracy、

FPS の 結 果 を 表 ６ に 示 す 。 離 開 、 皮 膚 剥 離 、紫 斑 、 痂 皮 に お い て 、AUC が 0.8 を 超

え る fold が あ り 、 平 均 AUC0.7 を 超 え た も の は 離 開 、 皮 膚 剥 離 、 痂 皮 、 腫 脹 で あ っ

た 。Recall、Precision の 各 fold の 平 均 に お い て 最 も 高 か っ た の は 痂 皮 で あ り 、最 も

低 か っ た の は 水 疱 で あ っ た 。  

4 ク ラ ス 分 類 の 各 fold に お け る 、AUC、Precision、Recall を 表 ７ 、Overall accuracy、

FPS の 結 果 を 表 ８ に 示 す 。 小 変 化 、 重 症 に お い て 、 AUC が 0.8 を 超 え る fold が あ

り 、 平 均 AUC0.7 を 超 え た も の は 重 症 で あ っ た 。  

Recall、Precision の 各 fold の 平 均 に お い て 最 も 高 か っ た の は 重 症 で あ り 、最 も 低 か

っ た の は Recall に お い て 傷 な し 、 Precision に お い て 小 変 化 で あ っ た 。  
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表 ５ . ８ ク ラ ス に お け る AUC, precision, recall  

 

 

表 ６ . ８ ク ラ ス に お け る Overall accuracy と  FPS 

  

Overall 

accuracy 
FPS 

fold1 0.35 58.86 

fold2 0.41 40.02 

fold3 0.44 62.19 

fold4 0.34 67.31 

fold5 0.40 54.40 

 

 

 

 

 

    発 赤  腫 脹  離 開  痂 皮  水 疱  紫 斑  
皮 膚  

剝 離  
傷 な し  

AUC 

fold1  0.63 0.69 0.75 0.73 0.59 0.42 0.71 0.58 

fold2  0.70 0.75 0.54 0.77 0.49 0.57 0.83 0.66 

fold3  0.53 0.70 0.92 0.84 0.51 0.75 0.63 0.65 

fold4  0.56 0.65 0.56 0.75 0.66 0.87 0.70 0.40 

fold5  0.70 0.71 0.72 0.76 0.35 0.85 0.89 0.63 

mean  0.62 0.70 0.70 0.77 0.52 0.69 0.75 0.59 

Precision  

fold1  0.25 0.38 0.23 0.59 0.13 0  1.00 0.30 

fold2  0.24 0.38 0.25 0.65 0.33 0.25 0  0.31 

fold3  0.19 0.45 0.70 0.65 0.25 0.36 0  0.29 

fold4  0.28 0.2  0.44 0.61 0  0.42 0.50 0.12 

fold5  0.26 0.29 0.28 0.68 0  0.38 0.50 0.29 

mean  0.24 0.34 0.38 0.64 0.14 0.28 0.40 0.26 

Recall  

fold1  0.19 0.33 0.47 0.63 0.40 0  0.33 0.10 

fold2  0.27 0.33 0.13 0.65 0.17 0.11 0  0.48 

fold3  0.19 0.36 0.47 0.71 0.2  0.50 0  0.31 

fold4  0.35 0.33 0.27 0.51 0  0.56 0.33 0.10 

fold5  0.33 0.40 0.33 0.63 0  0.38 0.33 0.21 

mean  0.26 0.35 0.33 0.62 0.15 0.31 0.20 0.24 
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表 ７ . ４ ク ラ ス 分 類 に お け る AUC, precision, recall 

    傷 な し  小 変 化  軽 症  重 症  

AUC 

fold1 0.64 0.40 0.66 0.79 

fold2 0.60 0.68 0.60 0.80 

fold3 0.60 0.73 0.58 0.81 

fold4 0.41 0.92 0.58 0.69 

fold5 0.67 0.74 0.71 0.82 

mean 0.58 0.69 0.63 0.78 

Precision 

fold1 0.64 0.13 0.48 0.61 

fold2 0.28 0.20 0.48 0.70 

fold3 0.24 0.27 0.47 0.67 

fold4 0.03 0.50 0.46 0.62 

fold5 0.41 0.43 0.53 0.71 

mean 0.32 0.31 0.48 0.66 

Recall 

fold1 0.24 0.09 0.57 0.72 

fold2 0.38 0.17 0.40 0.7 

fold3 0.17 0.27 0.48 0.75 

fold4 0.03 0.50 0.51 0.54 

fold5 0.24 0.27 0.73 0.65 

mean 0.21 0.26 0.54 0.67 

 

表 ８  ４ ク ラス に お ける Overall accuracy と  FPS 

  

Overall 

accuracy 
FPS 

fold1 0.53 58.89 

fold2 0.49 67.13 

fold3 0.50 68.40 

fold4 0.43 75.76 

fold5 0.57 68.69 

mean 0.50 67.77 

 

５ .考 察  

（ １ ） 開 発 し た シ ス テ ム と 専 門 家  

 開 発 し た シ ス テ ム の ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス を 図 1 に 示 す 。 深 層 学 習 を 用 い た

技 術 に よ り 、 任 意 で 撮 影 さ れ た 乳 房 周 囲 の 画 像 か ら 、 物 体 検 出 を 通 じ て 乳 頭 お よ び

乳 輪 を 認 識 す る こ と が 可 能 と な っ た 。 さ ら に 、 画 像 分 類 器 に よ り 、 乳 頭 損 傷 の 著 明

な 所 見 を 確 実 に 識 別 で き る よ う に な っ た 。 し か し 、 乳 頭 部 に お け る 小 さ な 変 化 や 損
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傷 の な い ケ ー ス の 正 確 な 検 出 に は 依 然 と し て 課 題 が 残 る 。 こ れ は 、 母 乳 育 児 支 援 の

専 門 家 で あ る 人 と 深 層 学 習 が 乳 頭 損 傷 を 評 価 す る 方 法 の 違 い に 起 因 し て い る と 考 え

ら れ る 。 母 乳 育 児 支 援 の 専 門 家 が 乳 頭 損 傷 を 評 価 す る 際 に は 、 視 覚 的 な 手 が か り だ

け で な く 、 乳 頭 痛 や 授 乳 の 快 適 さ 、 乳 腺 開 口 部 の 状 態 、 お よ び 乳 汁 分 泌 量 な ど の 要

因 を 総 合 的 に 評 価 し て い る（ Riordan, 2019）。一 方 、深 層 学 習 は 画 像 情 報 の み に 基 づ

い て 判 断 を 行 う 。 乳 頭 の 色 調 は 個 人 差 が あ り 、 授 乳 開 始 前 の 正 常 な 状 態 の 乳 頭 が 発

赤 の よ う に 赤 み を 帯 び て 見 え る こ と も あ る 。 さ ら に 、 皮 膚 色 の 評 価 に 関 す る 人 間 の

判 断 の 一 致 率 が 低 い こ と が 示 さ れ て い る （ Ahlqvist ら , 2010）。 こ れ に よ り 、 深 層 学

習 が 損 傷 の 有 無 や 小 さ な 変 化 を 正 確 に 判 断 す る こ と が 困 難 と な る 。 し た が っ て 、 AI

技 術 が 進 展 す る 中 で も 、 本 研 究 の シ ス テ ム 開 発 段 階 に お い て は 、 乳 頭 損 傷 の 包 括 的

な 評 価 と 母 親 へ の 直 接 的 な 支 援 の た め に 専 門 的 な サ ポ ー ト が 不 可 欠 で あ る と 言 え る 。 

（ ２ ） サ ン プ ル サ イ ズ  

8 ク ラ ス 分 類 に お い て 各 ク ラ ス に 150〜 500 枚 の 画 像 を 用 い る こ と で 、妥 当 な 分 類

精 度 が 得 ら れ る と さ れ 、 各 ク ラ ス に 1000 枚 の 画 像 を 用 い る こ と で 性 能 が さ ら に 向

上 す る こ と が 示 さ れ て い る（ Shahinfar ら , 2020）。本 研 究 で は 、4 ク ラ ス お よ び 8 ク

ラ ス 分 類 の 両 方 で ト レ ー ニ ン グ を 行 っ た 。 デ ー タ 拡 張 技 術 を 活 用 し 、 各 分 類 タ ス ク

に 数 千 枚 の 画 像 を 使 用 し た 。 し た が っ て 、 本 研 究 の サ ン プ ル サ イ ズ は 十 分 で あ る と

考 え る 。た だ し 、テ ス ト デ ー タ が 少 な か っ た た め 、1 つ の 偽 陽 性 が 混 同 行 列 の 結 果 に

大 き な 影 響 を 与 え る 可 能 性 は あ る 。 水 疱 、 紫 斑 、 皮 膚 剥 離 な ど 、 発 生 頻 度 の 低 い 症

例 に 対 す る デ ー タ 量 を 増 や す こ と で 、 精 度 の 向 上 が 期 待 さ れ る 。  

（ ３ ） 臨 床 的 な 活 用 に つ い て  

本 研 究 に お い て 開 発 し た 乳 頭 外 傷 の 物 体 検 出 お よ び 画 像 分 類 技 術 は 、 母 乳 育 児 支
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援 の 専 門 家 お よ び 母 親 に 対 し て 、 臨 床 的 に 有 用 な 支 援 を 提 供 し 得 る 可 能 性 が あ る 。  

母 親 に と っ て は 、 専 門 職 の 直 接 的 な 支 援 を 受 け に く い 退 院 後 に お い て 、 乳 頭 痛 や

乳 頭 損 傷 に 関 す る 自 己 の 状 態 を 把 握 す る た め の ツ ー ル と し て 活 用 で き る 可 能 性 が あ

る 。 産 後 早 期 は 外 出 が 容 易 で は な い 時 期 で あ る が 、 本 技 術 を 用 い る こ と で 、 乳 頭 の

状 態 に つ い て 一 人 で 悩 ん だ り 、 痛 み を 我 慢 す る こ と を 選 択 し た り す る こ と な く 、 非

対 面 で 継 続 的 な 支 援 に つ な が る 手 段 と な り 得 る 。 24 時 間 利 用 可 能 な AI 支 援 ツ ー ル

が 存 在 す る こ と は 、 母 親 に と っ て 心 理 的 な 安 心 感 を も た ら す 可 能 性 も 示 唆 さ れ る 。    

一 方 、 母 乳 育 児 支 援 の 専 門 家 に と っ て 、 本 技 術 を 用 い た 客 観 的 評 価 は 、 支 援 者 間

に お け る 評 価 視 点 の 統 一 に 寄 与 す る 可 能 性 が あ る 。 従 来 、 乳 頭 損 傷 は 母 乳 育 児 支 援

者 に よ っ て 主 観 的 に 評 価 さ れ 、評 価 の 不 一 致 が あ る こ と が 指 摘 さ れ て き た（ Cirico ら , 

2017）。本 研 究 で 用 い た 深 層 学 習 に よ る 客 観 的 な 判 断 を 支 援 者 が 参 照 す る こ と に よ り 、

評 価 基 準 の 共 有 が 促 進 さ れ 、 支 援 の 質 の 向 上 に つ な が る 可 能 性 が あ る 。 経 験 豊 富 な

母 乳 育 児 支 援 者 に と っ て は 自 己 の 判 断 を 振 り 返 る 契 機 と な り 、 乳 頭 損 傷 に 関 す る 学

習 段 階 に あ る 支 援 者 に と っ て は 、 評 価 を 学 ぶ た め の 参 照 モ デ ル と し て 活 用 で き る と

考 え ら れ る 。 さ ら に 、 複 数 の 母 乳 育 児 支 援 者 が 同 一 の 母 親 に 関 与 す る 場 合 に お い て

も 、 評 価 の 一 貫 性 が 担 保 さ れ る こ と は 、 継 続 的 か つ 統 一 さ れ た 支 援 を 提 供 す る 上 で

重 要 で あ る 。  

ま た 研 究 的 観 点 か ら は 、 標 準 化 さ れ た 評 価 方 法 が 確 立 さ れ る こ と に よ り 、 こ れ ま

で 評 価 方 法 の 相 違 に よ り 困 難 で あ っ た 研 究 結 果 の 統 計 的 統 合 が 可 能 と な る こ と が 期

待 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 多 様 な 乳 頭 損 傷 の 予 防 お よ び 対 処 方 法 の 中 か ら 、 よ り 効 果

的 な 支 援 方 法 を 明 確 に す る た め の 基 盤 が 形 成 さ れ る 可 能 性 が あ る 。  

以 上 の よ う に 、 母 乳 育 児 支 援 者 と 深 層 学 習 の 効 果 的 な 協 働 に よ り 、 母 乳 育 児 支 援

の 質 が 向 上 す る 可 能 性 が あ る と 考 え る 。  

（ ４ ） 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

本 研 究 で は 、 乳 頭 に 認 め ら れ る 所 見 の う ち 、 最 も 顕 著 な 1 所 見 の み に 着 目 し て 学

習 デ ー タ を 構 築 し た 。実 臨 床 に お い て は 、1 つ の 乳 頭 に 複 数 の 損 傷 所 見 が 同 時 に 存 在

す る 場 合 や 、 痂 皮 の 周 囲 に 発 赤 を 伴 う な ど 、 複 数 の 所 見 が 重 な っ て 観 察 さ れ る こ と

が 少 な く な い 。 今 回 の 解 析 で は 、 こ う し た 複 合 的 所 見 を 個 別 に 分 類 ・ 評 価 す る 設 計

と は し て い な い た め 、 実 際 の 乳 頭 所 見 の 多 様 性 を 十 分 に 反 映 し て い る と は 言 え ず 、

こ の 点 は 本 研 究 の 限 界 の 一 つ で あ る 。  

ま た 、本 研 究 で は 撮 影 条 件 を 可 能 な 限 り 統 一 し た 画 像 を 用 い て 解 析 を 行 っ て お り 、

母 親 自 身 が 撮 影 し た 画 像 や 、 照 明 条 件 ・ 撮 影 角 度 ・ 撮 影 機 器 が 異 な る 画 像 に つ い て

は 検 証 を 行 っ て い な い 。 そ の た め 、 本 研 究 で 構 築 し た モ デ ル の 性 能 は 、 撮 影 条 件 が

異 な る 実 環 境 に お い て 必 ず し も 同 等 に 再 現 さ れ る と は 限 ら ず 、 外 的 妥 当 性 に は 一 定

の 制 約 が あ る 。 さ ら に 、 本 研 究 の 対 象 は 日 本 人 集 団 に 限 定 さ れ て お り 、 皮 膚 色 や 乳

頭 形 態 が 異 な る 他 の 人 種 ・ 民 族 集 団 に 対 し て 同 様 の 精 度 が 得 ら れ る か に つ い て は 検

証 さ れ て い な い 。 ま た 、 一 部 の 所 見 に つ い て は 症 例 数 が 限 ら れ て お り 、 統 計 的 観 点

か ら も 外 的 妥 当 性 の 検 証 に は 限 界 が あ る 。  

今 後 は 、 撮 影 者 や 撮 影 条 件 の 異 な る 画 像 デ ー タ 、 な ら び に 異 な る 文 化 的 ・ 人 種 的

背 景 を 有 す る 集 団 か ら 収 集 さ れ た デ ー タ を 用 い た 検 証 を 行 う こ と で 、 モ デ ル の 汎 用
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性 お よ び 外 的 妥 当 性 を 高 め て い く 必 要 が あ る 。 こ れ に よ り 、 本 研 究 で 開 発 し た 評 価

シ ス テ ム が 、 実 臨 床 に お い て よ り 広 く 活 用 可 能 な 支 援 ツ ー ル へ と 発 展 す る こ と が 期

待 さ れ る 。  

 

６ .結 論  

深 層 学 習 を 活 用 し た 高 度 な シ ス テ ム が 開 発 さ れ 、 乳 頭 損 傷 の 物 体 検 出 お よ び 分 類

が 可 能 と な っ た 。 母 親 へ の 母 乳 育 児 支 援 に は 母 乳 育 児 支 援 者 に よ る 直 接 的 な ケ ア が

必 要 不 可 欠 で あ る が 、母 親 お よ び 支 援 者 に 向 け た 臨 床 応 用 に つ い て 検 討 す る こ と で 、

母 乳 育 児 支 援 に お け る 有 用 な ツ ー ル と し て 活 用 で き る 可 能 性 が あ る 。   
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第５章．研究４  

 

Deep Learning の乳頭損傷評価システムを用いた産後１か月の

母乳育児支援が満足のいく授乳経験に及ぼす効果  

 
１ ． 背 景  

 産 後 1 か 月 健 診 ま で の 期 間 は 、 乳 頭 損 傷 が 好 発 時 期 で あ り な が ら 、 外 出 を 伴 う 支

援 を 受 け る こ と が 難 し い 場 合 が あ る 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 以 降 、 助 産

師 に よ る オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト が 拡 大 し 、 オ ン ラ イ ン 介 入 が 母 乳 育 児 の 自 信 を 高 め 、

産 後 6 週 間 時 点 で の 完 全 母 乳 育 児 の 割 合 を 改 善 す る こ と が 示 さ れ て い る （ Sun Y et 

al.2023）。著 者 ら は 、研 究 ３ に て 、深 層 学 習 を 用 い て 乳 頭 損 傷 の 重 症 度 を 判 定 す る シ

ス テ ム を 開 発 し た（ 倫 理 審 査 番 号 23-15）。こ の シ ス テ ム は 、撮 影 さ れ た 画 像 か ら 乳

頭 を 検 出 し 、 重 症 度 を 表 示 す る 。 専 門 職 の 直 接 的 な 支 援 を 受 け に く い 退 院 後 に お い

て 、 母 親 が 乳 頭 損 傷 に 関 す る 自 己 の 状 態 を 把 握 す る た め の ツ ー ル と し て 活 用 で き る

可 能 性 が あ る 。  

労 働 力 供 給 の 制 約 が 叫 ば れ 、 デ ジ タ ル ネ イ テ ィ ブ 世 代 が 母 親 と な っ た 現 代 に お い

て 、 デ ジ タ ル 技 術 を 母 乳 育 児 支 援 に 取 り 入 れ る こ と は 非 常 に 重 要 で あ る 。  

 

２ .研 究 目 的 ・ 意 義  

（ １ ） 研 究 目 的  

 本 研 究 の 目 的 は 、 深 層 学 習 を 用 い た 乳 頭 損 傷 の 評 価 シ ス テ ム を 利 用 し た 産 後 1 か

月 の 母 乳 育 児 支 援 が 、 授 乳 経 験 に 及 ぼ す 効 果 を 検 証 す る こ と で あ る 。  

（ ２ ） 研 究 意 義  

深 層 学 習 を 用 い た 乳 頭 損 傷 の 評 価 シ ス テ ム を 用 い た 産 後 １ か 月 の 母 乳 育 児 支 援 が 、

授 乳 経 験 に 及 ぼ す 効 果 を 検 討 す る た め の 基 礎 資 料 と な る 。  

 

３ .研 究 方 法  

（ １ ） 研 究 デ ザ イ ン   

研 究 プ ロ ト コ ル の 概 要 を 図 １ に 示 す 。 準 実 験 研 究 と し 、 研 究 対 象 者 を 出 産 予 定 月

で AI 試 用 群 と 従 来 群 に 分 け た 。研 究 対 象 者 は 、妊 婦 健 診 に お け る 研 究 登 録 か ら １ か

月 健 診 ま で の 観 察 期 間 中 、 研 究 専 用 の 公 式 LINE に 登 録 し た 。 AI 試 用 群 は 、 施 設 で

受 け る 母 乳 育 児 支 援 や 新 生 児 訪 問 な ど の 通 常 の ケ ア に 加 え て 、 出 産 入 院 中 に 、 １ 回

だ け イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し な い 研 究 専 用 の ス マ ー ト フ ォ ン（ 以 下 、研 究 用 ス マ ホ ）

で 撮 影 し た 乳 房 周 囲 の 画 像 を 提 出 し た 。 提 出 さ れ た 画 像 は 深 層 学 習 で 解 析 さ れ 、 研

究 対 象 者 は そ の 判 定 結 果 に 応 じ た 資 料 を 受 け 取 っ た 。 従 来 群 は 、 通 常 の ケ ア の み を

受 け た 。  
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（ ２ ） 研 究 施 設 ・ 対 象 者  

調 査 協 力 施 設 は 、 A 市 の 産 婦 人 科 病 院 １ 施 設 で あ る 。 助 産 師 の ケ ア に よ る 影 響 を

最 小 限 と す る た め 、対 象 施 設 は １ 施 設 に 限 定 し た 。18 歳 以 上 の 日 本 人 女 性 を 対 象 に 、

妊 娠 後 期 か ら 産 後 1 か 月 ま で 縦 断 的 に 調 査 し た 。 た だ し 、 新 生 児 へ の 直 接 母 乳 の 提

供 が 確 定 し て い な い 場 合 （ 例 ： 精 神 疾 患 に よ る 内 服 、 母 子 感 染 症 の リ ス ク 、 長 期 的

な 母 子 分 離 が 予 想 さ れ る 場 合 な ど ）、ま た は ス マ ー ト フ ォ ン の 一 般 的 な 操 作 が 難 し い

場 合 は 対 象 外 と し た 。  

サ ン プ ル サ イ ズ は 以 下 の よ う に 試 算 し た 。 主 要 評 価 項 目 を 改 訂 版 母 乳 育 児 評 価 尺

度 （ 日 本 語 版 : JMBFES） の サ ブ ス ケ ー ル ス コ ア で あ る 「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ

の 満 足 度 」と す る と 、先 行 研 究 (Hongo, 2020)に お い て SE＝ 0.57 で あ る 。そ の 結 果 、

算 出 さ れ た 各 群 の 必 要 サ ン プ ル 数 は 50 で あ る 。出 産 前 後 の 研 究 協 力 が 容 易 で は な い

時 期 に お け る 縦 断 調 査 で あ る た め 、 半 数 程 度 の 脱 落 を 見 込 み 、 約 200 名 を 本 研 究 の

対 象 者 数 と し た 。  

（ ３ ） 調 査 期 間   

2024 年 7 月 か ら 2024 年 11 月  

（ ４ ） 調 査 方 法  

事 前 に 院 長 お よ び 看 護 部 長 に 研 究 の 説 明 と 協 力 の 依 頼 を 行 い 、 研 究 協 力 の 承 諾 を

得 た 。 研 究 協 力 施 設 の 研 究 協 力 者 が 、 妊 婦 健 診 で 研 究 説 明 書 概 要 、 研 究 説 明 書 、 同

意 書 を 配 布 し た 。 ま た 、 研 究 対 象 者 と な る 可 能 性 の あ る 妊 婦 へ の 周 知 の た め に 、 研

究 分 担 者 が 研 究 協 力 施 設 で 開 催 さ れ る 産 前 ク ラ ス の 一 部 で 研 究 内 容 を 説 明 し た 。 研

究 協 力 へ の 同 意 が 得 ら れ た 研 究 対 象 者 に は 、 記 入 し た 同 意 書 を 妊 婦 健 診 で 提 出 し て

も ら っ た 。 そ の 後 、 研 究 対 象 者 は 研 究 用 の 公 式 LINE に 登 録 し 、 登 録 画 面 の リ ン ク
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か ら Google フ ォ ー ム の ア ン ケ ー ト ① に 回 答 し た 。研 究 協 力 者 は 、対 象 者 か ら 提 出 さ

れ た 同 意 書 を も と に 研 究 対 象 者 の 出 産 関 連 情 報 を 把 握 し 、 研 究 対 象 者 の 出 産 入 院 中

に 登 録 時 の 謝 品（ よ だ れ か け ）お よ び そ の 後 の ア ン ケ ー ト 回 答 の 説 明 資 料 を 渡 し た 。

こ の 際 、 AI 試 用 群 に は 研 究 協 力 者 が 研 究 用 ス マ ホ を 渡 し 、 自 己 撮 影 し て も ら っ た 。

乳 頭 部 に ピ ン ト を 合 わ せ て 撮 影 で き る よ う 、 接 写 の 撮 影 方 法 に つ い て イ ン ス ト ラ ク

シ ョ ン を 行 っ た 。撮 影 が 終 わ っ た 研 究 用 ス マ ホ は 、速 や か に 研 究 分 担 者 が 回 収 し た 。

画 像 は 研 究 用 ス マ ホ か ら 深 層 学 習 用 の パ ソ コ ン に 直 接 取 り 込 み 解 析 し 、 結 果 を 公 式

LINE で 研 究 対 象 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク し た 。 撮 影 に 用 い た 研 究 ス マ ホ は 、 Blackview

の A95 モ デ ル で あ り 、 解 像 度 は 720×1600、 サ イ ズ は 163.7×75.5×8.55mm、 重 量

は 約 195g で あ っ た 。  

 AI 試 用 期 間 は 出 産 後 か ら １ か 月 健 診 ま で と し 、AI 試 用 群 、従 来 群 と も に 出 産 入 院

中 に 公 式 LINE の リ ン ク か ら ア ン ケ ー ト ② に 回 答 し た 。 AI 試 用 群 は 、 深 層 学 習 の 解

析 結 果 に 関 す る フ ィ ー ド バ ッ ク を 受 け 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 内 容 に 応 じ て 研 究 対 象 者 が

母 乳 育 児 相 談 を 希 望 す る 場 合 に は 、 研 究 協 力 施 設 の 母 乳 育 児 外 来 等 を 受 診 し た 。  

 最 終 の コ ン タ ク ト は １ か 月 健 診 と し 、 AI 試 用 群 、 従 来 群 と も に 公 式 LINE の リ ン

ク か ら ア ン ケ ー ト ③ に 回 答 し た 。 謝 品 は 知 育 絵 本 と し 、 研 究 終 了 後 に 手 渡 し し た 。

公 式 LINE に 登 録 後 は 、 研 究 分 担 者 か ら 研 究 対 象 者 に 、 定 期 的 に ア ン ケ ー ト 回 答 に

関 す る リ マ イ ン ド メ ー ル を 送 っ た 。  

（ ５ ） 調 査 内 容 ： デ ー タ 収 集 の 時 期 と 項 目  

１ ） 妊 娠 後 期 ： ア ン ケ ー ト ①  

妊 娠 期 時 点 の 授 乳 方 法 の 意 向（ 母 乳 、混 合 、人 工 乳 ）、母 児 の 属 性 に 関 す る 情 報（ 母

親 の 年 齢 、 家 族 構 成 、 既 往 歴 、 就 業 状 況 、 過 去 の 授 乳 歴 な ど ）  

２ ） 出 産 入 院 中 ： ア ン ケ ー ト ② 、 AI 試 用 群 の み 画 像 提 出  

出 産 関 連 情 報（ 出 産 日 の 妊 娠 週 数 、経 膣 分 娩 /帝 王 切 開 、児 の 体 重 、児 の 性 別 な ど ）、

産 褥 経 過 （ 貧 血 に よ る 内 服 、 高 血 圧 の 有 無 ）、 入 院 中 の 授 乳 関 連 情 報 （ 授 乳 方 法 、

授 乳 方 法 へ の 気 持 ち 、授 乳 回 数 、乳 頭 痛 ス コ ア ）、日 本 語 版 母 乳 育 児 自 己 効 力 感 尺

度（ BSES-SF：14 項 目 ５ 件 法 、名 西 ら 2015）、改 訂 版 母 乳 育 児 評 価 尺 度（ JMBFES：

19 項 目 ５ 件 法 、本 郷 ら 2017）、AI 試 用 群 は 自 己 撮 影 し た 乳 房 の 画 像 。乳 頭 痛 は 授

乳 中 、授 乳 開 始 直 後 、授 乳 時 以 外 の ３ 時 点 に つ い て 10 段 階 で 回 答 を 求 め 、そ の 合

計 を 算 出 し た 。  

３ ） １ か 月 健 診 時 ： ア ン ケ ー ト ③  

 １ か 月 健 診 時 の 授 乳 関 連 情 報（ 授 乳 方 法 、授 乳 回 数 、乳 頭 痛 ス コ ア ）、改 訂 版 母 乳

育 児 評 価 尺 度（ JMBFES：19 項 目 ５ 件 法 、本 郷 ら 2017）、AI 試 用 に 関 す る 満 足 度 。

AI 試 用 群 の み 、深 層 学 習 シ ス テ ム を 使 用 し た 感 想 （ １ ．役 立 っ た 〜 ５ ．役 立 た な

か っ た 、１ ．勧 め た い 〜 ５ ．勧 め た く な い ）の ５ 件 法 ）と 意 見 と 要 望 の 自 由 記 載 。  

（ ６ ） 尺 度 に つ い て  

 各 尺 度 は 作 成 者 か ら 使 用 許 可 を 得 て 使 用 し た 。  

１ ） BSES-SF： 日 本 語 版 母 乳 育 児 自 己 効 力 感 尺 度  

 母 乳 育 児 自 己 効 力 感 は 、 14 項 目 か ら な る The Breastfeeding Self-Efficacy Scale-

Short Form（ BSES-SF）で 測 定 で き る（ Dennis CL., 2003）。2003 年 に カ ナ ダ で 開
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発 さ れ 、種 々 の 言 語 に 翻 訳 さ れ 活 用 さ れ て い る 尺 度 で あ る 。日 本 語 版 BSES-SF は 、

BSES-SF を 大 塚（ 名 西 ）ら が 翻 訳 し 再 翻 訳 に よ り 整 合 性 を 確 認 し た 上 で 作 成 さ れ 、

同 時 に そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 も 検 証 さ れ た （ Otsuka, et al., 2008）。 14 項 目 5 件 法

で 構 成 さ れ る 自 記 式 質 問 票 で 所 要 時 間 は 3 分 程 度 で あ る 。「 赤 ち ゃ ん が 十 分 に 母 乳

を 飲 ん で い る か ど う か を 判 断 で き る 」「 母 乳 育 児 し た い と い う 気 持 ち を い つ も 持 っ

て い ら れ る 」「 家 族 の 居 る 前 で も 、気 持 ち よ く 母 乳 を あ げ ら れ る 」な ど の 各 質 問 項

目 に「 と て も 自 信 が あ る 」（ 5 点 ）か ら「 ま っ た く 自 信 が な い 」（ 1 点 ）の 5 段 階

で 回 答 す る 。合 計 点 は 、14 点 か ら 70 点 を と り 、高 得 点 で あ る ほ ど 母 乳 育 児 自 己

効 力 感 が 高 い 。 早 期 に 母 乳 育 児 を 中 止 す る 女 性 を ス ク リ ー ニ ン グ す る た め の カ ッ

ト オ フ 値 と し て 、日 本 語 版 BSES-SF で は 50 点 以 下 と す る こ と が 提 案 さ れ て い る

(Nanishi,2015)。  

２ ） JMBFES： 母 乳 育 児 自 己 評 価 ス ケ ー ル  日 本 語 改 訂 短 縮 版  

母 乳 育 児 自 己 評 価 尺 度  (MBFES)は 、 母 乳 育 児 期 間 や 母 乳 と 人 工 乳 の 割 合 と は 無

関 係 に 、 母 乳 育 児 に 対 す る 母 親 の 満 足 度 を 測 定 す る 尺 度 と し て 、 米 国 の  Leff ら

が 開 発 し た （ Leff, et al., 2014 & Leff, et al., 2014）。 MBFES は 、 他 国 で も 使 用 さ

れ て お り 、 日 本 語 版  (JMBFES)は 本 郷 ら に よ り 作 成 、 検 証 さ れ た （ Hongo, et al., 

2013 ＆ Hongo, et al., 2017）。 19 項 目 5 件 法 で 構 成 さ れ る 自 記 式 質 問 票 で 、 (1) 

母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 (Maternal Satisfaction)、(2) 母 親 が 感 じ た 赤

ち ゃ ん に と っ て の 母 乳 育 児 の 利 点 (Perceived Benefit to the Infant)、 (3) 母 乳 育

児 と 生 活 の 両 立 (Lifestyle Compatibility)の 3 つ の サ ブ ス ケ ー ル か ら 成 る 。 合 計 ス

コ ア は 19〜 95 の 範 囲 と な り 、 ス コ ア が 高 い ほ ど 全 体 的 に 母 乳 育 児 が 充 実 し て い

る こ と を 示 す 。各 サ ブ ス ケ ー ル を 別 々 に 使 用 す る こ と が 推 奨 さ れ て い る が（ Hongo, 

et al., 2020）、 す べ て 合 計 し て 測 定 す る こ と も 可 能 と さ れ て い る 。  

（ ７ ） 分 析 方 法  

 デ モ グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ は χ 二 乗 検 定 （ Fisher の 正 確 確 率 検 定 ） お よ び 対 応 の な

い t 検 定 で 群 間 差 を 確 認 し た 。 産 後 の 母 親 に 対 す る 本 シ ス テ ム の 実 用 性 お よ び 受 容

性 の 検 討 と し て 、 母 親 自 身 に よ る ス マ ー ト フ ォ ン を 用 い た 自 己 撮 影 の 実 施 状 況 、 母

親 自 身 が 新 た に 撮 影 し た 画 像 に 対 す る シ ス テ ム の 稼 働 状 況 、 な ら び に シ ス テ ム の 使

用 感 に つ い て 、 AI 試 用 群 に お け る ア ン ケ ー ト 結 果 お よ び AI 解 析 の 結 果 を も と に 検

討 し た 。  

授 乳 満 足 度 の 評 価 に は 、 入 院 中 と 産 後 １ か 月 時 の JMBFES サ ブ ス ケ ー ル ス コ ア で

あ る 「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」 の 得 点 と JMBFES の 総 得 点 の 変 化 お よ

び 、 そ の 変 化 の グ ル ー プ 間 差 異 を 検 討 し た 。 同 時 に 、 入 院 中 と 産 後 １ か 月 時 の 「 授

乳 方 法 へ の 気 持 ち 」と BSES-SF の 変 化 お よ び 、そ の 変 化 の グ ル ー プ 間 差 異 を 検 討 し

た 。  

ま た 、 個 別 の 経 過 か ら 傾 向 を 観 察 す る た め に 、 入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の BSES-SF

の 得 点 、JMBFES サ ブ ス ケ ー ル ス コ ア で あ る「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」

の 得 点 、 JMBFES の 総 得 点 を 対 象 者 別 に 検 討 し た 。 さ ら に 、 ア ン ケ ー ト 結 果 を 参 照

し 、「 授 乳 方 法 の 経 過 」、「 妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 」、「 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち の 経 過 」に つ

い て 検 討 し た 。  
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「 授 乳 方 法 の 経 過 」は 、入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 授 乳 方 法 の 経 過 か ら 、「 母 乳 の 割

合 が 増 え た 」「 人 工 乳 の 割 合 が 増 え た 」「 変 わ ら な い 」に 分 類 し た 。「 妊 娠 中 の 希 望 と

実 際 」 は 、 妊 娠 中 に 答 え た 希 望 す る 授 乳 方 法 と 出 産 後 （ 入 院 中 と １ か 月 健 診 時 ） に

実 際 に 行 っ た 授 乳 方 法 に つ い て 、「 妊 娠 中 の 希 望 通 り 」ま た は「 妊 娠 中 の 希 望 と 違 う 」

に 分 類 し た 。さ ら に 、入 院 時 と １ か 月 健 診 時 の 経 過 か ら 、「 妊 娠 中 の 希 望 通 り の ま ま 」

「 妊 娠 中 の 希 望 に 近 づ い た 」「 妊 娠 中 の 希 望 と 違 う ま ま 」「 妊 娠 中 の 希 望 と 離 れ た 」

に 分 類 し 、「 妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 の 経 過 」 と し た 。  

な お 、「 妊 娠 中 の 希 望 通 り 」と「 妊 娠 中 の 希 望 と 違 う 」の 分 類 は 、妊 娠 中 に「 ぜ ひ

母 乳 で 育 て た い 」と 回 答 し た も の が「 す べ て 母 乳 で 育 て た 」場 合 、「 母 乳 が 出 れ ば 母

乳 で 育 て た い 」 と 回 答 し た も の が 「 す べ て 母 乳 で 育 て た 」 場 合 と 「 母 乳 が 多 い 混 合

で 育 て た 」場 合 、「 ミ ル ク で 育 て た い 」と 回 答 し た も の が「 す べ て 人 工 乳 」ま た は「 人

工 乳 が 多 い 混 合 で 育 て た 」場 合 、「 特 に 考 え て い な い 」と 回 答 し た 場 合 は す べ て の 回

答 を 「 妊 娠 中 の 希 望 通 り 」 と し 、 そ れ 以 外 を 「 妊 娠 中 の 希 望 と 違 う 」 と し た 。  

「 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち の 経 過 」は 、「 現 在 の 授 乳 方 法 に つ い て の 気 持 ち を 教 え て く

だ さ い 。」 と い う 質 問 に 対 す る 、 入 院 時 と １ か 月 健 診 時 の 回 答 の 経 過 か ら 、「 満 足 ま

た は や や 満 足 の ま ま 」「 満 足 に 近 づ い た 」「 不 満 に 近 づ い た 」「 不 満 の ま ま 」に 分 類 し

た 。  

最 後 に 、「 妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 の 経 過 」と「 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち の 経 過 」、JMBFES

の 「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」 の １ か 月 健 診 時 と 入 院 中 の 得 点 差 に つ い

て 、 個 人 に お け る 傾 向 を 観 察 し た 。 統 計 解 析 に は SPSS statistics26 を 用 い 、 有 意 水

準 は 5%未 満 と し た 。  

（ ８ ） 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 北 海 道 大 学 大 学 院 保 健 科 学 研 究 院 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た

(承 認 番 号 ： 24-18)。 ま た 、 研 究 協 力 施 設 の 院 長 の 承 認 、 看 護 部 長 お よ び 病 棟 師 長 、

研 究 協 力 者 の 助 産 師 の 協 力 を 得 て 実 施 し た 。 本 研 究 へ の 参 加 は 、 決 し て 強 制 せ ず 研

究 対 象 者 の 自 由 意 志 と し 、協 力 を 断 っ た 場 合 に も 不 利 益 が 生 じ な い こ と を 説 明 し た 。

画 像 は イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 の な い 研 究 用 ス マ ホ で 撮 影 し 、 研 究 用 ス マ ホ か ら 深 層 学

習 判 定 用 の パ ソ コ ン に 直 接 取 り 込 む こ と で 、 Web 上 で の 画 像 流 出 を 防 い だ 。 研 究 対

象 者 の LINE の 登 録 名 は 同 意 を 得 て 取 得 し 、 ア ン ケ ー ト 回 答 の リ マ イ ン ド の 送 信 や

画 像 を 受 診 す る た め に 使 用 し た 。  

（ ９ ） 当 初 の 研 究 計 画 と 実 施 の 差 異 に つ い て  

 本 研 究 の 当 初 計 画 で は 、AI 試 用 を 産 後 入 院 中 で は な く 退 院 後 に 実 施 す る 計 画 で あ

っ た 。 具 体 的 に は 、 対 象 者 が 自 身 の ス マ ー ト フ ォ ン を 用 い て 乳 房 の 画 像 を 撮 影 し 、

公 式 LINE を 通 じ て 送 信 す る 仕 組 み を 想 定 し て い た 。 送 ら れ た 画 像 に 対 し て 深 層 学

習 を 用 い た 解 析 を 行 い 、 そ の 結 果 に 基 づ く フ ィ ー ド バ ッ ク を 対 象 者 に 提 供 す る こ と

で 、 退 院 後 の 継 続 的 な 母 乳 育 児 支 援 ツ ー ル と し て の 利 用 を 目 指 し て い た 。 こ の よ う

な AI に よ る 遠 隔 支 援 は 、助 産 師 の 支 援 が 届 き に く く な る 退 院 後 の 時 期 に お い て 、授

乳 継 続 を 支 援 す る 手 段 と し て 期 待 さ れ 、AI 試 用 効 果 を 検 証 す る 上 で 重 要 な 要 素 で あ

る と 位 置 付 け て い た 。  

 こ の 計 画 は 、 研 究 開 始 前 に 倫 理 審 査 に 提 出 し た プ ロ ト コ ル に も 記 載 し て い た が 、
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実 施 段 階 に お い て 、 い く つ か の 技 術 的 お よ び 倫 理 的 課 題 が 明 ら か と な っ た 。 特 に 、

研 究 対 象 者 が 自 宅 か ら の 画 像 を 送 信 す る 際 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 や セ キ ュ リ テ ィ の 確

保 （ 画 像 が 個 人 情 報 と 結 び つ く 可 能 性 や 、 端 末 間 の 安 全 な 通 信 手 段 の 確 保 な ど ） が

大 き な 懸 念 点 と な っ た 。 シ ス テ ム 開 発 の 専 門 業 者 に も 相 談 を 行 っ た が 、 こ れ ら の 課

題 を 十 分 に 解 決 で き る 体 制 を 整 え る こ と は 困 難 で あ っ た 。  

 こ の よ う な 状 況 を 受 け 、 研 究 計 画 を 現 実 的 か つ 倫 理 的 に 適 正 な 方 法 に 修 正 し た 。

最 終 的 に は 、 画 像 の 撮 影 は 出 産 入 院 中 に 限 定 し 、 研 究 用 ス マ ー ト フ ォ ン を 用 い て 一

回 の み AI 試 用 を 行 う 形 式 と し た 。そ の た め 、本 研 究 で 得 ら れ た 成 果 は 当 初 想 定 し て

い た 、「 退 院 後 の 継 続 的 支 援 ツ ー ル と し て の AI 介 入 効 果 」の 検 証 に は 至 っ て い な い 。    

以 上 の 経 緯 か ら 、 本 研 究 は 、 産 後 の 母 親 に よ る 活 用 を 想 定 し た 深 層 学 習 に 基 づ く

乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム の 実 現 可 能 性 ・ 受 容 性 を 検 証 す る こ と を 主 た る 目 的 と し た 研

究 で あ る 。ま た 、深 層 学 習 を 活 用 し た AI 技 術 を 母 乳 育 児 支 援 に 初 め て 導 入 し 、開 発

済 み の 画 像 解 析 シ ス テ ム が 産 後 の 母 親 に 対 し て 実 用 可 能 で あ る こ と を 確 認 す る 初 期

段 階 の 研 究 と し て 位 置 づ け ら れ る 。  

 

４ .結 果  

（ １ ） 研 究 フ ロ ー  

 研 究 フ ロ ー を 図 ２ に 示 す 。2024 年 ８ 月 が 出 産 予 定 月 で あ っ た AI 試 用 群 ８ 名 、2024

年 ９ 月 が 出 産 予 定 月 で あ っ た 従 来 群 16 名 か ら 研 究 参 加 の 同 意 を 得 た 。従 来 群 の １ 名

は 、 １ か 月 健 診 時 の ア ン ケ ー ト ③ の 回 答 が な く 、 分 析 対 象 か ら 除 外 し た 。 ア ン ケ ー

ト 回 答 に 不 備 の あ っ た 対 象 者 は お ら ず 、 最 終 的 に 、 AI 試 用 群 ８ 名 、 従 来 群 15 名 を

分 析 対 象 と し た （ 完 全 回 答 率 95.8%）。  

 

（ ２ ） 研 究 対 象 者 の 概 要  

 研 究 対 象 者 の 基 本 属 性 を 表 １ に 示 す 。AI 試 用 群 、従 来 群 と も に 経 産 婦 の 対 象 者 は

３ 名 で あ り 、 初 産 婦 が 過 半 数 で あ っ た 。 経 産 婦 は 全 員 が 完 全 母 乳 ま た は 混 合 栄 養 で

の 授 乳 経 験 が あ っ た 。 両 群 に お け る 有 意 差 は 年 齢 の み で み ら れ 、 従 来 群 の ほ う が 有

意 に 若 年 で あ っ た 。全 員 が 高 校 卒 業 以 上 の 学 歴 を 有 し 、3/4 が 有 職 者 で あ っ た が 、半

年 以 内 に 復 職 予 定 が あ る も の は い な か っ た 。 全 員 に 夫 ま た は パ ー ト ナ ー が お り 、 従
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来 群 の １ 名 (6.6%)を 除 き 大 部 分 が 核 家 族 で あ っ た 。 両 群 と も に １ 割 程 度 は 妊 娠 高 血

圧 症 候 群 や 妊 娠 糖 尿 病 が あ っ た が 、 正 常 妊 娠 経 過 の 対 象 者 が ８ 割 以 上 で あ っ た 。 全

員 正 期 産 で 出 産 し 、出 産 時 の 妊 娠 週 数 の 平 均 は 39 週 で あ っ た 。出 産 方 法 は 両 群 と も

半 数 が 麻 酔 な し の 経 膣 分 娩 で あ り 、従 来 群 に ２ 名 (13.3%)帝 王 切 開 で 出 産 し た も の が

い た 。 両 群 と も に ２ 割 程 度 に 産 後 貧 血 が あ っ た 。 出 生 し た 児 は 従 来 群 の １ 名 の 低 出

生 体 重 児 を 除 き 、 正 常 体 重 児 で あ っ た 。  

妊 娠 中 の 授 乳 の 希 望 は 、 従 来 群 は 全 員 が 「 ぜ ひ 母 乳 で 育 て た い 」 ま た は 「 母 乳 が

出 れ ば 母 乳 で 育 て た い 」と 回 答 し た 一 方 、 AI 試 用 群 で「 ぜ ひ 母 乳 で 育 て た い 」ま た

は 「 母 乳 が 出 れ ば 母 乳 で 育 て た い 」 と 回 答 し た も の は ５ 名 （ 62.5%） で あ っ た 。  

 

表 １  対 象 者 の 基 本 属 性  

属 性 に 関 す る 項 目  

AI 試 用 群  

（ n=8）  

n(%) 

従 来 群  

（ n=15）  

n(%) 

χ 2 p 

初 産 婦  5(62.5%) 12(80.0%) 1.79 0.29 

年 齢 （ 歳 ）  34.1±3.09 29.2±2.93  ＜ 0.01 

高 卒 以 上  8(100%) 15(100%)   

就 業 あ り  6(75.0%) 11(73.3%) 0.93 1  

産 後 半 年 以 内 復 帰 予 定 あ り  0(0.0%)  0(0.0%)    

経 済 的 な 心 配 あ り  2(25.0%) 5(33.3%) 0.17 1  

夫 、 パ ー ト ナ ー あ り  8(100%) 15(100%)   

夫 や 子 ど も 以 外 の 同 居 あ り  0(0.0%)  1(6.6%)  0.65 1  

妊 娠 糖 尿 病 ・ 切 迫 早 産  1(12.5%) 2(13.3%) 0.00 1  

授 乳 経 験    1.56 0.46 

 授 乳 経 験 な し  5(62.5%) 12(80.0%)   

 完 全 母 乳  1(12.5%) 2(13.3%)   

 混 合 栄 養  2(25.0%) 1(6.6%)    

 ミ ル ク の み  0(0.0%)  0(0.0%)    

妊 娠 中 の 授 乳 の 希 望    6.56 0.09 

 ぜ ひ 母 乳 で 育 て た い  1(12.5%) 2(13.3%)   

 母 乳 が 出 れ ば 母 乳 で 育 て た い  4(50.0%) 13(86.6%)   

 ミ ル ク で 育 て た い  1(12.5%) 0(0.0%)    

 特 に 考 え て い な い  2(25.0%) 0(0.0%)    

出 産 時 の 妊 娠 週 数  39.1±1.24 39.0±1.03  0.98 

出 産 方 法    1.44 0.49 

 麻 酔 な し 経 腟 分 娩  4(50.0%) 8(53.3%)   

 無 痛 分 娩  4(50.0%) 5(33.3%)   

 帝 王 切 開  0(0.0%)  2(13.3%)   

児 の 出 生 体 重    2.06 0.56 

 2500g 未 満   1(6.6%)    
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 2500～ 2999g 3(37.5%) 4(26.6%)   

 3000～ 3499g 3(37.5%) 9(60.0%)   

 3500～ 3999g 2(25.0%) 1(6.6%)    

 4000g 以 上  0(0.0%)  0(0.0%)    

産 後 貧 血 あ り  2(25.0%) 3(20.0%) 6.62 0.02 

 

（ ３ ） 入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 授 乳 経 過  

 入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 授 乳 経 過 を 表 ２ に 示 す 。 従 来 群 は 入 院 中 か ら ９ 割 以 上 が

「 母 乳 の み 」 か 「 母 乳 が 多 い 混 合 栄 養 」で あ る 一 方 、 AI 試 用 群 は 入 院 中 に 「 母 乳 の

み 」は お ら ず 、「 母 乳 が 多 い 混 合 栄 養 」も ６ 割 程 度 に と ど ま っ た 。１ か 月 健 診 時 に は

両 群 と も に ８ 割 程 度 が「 母 乳 の み 」か「 母 乳 が 多 い 混 合 栄 養 」と な っ た 。特 に 従 来 群

で は 、 半 数 程 度 が 「 母 乳 の み 」 と な っ た 。 １ 日 あ た り の 授 乳 回 数 （ 母 乳 を 与 え た 回

数 ） は 入 院 時 、 １ か 月 健 診 時 と も に 両 群 の 間 に 差 は な く 、 入 院 中 も １ か 月 健 診 も ９

割 弱 が １ 日 ６ 回 以 上 母 乳 を 与 え て い た 。 乳 頭 痛 得 点 も 入 院 時 、 １ か 月 健 診 時 と も に

両 群 の 間 に 差 は な く 、 入 院 時 よ り １ か 月 健 診 時 に 乳 頭 痛 が 軽 減 し た 。  

 

表 ２  入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 授 乳 経 過  
 入 院 中  1 か 月  

 

AI 

試 用 群  

（ n=8）  

n(%) 

従 来 群  

（ n=15）  

n(%) 

χ 2 p 

AI 

試 用 群  

（ n=8）  

n(%) 

従 来 群  

（ n=15）  

n(%) 

χ 2 p 

24 時 間 以 内

の 授 乳 方 法  
  4.14 0.13   3.65 0.09 

 母 乳 の み  0(0.0%)  2(13.3%)   1(12.5%) 7(46.6%)   

 混 合 栄 養  

(母 乳 が 多 い ) 
5(62.5%) 12(80.0%)   6(75.0%) 5(33.3%)   

 混 合 栄 養  

( ミ ル ク が 多

い ) 

3(37.5%) 1(6.6%)    1(12.5%) 2(13.3%)   

 人 工 栄 養  0(0.0%)  0(0.0%)    0(0.0%)  1(6.6%)    

24 時 間 以 内

の 授 乳 回 数

(母 乳 ) 

  2.21 0.70   3.16 0.53 

 ０ 回  0(0.0%)  1(6.6%)    0(0.0%)  1(6.6%)    

 １ ～ ３ 回  2(25.0%) 2(13.3%)   0(0.0%)  1(6.6%)    

 ４ ～ ６ 回  0  1(6.6%)    1(12.5%) 0(0.0%)    

 ６ ～ ８ 回  3(37.5%) 4(26.6%)   4(50.0%) 6(40.0%)   

 ９ 回 以 上  3(37.5%) 6(40.0%)   3(37.5%) 7(46.6%)   

乳 頭 痛 （ 右 ） 10.12±2.35  11.12±2.41   0.43 8.62±4.77 6.14±3.25   0.44 

乳 頭 痛 （ 左 ） 9.13±5.69  8.53±5.44  0.10 8.75±5.87 6.28±3.17   0.66 
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（ ４ ） 入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 授 乳 へ の 自 己 評 価  

入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 授 乳 へ の 自 己 評 価 を 表 ３ に 示 す 。授 乳 方 法 へ の 気 持 ち は 、

入 院 中 に「 満 足 し て い る 」と 回 答 し て い た も の が 従 来 群 は 10 名（ 66.6%）で あ っ た

の に 対 し 、AI 試 用 群 は ２ 名 (25.0%)に 留 ま り 、「 満 足 し て い な い 」と 回 答 し た も の が

３ 名（ 37.5%）い た 。１ か 月 健 診 時 点 で は 、介 入 群 も「 満 足 し て い る 」と 回 答 し た も

の が 増 加 し 、５ 名 (62.5%)と な っ た 。１ か 月 健 診 時 点 で は 、AI 試 用 群 の １ 名（ 12.5%）

を 除 き 、 授 乳 方 法 に 「 満 足 し て い る 」 ま た は 「 や や 満 足 し て い る 」 と 回 答 し た 。  

 BSES-SF は 統 計 学 的 な 有 意 差 は な い も の の 、入 院 中 、１ か 月 健 診 時 と も に 従 来 群

の ほ う が ６ 〜 ７ 点 程 度 平 均 得 点 が 高 か っ た 。 ま た 、 両 群 と も に 入 院 中 よ り １ か 月 健

診 時 の 得 点 が 高 く 、 平 均 点 は AI 試 用 群 で 約 10 点 、 群 で 約 ８ 点 上 昇 し た 。  

 JMBFES サ ブ ス ケ ー ル ス コ ア で あ る 「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」 の 平

均 得 点 は 、両 群 と も に 入 院 中 に 29 点 代 で あ り 、１ か 月 健 診 時 も ほ ぼ 変 化 が な か っ た 。

JMBFES の 総 得 点 も 入 院 中 、 １ か 月 健 診 時 と も に 統 計 学 的 な 有 意 差 は な く 、 平 均 得

点 は １ か 月 健 診 時 に 微 増 し た 程 度 で あ っ た 。  

 

表 ３  入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 授 乳 へ の 自 己 評 価  

 

 入 院 中  1 か 月  

 
AI 試 用 群  

（ n=8）  

n(%) 

従 来 群  

（ n=15）  

n(%) 

χ 2 p 

AI 試 用 群  

（ n=8）  

n(%) 

従 来 群  

（ n=15）  

n(%) 

χ 2 p 

授 乳 方 法 へ

の 気 持 ち  
  7.38 0.03   0.01 1  

満 足  2(25.0%) 10(66.6%)   5(62.5%) 11(73.3%)   

や や 満 足  3(37.5%) 5(33.3%)   2(25.0%) 4(26.6%)   

満 足 し て い

な い  
3(37.5%) 0(0.0%)    1(12.5%) 0(0.0%)    

BSES-SF 31.0±4.34 38.8±12.47  0.06 40.87±11.24  46.66±12.94   0.36 

JMBFES         

母 親 自 身 の

母 乳 育 児 経

験 へ の 満 足

度  

29.25±2.65 29.6±7.09  0.24 29.37±3.92 30.53±5.40   0.39 

母 親 が 感 じ

た 赤 ち ゃ ん

に と っ て の  

母 乳 育 児 の

利 点   

20.37±3.66 22.86±5.87  0.10 23.87±4.35 25.66±6.24   0.17 

母 乳 育 児 と

生 活 の 両 立  
20.37±2.55 20.86±3.88  0.83 20.12±2.69 19.46±2.38   0.55 

 合 計  70.00±6.45 73.33±11.45   0.21 73.37±9.82 75.66±10.32   0.55 
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（ ５ ） BSES-SF と JMBFES の 対 象 者 別 の 経 過  

各 対 象 者 に お け る 入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の BSES-SF、 JMBFES サ ブ ス ケ ー ル ス コ

ア で あ る「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」、JMBFES の 総 得 点 の 推 移 を 図 ３ 〜

図 ５ に 示 す 。  

BSES-SF が カ ッ ト オ フ 値 の 50 点 を 上 回 っ た の は 、 入 院 中 は 従 来 群 ３ 名 (20.0%)、

１ か 月 健 診 で は AI 試 用 群 の ２ 名 (25.0%)と 従 来 群 の ６ 名 (40.0%)で あ っ た 。 入 院 時

よ り １ か 月 健 診 時 に BSES-SF が 低 下 し た 対 象 者 が AI 試 用 群 に １ 名 (12.5%)、 従 来

群 に ２ 名 (13.3%)お り 、 10 点 以 上 上 昇 し た 対 象 者 は AI 試 用 群 ４ 名 (50.0%)、 従 来 群

６ 名 (40.0%)で あ っ た 。「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」 は 、 入 院 時 よ り １ か

月 健 診 時 に 得 点 が 低 下 し た 対 象 者 が AI 試 用 群 に ４ 名 (50.0%)、従 来 群 に ４ 名 (26.6%)

お り 、 入 院 時 よ り １ か 月 健 診 時 に ２ 点 以 上 上 昇 し た 対 象 者 は AI 試 用 群 の １ 名

(12.5%)、従 来 群 の ３ 名 (20.0%)に 留 ま っ た 。 JMBFES の 総 得 点 の 推 移 は 、入 院 時 よ

り １ か 月 健 診 時 に 低 下 し た 対 象 者 が AI 試 用 群 に ２ 名 (25.0%)、従 来 群 に ５ 名 (33.3%)

お り 、 ５ 点 以 上 上 昇 し た 対 象 者 は AI 試 用 群 ４ 名 (50.0%)、 従 来 群 ４ 名 (26.6%)で あ

っ た 。  

 

（ ６ ） 妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 の 経 過  

入 院 時 か ら １ か 月 健 診 時 に 授 乳 方 法 が 母 乳 寄 り に な っ た（ 母 乳 の 割 合 が 増 加 し た ）
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対 象 者 は AI 試 用 群 ５ 名 (62.5%)、 従 来 群 ４ 名 (26.6%)で あ り 、 授 乳 方 法 が 変 わ ら な

か っ た 対 象 者 は AI 試 用 群 の ３ 名 (37.5%)と 従 来 群 の ８ 名 (53.3%)で あ っ た 。 人 工 乳

寄 り （ 人 工 乳 の 割 合 が 増 加 し た ） 対 象 者 は 従 来 群 に ３ 名 (20.0%)い た 。  

妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 お よ び 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち の 経 過 を 表 ４ に 示 す 。 従 来 群 は 入

院 中 か ら 14 名 (93.3%)が 「 妊 娠 中 の 希 望 通 り 」 の 授 乳 方 法 と な っ て お り 、 １ か 月 健

診 で も 13 名 (86.6%)に お い て 「 妊 娠 中 の 希 望 通 り 」 の 授 乳 方 法 が 継 続 さ れ て い た 。

一 方 、AI 試 用 群 は 入 院 中 に「 妊 娠 中 の 希 望 通 り 」の 授 乳 方 法 が 叶 っ て い た の は ４ 名

(50.0%)で あ っ た が 、１ か 月 健 診 で は ６ 名 (75.0%)が「 妊 娠 中 の 希 望 通 り 」の 授 乳 方

法 と な っ た 。入 院 中 か ら １ か 月 健 診 ま で の 経 過 を 見 る と 、 AI 試 用 群 で は「 妊 娠 中 の

希 望 に 近 づ い た 」 が ３ 名 (37.5%)い る 一 方 、 従 来 群 で は 「 妊 娠 中 の 希 望 に 近 づ い た 」

対 象 者 は お ら ず 、「 妊 娠 中 の 希 望 通 り の ま ま 」 が 13 名 (86.6%)と 大 部 分 を 占 め た 。  

授 乳 方 法 へ の 気 持 ち の 経 過 も 同 様 の 経 過 で あ り 、 従 来 群 は 10 名 (66.6%)が 「 満 足

ま た は や や 満 足 の ま ま 」で あ り 、入 院 中 か ら 満 足 し て い た 一 方 、 AI 試 用 群 は「 満 足

寄 り に な っ た 」 対 象 者 が ４ 名 (50.0%)お り 、 １ か 月 健 診 時 に 「 満 足 に 近 づ い た 」。  

 

表 ４  妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 お よ び 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち の 経 過  

 
AI 試 用 群  

（ n=8）  

n(%) 

従 来 群  

（ n=15）  

n(%) 

妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 （ 入 院 中 ）    

 妊 娠 中 の 希 望 通 り  4(50.0%) 14(93.3%) 

 妊 娠 中 の 希 望 と 違 う  4(50.0%) 1(6.6%)  

妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 （ １ か 月 時 ）    

 妊 娠 中 の 希 望 通 り  6(75.0%) 13(86.6%) 

 妊 娠 中 の 希 望 と 違 う  2(25.0%) 2(13.3%) 

妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 の 経 過    

 妊 娠 中 の 希 望 通 り の ま ま  3(37.5%) 13(86.6%) 

 妊 娠 中 の 希 望 に 近 づ い た  3(37.5%) 0(0.0%)  

 妊 娠 中 の 希 望 と 違 う ま ま  1(12.5%) 0(0.0%)  

 妊 娠 中 の 希 望 と 離 れ た  1(12.5%) 2(13.3%) 

授 乳 方 法 へ の 気 持 ち の 経 過    

 満 足 ま た は や や 満 足 の ま ま  3(37.5%) 10(66.6%) 

 満 足 寄 り に な っ た  4(50.0%) 3(20.0%) 

 不 満 寄 り に な っ た  1(12.5%) 2(13.3%) 

 不 満 の ま ま  0(0.0%)  0(0.0%)  

 

（ ７ ） 妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 、 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち と 「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ

の 満 足 度 」 の 経 過 の 関 連  

各 対 象 者 の 妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 の 授 乳 方 法 、授 乳 方 法 へ の 気 持 ち 、「 母 親 自 身 の 母
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乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」 の 入 院 中 と １ か 月 健 診 時 の 経 過 を 表 ５ に 示 す 。 妊 娠 中 の 希

望 と 実 際 の 授 乳 方 法 と 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち が 、「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」

の 得 点 の 経 過 に 反 映 さ れ て い る 対 象 者 （ 例 ： 対 象 者 No1、 妊 娠 中 の 希 望 に 近 づ き 、

気 持 ち も 満 足 寄 り に な り 、 １ か 月 と 入 院 時 の 満 足 度 得 点 の 差 は 正 の 値 ） と 反 映 さ れ

て い な い 対 象 者 （ 例 ： 対 象 者 No10, 妊 娠 中 の 希 望 通 り の ま ま 、 気 持 ち も 満 足 の ま ま

で あ る が 、 １ か 月 と 入 院 時 の 満 足 度 得 点 の 差 は 負 の 値 ） が い た 。  

 

表 ５  妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 、 授 乳 方 法 へ の 気 持 ち と 「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験  

へ の 満 足 度 」 の 経 過 の 関 連  

対 象 者

No 
 妊 娠 中 の 希 望 と 実 際 の 授

乳 方 法  

授 乳 方 法 へ の 気

持 ち  

母 親 の 満 足 度

の 差  a 

1 

AI 

 

試 用 群  

妊 娠 中 の 希 望 に 近 づ い た  満 足 寄 り に  7 

2 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  -3 

3 妊 娠 中 の 希 望 に 近 づ い た  不 満 寄 り に  -5 

4 妊 娠 中 の 希 望 と 離 れ た  満 足 寄 り に  1 

5 希 望 と 違 う ま ま  や や 満 足 の ま ま  -1 

6 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  -1 

7 希 望 通 り の ま ま  満 足 寄 り に  2 

8 妊 娠 中 の 希 望 に 近 づ い た  満 足 寄 り に  1 

9 

従 来 群  

希 望 通 り の ま ま  や や 満 足 の ま ま  10 

10 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  -9 

11 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  0 

12 希 望 通 り の ま ま  満 足 寄 り に  -1 

13 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  -2 

14 希 望 通 り の ま ま  満 足 寄 り に  -1 

15 希 望 通 り の ま ま  不 満 寄 り に  2 

16 妊 娠 中 の 希 望 と 離 れ た  不 満 寄 り に  1 

17 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  0 

18 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  0 

19 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  5 

20 希 望 通 り の ま ま  満 足 寄 り に  0 

21 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  0 

22 希 望 通 り の ま ま  満 足 の ま ま  1 

23 妊 娠 中 の 希 望 と 離 れ た  や や 満 足 の ま ま  8 

Note:  a JMBFES サ ブ ス ケ ー ル ス コ ア で あ る「 母 親 自 身 の 母 乳 育 児 経 験 へ の 満 足 度 」

の １ か 月 健 診 の 得 点 と 入 院 中 の 得 点 の 差  

 

 

 



 

- 67 - 

 

（ ８ ） AI 試 用 群 に お け る 結 果  

１ ） 深 層 学 習 の 解 析 結 果  

深 層 学 習 の 解 析 結 果 の 表 示 画 面 の 一 例 を 図 ６ 、 提 出 さ れ た 画 像 の 関 連 情 報 と 深 層

学 習 で 解 析 し た 結 果 の 詳 細 を 表 ６ に 示 す 。全 例 に お い て 正 し く 乳 頭 が 物 体 検 出 さ れ 、

解 析 結 果 が 表 示 さ れ た 。解 析 結 果 は 、「 傷 な し 」、「 紫 斑 」、「 皮 膚 剝 離 」に 該 当 し 、正

常 経 過 で あ る 緑 信 号 と し て フ ィ ー ド バ ッ ク し た 対 象 者 が 1 名 (12.5%)、「 発 赤 」「 腫

脹 」「 離 開 」が あ り「 軽 症 」で あ る 黄 色 信 号 と し て フ ィ ー ド バ ッ ク し た 対 象 者 が 2 名

(25.0%)、「 痂 皮 」「 水 疱 」が あ り「 重 症 」で あ る 赤 信 号 と し て フ ィ ー ド バ ッ ク し た 対

象 者 が 5 名 (62.5%)で あ っ た 。6 例 (75％ )の 画 像 で 60%以 上 の 予 測 の 確 信 度 と 判 定 さ

れ た 。  

 

表 ６  画 像 関 連 情 報 と 深 層 学 習 に よ る 解 析 結 果  

対 象 者

No 

解 析

結 果  
解 析 結 果 の 確 率  乳 頭  

撮 影 日 の 産 褥 日

数  

フ ィ ー ド バ ッ ク

に 要 し た 日 数  

1 赤  90-100% 左  ４ 日 目  ０ 日  

2 赤  100% 左  ３ 日 目  ０ 日  

3 緑  40-50% 右  ２ 日 目  ２ 日  

4 黄  40-50% 右  １ 日 目  １ 日  

5 赤  90-100% 左  ４ 日 目  ２ 日  

6 赤  70-80% 左  ２ 日 目  ２ 日  

7 赤  80-90% 左  １ 日 目  １ 日  

8 黄  60-70% 右  ２ 日 目  ２ 日  
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２ ） 深 層 学 習 シ ス テ ム を 使 用 し た 感 想  

深 層 学 習 シ ス テ ム を 使 用 し た 感 想 に 関 す る 結 果 を 図 ７ に 示 す 。 い ず れ の 項 目 も 中

央 値 は ２ ま た は 2.5 で あ り 、 平 均 値 も ２ 〜 ３ の 間 で あ っ た 。  

 

 

 

 
３ ） 自 由 記 載  

 ８ 名 中 ２ 名（ 25.0%）か ら 回 答 が 得 ら れ た 。有 害 事 象 の 報 告 は な か っ た 。回 答 内

容 の 要 約 を 以 下 に 示 す 。  

・ 産 後 4 日 〜 2 週 間 後 程 度 の 乳 頭 、 乳 房 全 体 の 状 態 に つ い て 相 談 し た い 。  

・ ど こ が 傷 に な っ て い る か わ か る と 薬 が 塗 り や す い 。 広 範 囲 で 乳 頭 が 痛 い 時 、 自 分

で は ど こ が 傷 な の か 判 断 で き な い し 、 乳 頭 の 下 方 は 見 え な い の で 。  

 

５ .考 察  

（ １ ） 研 究 結 果 の 要 約 と 解 釈  

１ ） 研 究 対 象 者 の 基 本 属 性  

研 究 対 象 者 の 基 本 的 な 属 性 は 、 Hongo et al. (2020) に よ る 125 名 を 対 象 と し た 調

査 結 果 と 概 ね 一 致 し て い る 。 対 象 者 の 多 く が 初 産 婦 で あ り 、 無 痛 分 娩 に よ る 出 産 が

約 40%を 占 め る 点 に 特 徴 が 見 ら れ る も の の 、大 半 が 核 家 族 で あ り 、約 75%が 就 業 女

性 で あ る こ と か ら 、 現 代 の 日 本 に お け る 一 般 的 な 集 団 と 同 様 の 傾 向 を 示 し て い る と

考 え ら れ る 。 群 間 比 較 の 結 果 、 年 齢 の み に 統 計 学 的 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た 。 全 対

象 者 は デ ジ タ ル ネ イ テ ィ ブ 世 代 に 近 い 年 代 に 属 し て お り 、 本 研 究 の 結 果 に 及 ぼ す 影

響 は 限 定 的 で あ る と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 母 親 の 年 齢 が 高 い ほ ど 母 乳 育 児 に

対 す る 満 足 度 が 高 い と い う 報 告 も あ り （ Ericson et al., 2021）、 本 研 究 の 解 釈 に お い

て も 考 慮 す べ き 要 因 で あ る 。  
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２ ） 研 究 対 象 者 の 授 乳 関 連 の 概 要  

本 研 究 に お い て 、 従 来 群 は 妊 娠 時 点 で 母 乳 育 児 を 希 望 す る 割 合 が 高 く 、 産 後 入 院

中 の 母 乳 育 児 に 対 す る 自 己 効 力 感 も AI 試 用 群 よ り 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た 。 し か し 、

両 群 と も BSES-SF の 得 点 が 50 点 以 下 の 対 象 者 が 多 く 、 母 乳 育 児 支 援 が 必 要 な 状 況

で あ っ た （ Nanishi, 2015）。  

産 後 の 授 乳 経 過 に 関 し て は 、 従 来 群 は 入 院 中 か ら 母 乳 優 位 の 授 乳 を 行 う 割 合 が 高

か っ た の に 対 し 、AI 試 用 群 は １ か 月 健 診 時 に か け て 母 乳 割 合 の 高 い 授 乳 へ 移 行 す る

傾 向 が み ら れ た 。 授 乳 方 法 に 対 す る 満 足 度 も 同 様 の 傾 向 を 示 し 、 従 来 群 は 入 院 中 か

ら 「 満 足 」と す る 割 合 が 高 く 、 AI 試 用 群 は １ か 月 健 診 時 に 「 満 足 」 が 増 加 す る 結 果

と な っ た 。 混 合 栄 養 や 完 全 母 乳 で な い こ と は 満 足 度 の 低 下 と 関 連 す る と さ れ

（ Ericson et al., 2021）、 本 研 究 の 結 果 も こ の 見 解 を 支 持 す る も の と な っ た 。  

母 乳 育 児 の 満 足 度（ JMBFES）は 、平 均 ス コ ア に 有 意 な 差 は な く 、個 人 の 経 過 を み

て も ８ 割 以 上 の 対 象 者 で 低 下 ま た は 横 ば い で あ っ た 。 JMBFES の 得 点 の 推 移 に 関 す

る 先 行 研 究 は 限 ら れ て い る が 、早 産 児 の 母 親 を 対 象 と し た 研 究 で は 、産 後 12 か 月 に

わ た っ て 満 足 度 が 上 昇 す る こ と が 報 告 さ れ て い る （ Ericson et al., 2021）。 こ れ に 対

し 、 本 研 究 で は １ か 月 健 診 時 点 で 満 足 度 の 向 上 が 乏 し か っ た 点 が 課 題 と し て 挙 げ ら

れ る 。 母 乳 育 児 の 満 足 度 向 上 に は 、 早 期 母 子 接 触 や 産 科 病 棟 に お け る 児 の 欲 求 に 応

じ た 授 乳 （ Hongo et al., 2015）、 お よ び 授 乳 ト ラ ブ ル の 軽 減 （ Cooke, M., 2003） が

重 要 で あ る と さ れ て お り 、出 産 直 後 か ら 入 院 中 の 母 乳 育 児 支 援 の 介 入 が 重 要 で あ る 。

さ ら に 、 １ か 月 健 診 ま で の 経 過 を 踏 ま え る と 、 入 院 中 だ け で は な く 、 退 院 後 か ら １

か 月 健 診 ま で の 母 乳 育 児 支 援 の 重 要 性 も 明 ら か と な っ た 。  

（ ２ ） 乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム の 運 用  

本 研 究 で は 、AI 試 用 群 の 参 加 者 か ら 提 出 さ れ た 全 て の 画 像 に お い て 、乳 頭 損 傷 評

価 シ ス テ ム が 正 常 に 稼 働 し 、 解 析 結 果 も 適 切 に 表 示 さ れ た 。 ま た 、 ス マ ー ト フ ォ ン

を 用 い た 自 己 撮 影 を 含 む 一 連 の プ ロ セ ス に お い て 、 ネ ガ テ ィ ブ な 意 見 な ど の 有 害 事

象 は 認 め ら れ な か っ た 。解 析 結 果 に お け る「 傷 な し 」「 軽 症 」「 重 症 」の 割 合 は 、先 行

研 究（ Nakamura et al., 2025）に お け る 所 見 の 発 生 率 と 概 ね 一 致 し て い た 。ま た 、６

例（ 75%）に お い て 解 析 結 果 の 確 率 が 60-70%以 上 と 判 定 さ れ た こ と か ら 、本 シ ス テ

ム が 適 切 に 機 能 し て い る と 判 断 で き る 。 こ の 結 果 か ら 、 母 親 が 新 た に 自 己 撮 影 し た

画 像 を 研 究 者 側 で 回 収 し 、 深 層 学 習 モ デ ル に よ っ て 解 析 を 行 い 、 フ ィ ー ド バ ッ ク を

提 供 す る 一 連 の プ ロ セ ス が 、 臨 床 現 場 に お い て 実 施 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  

一 方 で 、 本 シ ス テ ム の 運 用 に 際 し て は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 提 供 ま で の タ イ ム ラ グ が

課 題 と し て 明 ら か に な っ た 。 本 研 究 で は 画 像 撮 影 か ら フ ィ ー ド バ ッ ク ま で に ０ 〜 ２

日 の 遅 れ が 生 じ て お り 、AI 試 用 群 へ の 使 用 感 の ア ン ケ ー ト 結 果 か ら も 、即 時 フ ィ ー

ド バ ッ ク へ の ニ ー ズ が 確 認 さ れ た 。先 行 研 究 で は 、母 乳 育 児 支 援 に お い て Web ベ ー

ス の 双 方 向 即 時 フ ィ ー ド バ ッ ク が 、 母 親 の 母 乳 育 児 自 己 効 力 感 と 満 足 度 向 上 に 寄 与

す る こ と が 示 さ れ て い る （ Ahmed & Roumani, 2020）。 こ れ ら の 知 見 を 踏 ま え る と 、

今 後 は リ ア ル タ イ ム で 応 答 が 可 能 な シ ス テ ム へ の 改 良 が 、 よ り 効 果 的 な 支 援 に つ な

が る と 考 え ら れ る 。  
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（ ３ ） 乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム の 効 果  

本 研 究 で は 、 統 計 的 な 処 理 に 適 切 な サ ン プ ル サ イ ズ を 確 保 す る こ と が 困 難 で あ っ

た た め 、 統 計 的 な 分 析 は 実 施 で き な か っ た 。 さ ら に 、 前 述 の 理 由 か ら 、 入 院 中 の 単

回 介 入 に よ る 効 果 に 限 定 さ れ た 結 果 で あ る 。 ま た 、 母 乳 育 児 の 満 足 度 向 上 に は 多 く

の 関 連 要 因 が 影 響 す る た め 、 本 介 入 の 効 果 を 明 確 に 断 定 す る こ と は で き な い 。  

し か し 、 こ れ ら の 制 限 を 考 慮 し た う え で 、 本 研 究 の 結 果 か ら は 、 従 来 群 が 妊 娠 中

か ら 母 乳 育 児 意 欲 が 高 く 、 産 後 の 母 乳 育 児 に 対 す る 自 己 効 力 感 も 高 い 集 団 で あ っ た

こ と が 確 認 さ れ た 。一 方 で 、AI 試 用 群 は 妊 娠 中 の 母 乳 育 児 に 対 す る 意 欲 や 出 産 入 院

中 の 自 己 効 力 感 が 低 か っ た も の の 、 １ か 月 健 診 時 点 で 、 妊 娠 時 に 希 望 し た 授 乳 方 法

に 近 づ き 、 授 乳 方 法 に 対 す る 満 足 度 が 向 上 し た 。 両 群 の こ う し た 特 徴 が あ る 中 で 、

入 院 中 お よ び １ か 月 健 診 時 の 母 乳 育 児 経 験 に 対 す る 満 足 度 に は 、 有 意 な 群 間 差 は 認

め ら れ な か っ た 。 し か し 、 従 来 群 は も と も と 意 欲 ・ 自 己 効 力 感 と も に 高 く 、 入 院 中

か ら 満 足 度 が 高 か っ た こ と を 考 慮 す る と 、AI 試 用 群 に お け る 満 足 度 の 向 上 に は 、乳

頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム を 含 む 今 回 の AI 試 用 が 一 定 の 役 割 を 果 た し た 可 能 性 が あ る と

考 え ら れ る 。  

（ ４ ） 研 究 限 界 と 今 後 の 展 望  

本 研 究 を 通 じ て 、 乳 頭 損 傷 に 対 す る AI 解 析 お よ び そ れ に 基 づ く フ ィ ー ド バ ッ ク

が 、 母 乳 育 児 支 援 に お い て 実 用 的 に 活 用 し 得 る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 一 方 で 、 本 研 究

は 探 索 的 段 階 に 位 置 づ け ら れ る も の で あ り 、 い く つ か の 限 界 を 有 し て い る 。  

ま ず 、 本 研 究 で 開 発 し た シ ス テ ム は 、 研 究 環 境 下 で 撮 影 条 件 を 一 定 程 度 統 制 し た

画 像 を 用 い て 検 証 を 行 っ て お り 、 退 院 後 に 母 親 が 自 宅 で 撮 影 し た 画 像 を 用 い た 検 証

は 行 っ て い な い 。 そ の た め 、 照 明 条 件 、 撮 影 角 度 、 撮 影 機 器 な ど が 異 な る 実 環 境 に

お い て も 同 様 の 精 度 が 維 持 さ れ る か に つ い て は 検 証 さ れ て お ら ず 、 外 的 妥 当 性 に は

一 定 の 制 約 が あ る 。  

ま た 、 退 院 後 の 継 続 的 支 援 を 想 定 し た 運 用 に つ い て も 、 本 研 究 で は 検 証 に 至 っ て

い な い 。 実 際 に 臨 床 応 用 を 行 う た め に は 、 母 親 が 自 宅 で 安 心 し て 使 用 で き る 専 用 ア

プ リ 環 境 の 構 築 が 不 可 欠 で あ る 。と く に 、画 像 を 外 部 サ ー バ ー に 送 信 し な い 設 計 や 、

オ フ ラ イ ン 環 境 で の 利 用 、 画 像 を 保 存 せ ず に リ ア ル タ イ ム で 判 定 結 果 の み を 提 示 す

る 仕 組 み な ど 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 を 前 提 と し た 設 計 が 求 め ら れ る 。 加 え て 、 助 産 師

な ど の 専 門 職 と 連 携 し 、必 要 に 応 じ て 相 談 や 支 援 に つ な が る 体 制 を 組 み 込 む こ と が 、

実 用 化 に 向 け た 重 要 な 課 題 で あ る 。  

さ ら に 、 本 研 究 の 対 象 者 は 、 母 乳 育 児 を 希 望 し 、 研 究 参 加 に 同 意 し た 母 親 に 限 定

さ れ て お り 、 十 分 な サ ン プ ル 数 を 確 保 で き な か っ た 点 も 限 界 と し て 挙 げ ら れ る 。 近

年 、出 産・育 児 に 対 す る 価 値 観 は 多 様 化 し て お り 、す べ て の 母 親 が 母 乳 育 児 を 希 望・

継 続 す る わ け で は な い 。 本 研 究 の 対 象 集 団 は 、 母 乳 育 児 に 比 較 的 前 向 き な 母 親 に 偏

っ て い る 可 能 性 が あ り 、 結 果 の 一 般 化 に は 慎 重 な 解 釈 が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 研 究 参 加 者 の 募 集 は 主 に 書 面 に よ る 案 内 に 依 存 し て お り 、 対 面 で 十 分 な 説

明 を 行 え た の は 産 前 ク ラ ス 参 加 者 に 限 ら れ て い た 。 こ の こ と が 、 研 究 内 容 へ の 理 解

度 や 参 加 意 欲 に 影 響 を 及 ぼ し た 可 能 性 が あ る 。特 に 、AI 試 用 群 で は 乳 頭 画 像 の 提 供

が 必 要 で あ っ た た め 、 研 究 へ の 信 頼 性 や 安 心 感 の 醸 成 が 参 加 の 可 否 に 大 き く 影 響 し
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た と 考 え ら れ る 。  

加 え て 、 経 産 婦 の 参 加 が 少 な か っ た 点 も 本 研 究 の 限 界 で あ る 。 経 産 婦 は 過 去 の 育

児 経 験 を 有 す る こ と か ら 、 新 た な 支 援 ツ ー ル に 対 す る 必 要 性 を 感 じ に く か っ た 可 能

性 が あ り 、 ま た 育 児 や 家 事 に よ り 研 究 参 加 の 時 間 的 余 裕 が 限 ら れ て い た こ と も 影 響

し た と 考 え ら れ る 。 今 後 は 、 経 産 婦 を 含 む 多 様 な 背 景 を 有 す る 母 親 を 対 象 と し た 検

証 を 行 い 、 本 シ ス テ ム の 適 用 可 能 範 囲 を 明 ら か に し て い く 必 要 が あ る 。  

今 後 の 研 究 で は 、 乳 頭 損 傷 の 評 価 に と ど ま ら ず 、 よ り 包 括 的 な 母 乳 育 児 支 援 を 提

供 で き る AI シ ス テ ム の 開 発 を 視 野 に 入 れ 、よ り 多 く の 母 親 に と っ て 実 用 的 な シ ス テ

ム の 構 築 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 産 後 の 母 親 が 負 担 な く 利 用 で き る よ う 、 簡

便 性 の 向 上 を 図 る と と も に 、プ ラ イ バ シ ー 保 護 の 観 点 か ら 安 全 性 を 強 化 す る こ と で 、

経 産 婦 を 含 む 幅 広 い 対 象 者 の 関 心 を 高 め る こ と が 求 め ら れ る 。 さ ら に 、 よ り 効 果 的

な リ ク ル ー ト 方 法 を 模 索 し 、 多 様 な 母 親 が 研 究 に 参 加 し や す い 環 境 を 整 え る こ と が

今 後 の 課 題 と な る 。  

（ ５ ） 研 究 の 意 義 と 臨 床 応 用 の 可 能 性  

 本 研 究 の 意 義 は 、AI 技 術 を 母 乳 育 児 支 援 に 導 入 し 、そ の 実 用 可 能 性 を 示 し た 点 に

あ る 。 先 行 研 究 に お い て 開 発 し た 深 層 学 習 シ ス テ ム が 、 産 後 の 母 親 に よ る 利 用 を 想

定 し た 環 境 下 に お い て も 実 際 に 活 用 可 能 で あ る こ と が 確 認 さ れ 、 助 産 師 に よ る 母 乳

育 児 支 援 を 補 完 す る サ ポ ー ト ツ ー ル と し て の 有 用 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 本 研 究 で 開 発 し た AI を 用 い た 評 価 シ ス テ ム は 、専 門 職 に よ る 支 援 を 代 替 す る も の

で は な く 、 母 親 自 身 の 気 づ き を 促 し 、 必 要 に 応 じ て 助 産 師 な ど の 専 門 職 に つ な が る

こ と を 支 援 す る ツ ー ル と し て 位 置 づ け ら れ る 。 こ の よ う な ツ ー ル は 、 母 親 が 自 身 の

乳 頭 状 態 を 客 観 的 に 把 握 す る 一 助 と な り 、 早 期 の 相 談 行 動 や 適 切 な 支 援 に つ な が る

可 能 性 を 有 し て い る 。  

一 方 で 、 実 際 の 臨 床 応 用 に は い く つ か の 課 題 が 残 さ れ て い る 。 ま ず 、 退 院 後 に 母

親 が 自 宅 で も 簡 便 に 使 用 で き る よ う 、 シ ス テ ム 設 計 の さ ら な る 工 夫 は 必 要 で あ る 。

ま た 、 現 行 の シ ス テ ム は 乳 頭 損 傷 の 評 価 に 特 化 し て い る が 、 乳 腺 炎 な ど の 乳 房 全 体

の ト ラ ブ ル を 評 価 で き る 機 能 を 追 加 す る こ と で 、 よ り 包 括 的 な 支 援 が 可 能 に な る と

考 え ら れ る 。 さ ら に 、 乳 頭 損 傷 の 判 定 結 果 を 提 示 す る だ け で な く 、 損 傷 部 位 に 応 じ

た 具 体 的 か つ 理 解 し や す い フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 す る こ と に よ り 、 母 親 が 適 切 な セ

ル フ ケ ア や 対 処 行 動 を 実 践 し や す く な る 仕 組 み の 構 築 も 重 要 で あ る 。 加 え て 、 産 後

の 母 親 が 気 軽 に 利 用 で き る よ う 、 シ ス テ ム の 操 作 性 の 簡 便 さ や 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護

を 考 慮 し た 安 全 な デ ー タ 管 理 、 な ら び に 即 時 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク の 提 供 が 求 め ら れ

る 。  

こ れ ら の 課 題 を 段 階 的 に 解 決 し て い く こ と で 、AI を 活 用 し た 母 乳 育 児 支 援 シ ス テ

ム は よ り 実 用 的 な も の と な り 、臨 床 現 場 で の 活 用 が 一 層 進 展 す る こ と が 期 待 さ れ る 。 

（ ６ ） 母 乳 育 児 支 援 に お け る AI の 活 用 に 関 す る 課 題 と 展 望  

AI を 活 用 し た 医 療 ア プ リ の 研 究 で は 、イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 さ ず に 使 用 で き る オ フ

ラ イ ン 環 境 の 重 要 性 が 強 調 さ れ て い る （ Mohammed, N.,  2022）。 特 に 、 通 信 環 境 や

医 療 資 源 が 限 ら れ た 状 況 に お い て 、オ フ ラ イ ン で 機 能 す る AI ア プ リ は 医 療 提 供 に お

け る 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と が 示 さ れ て い る 。 母 乳 育 児 支 援 の ア プ リ に お い て も 、
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通 信 環 境 に 依 存 し な い 設 計 と す る こ と で 、 利 便 性 と 安 全 性 の 向 上 が 期 待 さ れ る 。 と

り わ け 、 女 性 特 有 の 部 位 に 関 す る 画 像 を 扱 う 場 合 に は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 を 必 要

と せ ず 、 デ ー タ の 安 全 性 が 担 保 さ れ る こ と が 、 母 親 の 心 理 的 安 心 感 を 高 め る 上 で 重

要 で あ る 。  

今 後 は 、 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 を 基 に 、 持 続 可 能 な 形 で 母 親 が 活 用 で き る ア プ リ

ケ ー シ ョ ン の 実 装 が 求 め ら れ る 。 特 に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 さ ず に 完 結 す る シ ス テ

ム の 開 発 は 、 個 人 情 報 保 護 の 観 点 か ら も 母 親 の 心 理 的 安 心 感 を 高 め る た め に 不 可 欠

で あ る 。  

さ ら に 、 デ ジ タ ル ネ イ テ ィ ブ 世 代 の 母 親 が 増 加 し 、 労 働 力 人 口 の 不 足 が 顕 著 と な

る 現 代 に お い て 、AI を 用 い た セ ル フ ト リ ア ー ジ シ ス テ ム の 構 築 は 、母 乳 育 児 支 援 の

新 た な 形 を 提 供 す る 可 能 性 が あ る 。 既 存 の AI を 活 用 し た 自 己 症 状 チ ェ ッ ク ア プ リ

は 、 対 面 で の 診 断 プ ロ セ ス の 一 部 を サ ポ ー ト す る も の の 、 情 報 が 不 足 す る こ と が 報

告 さ れ て い る（ You, Y., & Gui, X., 2021）。母 乳 育 児 の 自 己 診 断 シ ス テ ム に お い て も 、

乳 頭 痛 や 児 の 哺 乳 状 況 な ど の 問 診 情 報 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 よ り 適 切 な セ ル フ ア

セ ス メ ン ト が 可 能 に な る と 考 え ら れ る 。一 方 で 、AI は 乳 房 ケ ア そ の も の を 直 接 提 供

す る こ と は で き な い と い う 限 界 を 有 す る 。 そ の た め 、 必 要 に 応 じ て 受 診 を 促 す 機 能

や 、助 産 師 と の 連 携 を 円 滑 に す る 仕 組 み を 組 み 込 む こ と が 重 要 で あ る 。AI が 、母 親

が 困 っ た と き に 24 時 間 非 対 面 で 手 軽 に 相 談 で き る 退 院 後 の 継 続 的 支 援 ツ ー ル と し

て 機 能 す る こ と で 、 孤 立 し が ち な 母 親 の 心 理 的 負 担 を 軽 減 し 、 継 続 的 な 支 援 を 提 供

す る こ と が で き る と 期 待 さ れ る 。  

本 研 究 は 、AI シ ス テ ム を 母 乳 育 児 支 援 に お け る 臨 床 実 践 で 活 用 し た 初 の 試 み で あ

る 。こ の 成 果 は 、助 産 師 と AI が 協 働 す る 未 来 の 創 出 に 向 け た 重 要 な 一 歩 で あ り 、今

後 の 母 乳 育 児 支 援 の 発 展 に 貢 献 す る も の と 考 え ら れ る 。  

 

６ ． 結 論  

深 層 学 習 を 用 い た 乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム は 、 母 乳 育 児 中 の 母 親 に よ る 利 用 が 実 現

可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、 本 シ ス テ ム の 導 入 が 、 産 後 1 か 月 時 点 に お け る

母 親 の 母 乳 育 児 に 対 す る 満 足 度 向 上 に 一 定 の 役 割 を 果 た し た 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

今 後 は 、 シ ス テ ム の 安 全 性 お よ び 簡 便 性 の 向 上 を 図 る と と も に 、 よ り 包 括 的 か つ 実

効 性 の 高 い 母 乳 育 児 支 援 を 提 供 で き る よ う 、 段 階 的 な 改 良 と 検 証 を 進 め る 必 要 が あ

る 。 こ れ ら の 取 り 組 み に よ り 、 よ り 多 く の 母 親 に 本 シ ス テ ム が 受 け 入 れ ら れ 、 退 院

後 の 継 続 的 支 援 ツ ー ル と し て 実 際 の 臨 床 現 場 で 広 く 活 用 さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。  
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第６章．総合考察・結論  

 

 本 研 究 は 、 乳 頭 損 傷 を 経 験 し た 母 親 が 母 乳 育 児 を 継 続 す る た め の 支 援 の 在 り 方 に

つ い て 研 究 １ 〜 研 究 ４ の ４ つ の 研 究 を 通 じ て 多 角 的 に 検 討 し た 。 本 章 で は 、 そ れ ら

の 成 果 を 統 合 し 、 今 後 の 支 援 の あ り 方 と 展 望 に つ い て 考 察 す る 。  

 

１ ．  研 究 成 果 の 統 合 （ 図 １ ）  

１ ）  乳 頭 損 傷 の 効 果 的 な 対 処 方 法  

 研 究 １ お よ び 研 究 ２ で は 、 乳 頭 損 傷 へ の 具 体 的 な 対 処 法 を 臨 床 の 実 践 課 題 と し て

取 り 上 げ 、 そ の 有 効 性 を 検 討 し た 。 研 究 １ の シ ス テ マ テ ィ ッ ク レ ビ ュ ー で は 、 ラ ノ

リ ン 軟 膏 や 母 乳 に よ る 保 湿 法 が 一 定 の 効 果 を 示 す 一 方 、 介 入 法 や 評 価 指 標 の 統 一 性

に 欠 け 、 科 学 的 根 拠 の 蓄 積 が 不 十 分 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 こ れ を 踏 ま え た

研 究 ２ で は 、 保 湿 を 用 い た 対 処 法 の 一 つ と し て 、 銀 製 の 乳 頭 保 護 器 が 乳 頭 損 傷 の 重

症 化 を 抑 え る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

こ れ ら の 成 果 は 、 保 湿 や 乳 頭 保 護 器 の 使 用 が 、 乳 頭 損 傷 の 回 復 促 進 お よ び 重 症 化

予 防 に 一 定 の 効 果 を も た ら す 可 能 性 を 示 し て い る 。 た だ し 、 対 処 法 の 効 果 を 的 確 に

評 価 す る た め に は 、 介 入 の タ イ ミ ン グ や 損 傷 の 進 行 段 階 に 応 じ た 評 価 枠 組 み の 整 備

が 不 可 欠 で あ る 。 今 後 は 、 標 準 化 さ れ た 評 価 指 標 の 普 及 と 、 多 様 な 母 親 の ニ ー ズ に

応 じ た ケ ア の 選 択 肢 の 提 示 が 、 実 践 と 研 究 の 両 面 で 求 め ら れ る 。  

２ ）  客 観 的 評 価 方 法 の 確 立 と 深 層 学 習 の 活 用  

研 究 ３ お よ び 研 究 ４ で は 、 深 層 学 習 技 術 を 用 い て 乳 頭 損 傷 の 評 価 を 客 観 化 ・ 標 準

化 し 、 母 親 自 身 に よ る 活 用 を 目 指 し た 支 援 の 構 築 に 取 り 組 ん だ 。 研 究 ３ で は 、 臨 床

で 観 察 さ れ る 乳 頭 損 傷 所 見 を 自 動 で 分 類 す る 画 像 分 類 モ デ ル を 開 発 し 、 研 究 ４ で は

そ れ を 産 後 の 母 親 が 使 用 す る こ と で 、 実 用 性 を 検 証 し た 。  

こ れ ら の 研 究 は 、 テ ク ノ ロ ジ ー と 母 乳 育 児 支 援 の 融 合 に よ る 新 た な 支 援 枠 組 み を

提 示 し た 。 一 方 で 、 今 後 は 多 様 な 使 用 環 境 に お け る 運 用 を 見 据 え 、 安 全 性 ・ 倫 理 的

配 慮 ・ 実 用 性 と い っ た 観 点 か ら の さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ る 。  

２ ．  乳 頭 損 傷 の あ る 母 親 へ の 支 援 に お け る 今 後 の 課 題 と 展 望 （ 図 ２ ）  
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１ ） 支 援 者 向 け ： 評 価 シ ス テ ム の 精 緻 化 と 研 究 へ の 応 用  

 研 究 ３ で 開 発 さ れ た 深 層 学 習 を 用 い た 乳 頭 損 傷 評 価 シ ス テ ム は 、 研 究 １ で 課 題 と

な っ た 評 価 の 標 準 化 に 資 す る も の で あ り 、母 乳 育 児 支 援 者 に よ る 活 用 は 、DX の 進 展

す る 現 代 医 療 に お い て 有 用 で あ る 。 今 後 、 統 一 指 標 を 用 い た 国 際 的 な 研 究 が 進 む こ

と で 、 乳 頭 損 傷 の 各 所 見 や 損 傷 ・ 治 癒 の 段 階 に 応 じ た 有 効 な 対 処 法 の 科 学 的 根 拠 の

構 築 が 期 待 さ れ る 。  

画 像 分 類 技 術 を 臨 床 で 活 用 す る に は 、 シ ス テ ム の 簡 便 化 や 医 療 従 事 者 へ の 教 育 が

不 可 欠 で あ り 、 モ デ ル の 精 度 向 上 と と も に 、 導 入 に 向 け た イ ン フ ラ 整 備 が 必 要 で あ

る 。 実 践 的 ス キ ル 教 育 （ 事 例 ベ ー ス 、 ICT 活 用 な ど ） の 推 進 は 、 母 乳 育 児 支 援 の 質

の 向 上 に 寄 与 す る 。 ま た 、 助 産 師 養 成 課 程 に お け る 教 育 内 容 の 充 実 や 、 地 域 に お け

る 継 続 的 支 援 体 制 の 構 築 に も 応 用 可 能 で あ り 、 こ れ ら を 教 育 ・ 研 修 の 体 系 に 組 み 込

む こ と が 重 要 で あ る 。  

 

２ ） 母 親 向 け ： デ ジ タ ル 技 術 と 直 接 支 援 の 融 合 に よ る 包 括 的 支 援 体 制 の 構 築  

 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 母 乳 育 児 支 援 は 、 母 親 と 支 援 者 が 協 働 す る 支 援 モ デ ル へ

の 移 行 を 促 す 。 母 親 が 自 ら の 状 態 を 正 確 に 把 握 し 、 主 体 的 に ケ ア に 関 わ れ る 環 境 が

整 備 さ れ る こ と で 、 助 産 師 の 人 材 不 足 を 補 完 す る 役 割 も 期 待 さ れ る 。 さ ら に 、 核 家

族 化 や 少 子 化 が 進 む 現 代 で は 、 初 産 婦 が 育 児 経 験 を 持 た な い ま ま 出 産 す る ケ ー ス が

増 え て お り 、 デ ジ タ ル 技 術 に 慣 れ た 世 代 の 母 親 に と っ て は 有 用 な 支 援 手 段 と な り 得

る 。 し か し 、 現 時 点 で は 母 乳 育 児 支 援 の す べ て を デ ジ タ ル 技 術 で 代 替 す る こ と は 現

実 的 で は な い 。 助 産 師 の 五 感 を 用 い た 対 面 に よ る 支 援 、 す な わ ち 乳 房 や 乳 頭 へ の 触

診 、 母 親 と の 対 話 、 母 子 相 互 作 用 を 踏 ま え た 判 断 な ど 、 伝 統 的 か つ 専 門 的 な ケ ア は

継 承 す べ き で あ る 。 デ ジ タ ル 技 術 の ス マ ー ト さ や 利 便 性 と 、 助 産 師 に よ る 温 か な 支

援 の 融 合 に よ っ て こ そ 、 新 時 代 に ふ さ わ し い 母 乳 育 児 支 援 が 可 能 と な る と 考 え ら れ

る 。 
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３ ． 結 語  

 本 博 士 論 文 で は 、 乳 頭 損 傷 の あ る 母 親 が 母 乳 育 児 を 継 続 す る た め の 支 援 を 探 求 し

た 。 そ の 過 程 で 、 乳 頭 損 傷 の 正 確 な 評 価 と 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 対 処 法 を 統 合 し 、 科

学 技 術 と 専 門 ケ ア を 融 合 さ せ た 包 括 的 な 支 援 の 重 要 性 が 明 ら か と な っ た 。 今 後 は 、

臨 床 現 場 で の 助 産 師 に よ る 実 践 的 ケ ア 、 母 親 と 向 き 合 い な が ら 臨 床 の 場 で 進 め る 助

産 師 に よ る 母 乳 育 児 研 究 、AI を 活 用 し た 画 像 解 析 や 支 援 シ ス テ ム の 開 発 、さ ら に 技

術 導 入 を 支 え る セ キ ュ リ テ ィ 研 究 な ど 、各 領 域 の 取 り 組 み が 連 携・融 合 す る こ と で 、

母 親 が 安 心 し て 母 乳 育 児 を 継 続 で き る 体 制 の 構 築 と 社 会 実 装 が 期 待 さ れ る 。  
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